
仁科芳雄とサイクロトロン 01.

開催日 :1989年 10月 30日

講師 :田 島英三 (立教大学教授、名誉教授、元原子力委員、元原子力安全委員 )

出席者 :島村武久、田中好雄、後藤正記

島村:今 日は大先生においでいただいて恐縮ですけど。私の知らないことを勉強しようと思

うと、原子力の音を調べると、どうしても仁科芳雄先生にたどり着くわけです。

田島:偉いもんですね島村さんは、新しいこと勉強しようっちゅうのは。

島村:仁科先生のこと及びその頃理化学研究所におられた方々の活躍の状況を伺おうと思う

と、もうあまり人がいませんで。先生にわざわざ煩わすことになったのは恐縮ですけれど

も。今日は一つ気楽に、雑談のつもりで何でも結構ですから思い出すままにということで。

後ちょっと、もし何でしたら質問を伺わしていただいたり、お願い致します。

田島:答えられる事はなんでも。島村先生から何も準備をするなとこういって、雑談でと条

件付けられたんです。実際準備をして来ないんですけど。たまたま私は NHKで、「仁科先

生」って題で放送したことがありまして。それは、5～6年前じゃないかと思いますが。そ

の時の原稿が幸いにして残ってるんで、それを資料としてほとんど準備をしないで、島村

先生の言うことにはちゃんと追随してるわけなんで。仁科先生の出身地、岡山県の方いら

っしゃるかしら。

仁科先生は、東京大学の工学部の電気科を 1918年に卒業されたんです。大学院に残りまし

て、そこで長岡半太郎先生の講義を聞かれたんです。長岡先生がどういう話をしたかは、

おそらく近代物理の話はしなかったろうと思うんですが。大学院におつた頃、ご自分でお

そらく相対性理論を勉強されて、新しい物理に非常に興味を持たれたんです。この二年間

の大学院生活というのは、先生の生涯に非常に大きな影響を持っただろうと思うんですが。

その後先生は 1920年に理研の鯨井研究室に入つたんです。

21年に、英国のケンブリッジ大学のラザフォードのところへ留学して、コムプトン散乱の

実験的研究をされ、一時期 ドイツに移られ、次いでデンマークのニールス・ボーアのとこ

ろへ移って、そこで理論の研究を始めたわけです。ニールス
0ボーアの研究所に随分長く

おられまして、1923年から多分 1928年 くらいまで 6年間ぐらい、非常に長い研究生活を

送ったわけです。ここで先生が何をされたかっていうと、X線の研究をされた。X線という

のは今でこそ陳腐な話ですが、当時は最先端の研究だったわけです。その X線の研究をさ

れまして、後半おそらくボーアのところ辞める間際なんですが、「クライン・仁科の式」の

クラインさんと一緒に仕事をなさいまして、有名なガンマ線のコンプトン散乱の理論を出

したんです。

ご承知の通リコンプトン散乱っていうのは、量子論でコンプトン散乱をやる上に、その理

論を相対論でモディファイしたつていうか、相対論的な量子論をはかったのが有名なクラ

イン・仁科の式です。ご承知のようにクライン・仁科の式は、実験に非常によく合いまし

て。ただし、非常にソフトなガンマ線を使うと、クライン・仁科の式に合わないところが

あるというんで、私はそれを後で実験したことがあるんですけど、なかなか違いが出て来

ないです。やはリクライン・仁科の式というのは非常によく合う式です。非常にソフトな

-1-



ガンマ線ですと、原子核のすぐそばを通る時に、ちょっとクライン・仁科の式よりもずれ

るつていうのが理論的に言えるんですけど、それを実験的に出すのはなかなか大変で、ず
いぶんやってみたんですけど、僕にはできなかった。

留学の帰りは、コペンハーゲンのボーアさんの所からフランスに渡り、それから英国に行
つてアメリカに行つて、1928年 12月 に帰って来た。フランスからニールス・ボーアに宛
てた手紙のコピー、ニールス・ボーアから貰ったコピーがあるんですけど、大分恐縮して。
やっばり日本人だなと思うのは、「私は、6年半もニールス・ボーア先生のところにおりま
して、何もできませんでした」ってことがいっぱぃ書いてあるんです。あれはやっぱり日

本人だなって気が致しました。

この頃の物理学界がどういう状況かと申しますと、非常にアクティブな、新しい物理が出
たころでして、先生がお帰りになったちょっと後の 1932年は、物理の方では非常に記念す
べきいろんな発見がなされた年です。たとえば、ユーレイが重水を発見して発表したのが
この年です。普通の水の中にも非常に僅かに重い水があるという、重水の発見がこの年に

発表されてます。それから同じ 1932年に、チャドウィックが中性子の発見を発表していま
す。この中性子の発見というのは非常に意味がありまして、それまでは原子核の中にはプ
ロトンとエレクトロンが混じって、合成物質をつくってるっていうことを言っておったん
ですけど、それじやいろんな矛盾が出て来まして。第一、電子をあんな小さな 10のマイナ
ス 13乗位の狭いところに押し込めておくわけにはとてもいかないんで、電子は外に飛び出
すはずだとか、パリティ (偶奇性)の問題とかいろんな問題がありまして、どうしても電
子がおかしいっていぅことは言われていたんです。その時にちょうどチャドゥィックが中
性子を発見し、これで一気に原子核の構造が解決された。

それから同じ32年に、アンダーソンがプラスの電子があるってことを発表した。これはど
うして発見したかっていうと、ゥィルソン・チェンバー (霧箱)でマグネットを掛けて写
真を撮っていますと、上から降つてくる電子は皆こっち向きに回つてるわけなんですが、
反対に回るやつがかなりあるんです、右回りのやつが。それでこれはおかしい、おそらく
宇宙線が下からやって来るであろうと解釈をしておつた。下からやって来ると言うと、丁
度逆向きになるからいいんですが.プラスのエレクトロンがあるとはとても考えられない
ので、宇宙線が地球を突き抜いてやって来ると考えてたんですが、それは無理だというの
で、ポジトロンの発見になつた。コツクロフトが原子核を破壊したのがやはり 1932年の発
表です。今まで申し上げたのは、いずれもノーベル賞をもらつているわけです。物理の上
で非常に大きな発見がなされた時代に、先生はコペンハーゲンに行つたということで、新
しい物理に対する刺激っていうか知識が非常に多いわけで、胸を膨らませながら日本に帰
られて来たんだろうと思います。

日本に帰って来てそれを研究しょうといぅことで、理研で非常に若い主任研究員として、
1931年 7月 に仁科研究室を長岡研究室から分離創設したわけです。そこで研究の主体はど
こに置いたかというと、当然のことですが二っありまして、一つは理論物理のグループを、
理論物理の研究室を置いた。それからもう一つは宇宙線の研究。それからもう一つは原子
核の研究。この二つの研究を柱と致しまして、近代物理の全体をカバーした。まあどちら
かつていうと、ちよっと欲が深い野心的な構想だったわけです。
理論物理を専門とする研究分野を置くつて言うのは、おそらく日本では初めてでありまし
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て、今でこそ理論屋さんは沢山いるけど、当時は物理ってのは実験だと思つていた。要す

るに物理学の研究というのは、試験管と机の上でやるものだと思ってたんですが、それを

画期的に変えたのが、この仁科先生の構想です。理論物理の部門を置くということと、非

常に大規模な研究を始めたっていうことは、仁科先生の非常に大きな功績だと僕は思うん

です。理論物理の親玉っていうか中心人物は、朝永振一郎先生で、若い研究者が集まって、

ここからいろんな理論物理の人が出て参りました。有名なのは坂田昌一君がそうですし、

小林 稔さんっていう人たちです。日本の各大学に理論物理の人がおりますけど、そういう

先生方はほとんど全部この仁科研究室の理論物理の弟子、弟子はもういなくなってしまい

ましたけれども、孫弟子かひ孫弟子が皆散らばつてるっていうことになってます。それか

ら宇宙線の研究で見ますっていうと――島村さんこういう話してていいんですか。

島村 :ああもう結構ですよ。有意義です。

田島:宇宙線の研究で言うと、日本では一番大きな、世界で一番大きいと思うウィルソン・

チェンバーをつくりまして、直径が 1メ ー トル以上あります。このくらいの薄べったい。
そこにこう通しまして、初めて湯川さんのメソンの飛跡を撮ったんです。電子の 200倍く
らいの質量の新粒子ですけど。今で言えば中間子。これは実はアンダーソンが先に見つけ

ちゃいまして、ちょっと遅れてるんですけど。とにかく二番目として湯川理論のヘビーエ

レクトロンをあれしてるわけです。私は、1938年に仁科先生の原子核の研究所の、理論物
理のグループに入つたわけです。

島村 :その頃、サイクロトロンはあったんですか。

田島:その頃はもうサイクロトロンがありました。その 23ト ンのサイクロトロンは、今はも

う壊されちゃつたんですけど。これからサイクロトロンの話ばかりするんですが。今、仰

つたように、仁科先生で原子核って言うと、サイクロトロンを連想されるわけですが。ご

承知の通リサイクロトロンというのは、原子核の研究になくてはならん装置なんですけど。

ちょうどローレンス (サイクロトロンの発明者、カリフォルニア大学教授)のところでは、
マグネットが 30ト ンのサイクロトロンが動いてたんですが、私が入った時には理研に 23
トンのサイクロトロンがありまして、これが非常に昼夜分かたず動いてます。昼夜分かた

ずって言うのは、ノミナルには朝の 9時から晩の 9時まで動くんですけど、実験がしょっ
ちゅう続きますので、徹夜運転をして。そのサイクロトロンの、原子核の研究の中心人物

は、皆さんご承知の嵯峨根遼吉先生です。私が入つたときに、ちょうど嵯峨根さんがアメ

リカから帰って来たばっかりで、非常に張り切っておりまして。私も当然嵯峨根さんと同

じように張り切つて、朝から晩までやったわけです。

まあ私、よくも理研に入れたもんだと思つてるんですけど、面接が三号館であったのを今

でも覚えておりますが、高峰先生の部屋で行われたんです。全くノーネクタイで仁科先生

が来られまして。仁科先生に初めて会ったんですが、こっちは胸どきどき。その前から知

つておつたのが、世界的な学者だつていうこと。何かえらい難しい学問のことでも聞かれ

るかと思って、おどおどして行つたんですけど、あにはからんや、先生の方が何を訊いて

いいのかよくわからんような、もじもじしたような格好で、ちよっとこつちが恐縮しちゃ

つたという、そういう性格の先生です。2～3分で話が終わりまして、すぐそのまま理研に
入った。ちょっと拍子抜けしたような。

島村 :先生が理研に入られたのは、東京文理科大学を出られて直ぐですね。
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田島:ええそう。それで、23ト ンのサイクロトロンというのは、どういういきさつがあるか

と申しますと、当時東北線の原町で、国際無線会社が国際通信をやっておったわけです。

今でも記念碑の塔が立っていますが。そこでモールス記号で無線通信をやるわけですけど、
「パウルゼンアーク」ですか、要するにアークを飛ばしてモールス信号を送るわけです。

ところがそのままアークを飛ばしますと、アークの切れが悪くて信号にならないので、そ

いつに大きな強いマグネットを掛けたわけです。電圧を掛けると、アークがぱつと消える

わけです。そのために使ってたのが23ト ンのマグネット。ところが1935～6年になった頃、
真空管が発達してそのマグネットが不要になってしまつたわけです。それを寄贈してもら

って、二台あったんですが、その二台のうちの一台をつくり変えて、サイクロトロンをつ

くったわけです。

そんなしみったれたことをやったのはどうしてかっていうと、こんな費用はとても国の費

用から出て来ないんです。今だったら何でもなくポーンと、島村さんの一声で出るんでし

ょうけれど、とても出て来ませんので。この費用がどこから出て来たかというと、服部奉

公会という財団から出て来てるんです。私も初めは、理研からは月給がもらえなかつたん

ですけど、そのうち奉公会から1月 か 2月 、月給もらうわけです。あの頃はだいたい理研
に入れるのは非常に運がいい方っていいますか、なかなか入れない。

島村:偉い方ばつかりで。

田島:ええそう。大学の助手に残るより理研に入る方がずっと難しかつた頃ですから。そこ

で、私も幸いにして入ったんですけど、私の月給はどこから出てたかって言うと、服部奉
公会からで、一年ごとなんです。だから来年の予算が分からないんです。そういう不安定

なところからもらっておった。だいたい理研というのは後で聞くと、身分を安定させない
って方針があるんです。研究所で身分が安定しちゃうと、いつまでも居座っちやいますか

ら。そうすると頭がぼけちゃいますから、なるべく安定しないように、早く回転するのが
理研の方針で。

従つて、ある程度までになって業績が出て来ると、大学の先生にどんどん。だから大体あ
そこを出た人は大学の先生になってるんで、大学教授の養成機関みたいなところです。だ
から月給タダの人が沢山おりまして。それから、金が沢山あるもんですから、月給を取り
に行かない人もいるんです。それで事務所が困つちやいまして。天木敏夫さんという人は、
半年も一年も月給を取りに行かないんです。それで取りに来てくださいって頼んだり。そ
れから、そういう方は、自分でいろんな装置を買っちゃうんです。理研は金が無くて困っ

てるとか言うもんですから、自分で買つちゃうんです。天木さんが買いますよって。
それから武見太郎、あれが一緒にいたんです。彼は自分で、とにかく研究室一杯に自分の

装置ばかりです。仁科先生困ってしまつて、登録しようがなくなっちゃうもんですから、
事務所から文句が出て来る。まあそういうところなんです。
だから私も月給を貰ってましたけど、一番初めは 50円もらってたんですが、50円 というの
は毎晩さつき言ったように夜出ますから、大体寿司代になつちやいまして。毎晩寿司を食
っちゃ徹夜作業をやった、非常によき時代で楽しくやつてたんですが、小さいサイクロト
ロンで非常にいろんな仕事をして。今アイソトープの表を見ますと、その中に小さいサイ
クロトロンでやった仕事が沢山あるわけです。非常にうまく行った。これは実は、嵯峨根
先生のお陰があるんです。先程申しましたように、嵯峨根先生が帰って来られて、私も一
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緒にお付き合いしたんですけど、その時に非常にビームが出まして、ちょっと危険なくら

いビームが出て、仕事をしたんです。

ところが面白いのは、仁科先生はやつぱり自分がやった方式がいいもんですから、嵯峨根

先生が新しい方式でやりますと、例えば真空配管なんかもガラスでやらないで全部メタル

でパイビングやりますと、それが気に喰わないんです。それから真空計なんていうのも、

昔はマクレオッドゲージをこうやっておったんです。マクレオッドゲージの水銀を上げて

こうやって、あれが仁科先生は好きなんですけど。嵯峨根先生は帰って来てから、イオン

真空ゲージって近代的な物をつくりまして、仁科先生はそれが気に喰わんで、いつになっ

てもマクレオッドゲージは外すことができませんで、イオン真空ゲージと同時にマクレオ

ッドゲージを一緒にくつつけてるんです。

それはそれとして、23ト ンのサイクロトロンで、私も仕事を一番初めにやったんですけど。

ちょっと変な話をしますと、私が最初にやつた仕事は、中性子の散乱実験です。はじめ仁

科先生は非常に乗り気で、先生と後に原研に行った百田光雄君と二人で議論して始めたん

ですが、一年半くらいで結果がまとまったんです。高速中性子の実験というのは、かなり

難しい実験なんですが、それで論文を書きまして、先生は英語が得意なもんですから、先

生に見てもらおうと思って原稿を渡したんですが、その頃になりますと、もう先生は全然

興味が無いんです。これには参りました。全然興味が無いと、私達の原稿を二月も四月も

半年経っても、うんともすんとも言ってくれないんです。何とも言ってくれない。そうし

ているうちに、全く同じ方法で全く同じ結果が、ポーランドのフルシャワの研究所で、ネ

イチャーに発表しちゃったんです。あれは全く、僕の最初の仕事なんですが。先生はそう

いうことは平気なんです。実はあの仕事は、自分で言うのもおかしいですが、後何年か経

ってから、同じ論文がまた出て来てるんです。そのくらい高速中性子としてはいい実験だ

ったんですが、遂に私達の論文は日の目を見ずになってしまいました。 (笑い)

先生は、飽きつぽいといえば飽きっぱいんですが、とにかく初めに計画を樹てるのが非常

に好きなもんですから、サイクロトロン自身についてもそうなんです。小さいサイクロト

ロンが非常にうまく行ったから、今度は大きなサイクロトロンをつくろうって言い出した

わけです。小さいそれで皆仕事しようと思ってたのに。山崎文男さんにしてみても新聞 (し

んま)啓三さんにしてみても。だから、我々の研究室の人は皆論文の数が少ないです。こ
れはもう全体として、山崎さんにしても何にしても、まあ戦争もありましたけど、論文の

数が少ないんです。それは先生のお蔭なんです。 (笑い)

田中:今のその最初の論文なんか、特に残念だな。

田島:残念な話なんですが。それで、すぐ小さいサイクロトロンによる核物理研究は止めて、

止めてつて言うか運転はしてるんですけど、生物の基礎の実験を、村地さんとかなんとか。

放射線生物学については、あそこが一番初めなんです。生物やったんですけど。

大きなやつを、十倍のサイクロトロンをつくろうって言うわけです。マグネットが 200ト
ンで、あと30ト ンが銅。全体で 230ト ンの 60イ ンチのサイクロトロンをつくろうってこ

とを言い出したわけです。それを、親元のローレンスに言ってやったら、ローレンスは、

自分のところで発明したものより大きなのをつくられるといやだから、俺のところでもつ

くると言い出したわけです。俺のところでも同じ200ト ンのやつ、lo倍のやつを。そこで、
日本でもマグネットがどのくらいでできるか、見積もりを取ったわけです。石川島に見積
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もりしてもらって、それがローレンスの方は海軍工廠に見積もらせて。突き合わしてみた

ら、日本の見積もりは運賃を掛けても向こうの方が安いんです。それじゃあローレンスの

ところで二つつくってもらおうと。全く同じマグネットを二つつくってもらって、一つを

日本に送ってもらうことにした。それが着いたのが多分 1939年の暮れだったと思うんです
が、取り付けは石川島でやってもらったんですけど。直径が 60イ ンチ、1メ ーター50く ら
いありますか。それでポールは、ギャップがあるわけですが、ギャップの誤差が 1ミ リメ
ーター以内。そういう条件でやったわけで、それはうまく行つて、石川島の人も非常に得

意になって、あんなものを 1ミ リの誤差で取り付けられたのは珍しいとか。

サイクロトロンの電磁石は双子のサイクロトロンなんですが、それで始めたわけです。始

めたのは嵯峨根さんが中心でやつたんですけど。我々の方は、ここんところがちょっと難
しいとこなんです。小さいサイクロトロンが非常にうまくいったもんですから、それを全

て 10倍 したんです。重さも 10倍、電極も 10倍、それからフィードするのも 10倍。全て
10倍 したんです。それが実は大変な間違いだった。いくらやっても、ビームが出ないんで
す。それで困つちゃいまして。後で分かつたんですけど、要するに工学的なものを 10倍、
一桁上げるってことは、これは基本的に原則的に立ち戻って考えなきゃいかんってことは、
これで僕は教訓として思い知らされたんですが、とにかくいつになってもできない。
そこでどうしたかつていうと、アメリカに人を派遣して向こうの話を聞いて来ようという
ことになって、矢崎為一、渡辺扶生、飯盛武夫の二人をローレンスのところに派遣したん

です。ところが、その頃は戦争がもう非常にきわどくなって、後から分かったんですが、
ローレンスは原爆研究に携わつておつた。そこで、敵性国家の日本はもう非常に危ないと
ころですから、その科学者と会うっていうことはもう禁止されておりまして、ついにロー
レンスは会ってくれなかった。ただ、ローレンスと仁科先生とは昔からの友情があるもん
ですから、同じにつくったのはマグネットだけで、中身、臓物は無いですから、臓物の青
写真と、それからそれにかける電圧の理論的な話の文献を一枚助手に渡させて、それで三

人は帰ってきたわけです。[RIKEN NEWS No.298/2006.4。 (サイクロトロンと原爆研究 :中

根良平):最近仁科先生の部屋から発見された矢崎先生、高峰先生などの書簡によれば、設
計図の青焼きは結局もらえなかった。矢崎先生たちは、帰途、コロンビア大学のラビのサ
イクロトロンの内部を詳しく見せてもらい、そこで得た知識をもとに設計図を独自に描き
直したのでしよう。]

それを見て我々はびっくりしたんですけど、全く考え方が違うんです。(笑い)ていうのは、
ご専門が電気の方いらつしやると思うんですが、小さいサイクロトロンの方は、30メ ータ
ーの高周波をフィードするんですけど、そのフィー ドの仕方が丁度サイクロトロンの中の
電極がオシレーター (発信器)のキャパシティになってるんです。そういう格好で高周波
電圧を掛けていたわけです。ところが大きい方でその通りにやったら、えらいことになっ
ちやう。なぜかというと今度は半径が非常に大きな電極になりますから、これのキューバ

リュー (Q vdue)が ものすごくシャープになっちやいまして、とてもオシレーションなん
かできっこない。非常にシャープなところで、そこに調整するってことは、幾らやっても
駄目なんです。随分これには苦労致しまして。森本さんとか国際無線の人に来て貰って、
朝から晩までやったんだけど、とうとう駄目。

米国ではどうしたか、そんなことは何でもないんです。要するに四分の一波長共振回路っ
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てやつで、こうやつてここがくつついてるんですが、ここんとこに四分の一波長付けると、

これがばっと上がって、電圧がばっと上がっちゃうんです。要するに、発信回路から外し

ちゃつてるわけなんです。そういうことが分かりまして、それに付け替えたんですが、こ

れはもちろんラジオの放送じゃ喋らない発言ですけど、要するに今までやったのは、全部

嵯峨根先生の方式にしちゃってたわけでしょ。それをすつかり変えたわけです。嵯峨根さ

んとしても、責任が出てくるわけです。

[(日本物理学会誌 Vol.45 No.101990:田 島英三)順調に行かなかった第一の理由は、加
速箱の真空度を充分に上げることができなかった。加速箱は鋳造されたもので、スからの

漏洩は嫌らしく厄介なものであった。また当時の真空技術のレベルにも問題があった。第

二の理由は、これが最も基本的な誤算であったのだが、加速電極に高周波電圧を加える方

式に、小サイクロと全く同じ方式を採用したことであった。小サイクロが順調に完成した

ので、“小"の 10倍という安易な考えがあった。第二の理由は、サイクロの加速機構の根

本的検討が不足していた。例えば粒子エネルギーの増大と共に相対論的質量の増加が生ず

ることを無視し、加速電圧に最小値が存在することに気付かなかった。(中略)ロ ーレンス教

授は随分苦しい立場にあつたろうと思われるが、助手を通じてサイクロの概念設計図と加

速機構を論じた論文を三氏に託し、これを持って二人は急ぎ帰国した。(中略)矢崎氏らが持

帰った情報を基にして大改造が行われた。改造の要点は加速箱の鋳造部分を出きるだけ少

なくするような設計とし、高周波発信器のグリッド回路としては Deeと その支持棒を内軸

とするλ/4同軸共振回路とした。]

島村:嵯峨根さんも、しかし、アメリカから設計手に入れてきたっていうんでしょう。

田島:いやいや入れてこないですよ。そりや後の話ですから。

それで嵯峨根先生と仁科先生の間がうまくいかなくなっちゃいまして。それで嵯峨根さん

は、理研には名前を残したけれど、大学に力を入れ出したわけです。嵯峨根研が力を入れ

出したのはそういう状況で。こちらは結局我々、嵯峨根さんの下におった有象無象が寄り

集まつて、大サイクロトロンを調整じ直したわけですが。それが、軽水素のビームが出た

のが 1943年の 12月 の暮れです。夜遅くなりまして。暮れの 20何日ですが、ビームが出た

って、.青い光のやつがふあ―っとこう行つて、10メ ーターくらい先まで走るわけです。そ

の辺がオゾン臭くなって、今で言うと恐ろしい話ですが、前に行つてこうやって見たりな

んかして。 (笑い)怖い話です。出た、出たと目を透かしてると、目が暗闇にあれしないと
見えないくらいのプロトンビームが、10メ ーターぐらい空気中を突っ走るわけです。

島村:それは大変だ。

田島:ま あ放射線防護から言うと、恐ろしいことをやってたわけです。重水素のイオン 0ビ

ームを得たのは、翌 44年 1月 でした。話は戻りますけど、小さいサイクロトロンの方でも、
たまたま嵯峨根さんが放射線レベルのことをちょっと言うものだから、どの位あるのかな

と思って。僕はローリッツェン検電器って感度の悪い奴です、リーフで測定するものすご

いやつを持つて、小さなサイクロトロンの放射線レベルはどうだろうと。建物の外でチャ

ージアップするわけです。するとリーフが開くわけです。それを持つて 5～6メ ー トル先の

建物の中に入っていく。それでこうやって見ると、リーフが開いてないんです。おかしい

なあと思って、またやり直すと、歩いて行く途中ですっかり放電しちゃう、そのくらいフ

ィール ドの強いところで実験をやっておったんです。
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小さいサイクロトロンの話ですが、ビームがこう出るでしょう。どのくらいのエネルギー

があるかつていうのを測定するのに、厚さの分かったアルミのホイルがあるわけです。そ

れを持っていって、こうやってそれ止まった、止まらないと言うわけですから。そりやも

ろにビームを被つちやつてるわけです。それはもうものすごく放射線を被った。

私が、一度ずいぶん気持ちが悪くなつたんで、武見さんに診てもらったんですが。その時

は自血球が三千くらい、影響が自血球に出るというのは大変な話で。皆さん原子力やって

らつしやるけど、三千っていうのは経験無いでしょう。それで武見さんは何やってたかっ

ていうと、自血球が回復する薬をつくってたんです。だから、僕はいい試験材料になりま

して。 (笑い)そのおかげか何か知らんけど、終戦後も僕は武見さんには施療患者です。銀
座の診療所に行って、奪麻疹が出たけど薬下さいって、僕はもうタダです。あんなのに金

取られたら大変ですから。 (笑い)行きますと、受付があるんですけど。大臣はすぐ申し入
れてくださいとか、それから何とかはその次にしてください、もう順番が決まつてるんで

す。大臣は行っても待つ間は無し、すぐ診てくれるんです。(笑い)普通の人は――。
田中:先生は大臣並ですか。

田島:いやいや大臣並じゃないです。待つてるのは待つてるんですけど。あんなもんに請求

書とられたら大変です。施療患者です。それは戦後の話なんですが。

田中:先生、今のは、1943年の 12月 頃だということは、フェルミがもう原子炉をつくって

た頃ですか。あれは、43年の 12月 じゃなかったですか。

田島:12月 、同じ頃ですか?(フ ェルミの原子炉は 1942年 12月 2日 完成)。
田中:ですから、いくら遅れてたか、すぐわかっちゃう。 (笑い)

田島:すぐわかっちゃう。でねえ、その時はビールを、ビールなんてなかなか手に入らない

です。ビールで乾杯をしたって言うのが、言っちやっていいのか悪いのか。その頃真珠湾

は、まだ出てなかったのかな。

田中:真珠湾の二年後ですね。

田島:じゃあその真珠湾の、戦争の話になりますが、戦争中何してたっていうと。太平洋戦

争が、真珠湾が起きたんですが、まさかあれは日米の本格的戦争には発展しないと思って

たんですけど、我々も先生もそう思ったんですけど、どうも引き返しそうもないので、ち

よつとびつくりしちやったわけなんですが。対米英戦争も初めは景気がよかつたんですけ

ど、ご承知のようにだんだんニュースが悪くなってきました時に、先生は外の仕事が多く

なりまして。海軍なんかの仕事が、陸軍と海軍。そこで、仁科研究室は軍の航空本部から

委託研究を受けまして。その委託研究の表向きの名前は、強力な人工放射性物質を製造す

る研究って言うんです。これは表向きの名前で、本当の名前は原爆なんです。というテー

マで戦時研究になったわけです。これがいわゆる二号研究。仁科先生の仁を取ったのか、

単に二なのか、よく分かんないんですけど、カタカナの二なんです。

我々のところは、召集令が来るんです。僕んところにも来まして。それから二人くらい来

たんです。僕が行く時は、二号研究がまだでき掛かってる時だったもんですから、まだは

っきりしないんで、世田谷の騎兵連隊に召集が来たんです。本当に行くもんだと思ってい

たんですけど、前の日になって仁科先生が送別会、まああの頃は派手でして、大きなのぼ

りを立てて行くわけです。ところが先生が、「お前は帰って来ることになつてるから」って

言うわけです。そういう話 ――まあ雑談だからいいですよ。「帰って来る」と、「ただしこ
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れは家の人にも誰にも言っちゃいかん」って言うんです。もちろん研究室の人にも言っち

ゃいかん。世田谷のところに行って、その前に円陣を張って、そこで「勝って来るぞ」と

か言う軍歌を歌って、大きなのぼりを持っていってやって、それで僕は帰って来るわけで

すから、ちょっとねえ、まあ (笑い)具合が悪いわけです。

そして、身体検査で中に入つて行ったわけです、田島二等兵というのが書いてありまして。

あれあれ、と思ってこれもう本当に覚悟した。ところが、雨がじゃんじゃん降って来て。

山崎文男さんは知っておったんです。

外から兄貴が入つて来たんですが、「即日帰郷」と身体検査の時に言われて。それもまたお

かしいんですが、何か病気をつくれというのです。それで病気は何がいいかってったら、

騎兵だから痔がいいっていうんで。身体検査受ける時に「お前どっか悪いところあるか」

ちゅうから「痔が悪い」って言うんだけど、もう声がかすれちやうわけですよ、やつばり

気が弱くなって。そしたら将校が、「お前もっと大きな声で言え」って、もっと大きな声で

言わされた。それは、周りの人に対する牽制ですよ。周りの人がそれだから仕方がないと

思わないといかんので、大きな声。

即日帰郷というのは、あの頃は帰って来ると自殺する人がいるんです。そんなもんですか

ら、将校の前に行って、今度は説教を受けるわけです。「お前は他のことでもお国に貢献す

ることがあるから、そちらをしっかりやれ」と言い出したわけです。するとうちの兄貴は、

即日帰郷を知りませんからヾ頓珍漢な返事をしちゃいまして。それで将校は話題を変えま

して、「お前の健康がまた良くなってから帰って来い」とかなんとか言われて、帰って行っ

たんですが。家に帰ってみたら、雨がぽこぼこ降って来て、僕を送って来たお袋、まだ帰

って来てないんです。途中雨宿りしておりまして。僕の方が先に帰っちゃったもんですか

ら。 (笑い)僕もいたたまれないもんだから、温泉だかどこだか行っちゃって。(笑い)苦労

しましたけど。そういうこともあった、まあこれは雑談ですけど。

そこで、二号研究はどういう体制でやったかと言うことなんですが、それには幾つか分け

方あるかと思うんですけど。ひとつは、UF6をつくるグループ。それは、あの頃ウランとい

うのはガス状になるかどうかわからないわけです。ガス状にならなければ、もう原爆はで

きないんですから。だから、ちょっとした文献をもとに、今学習院大学に行ってる木越邦

彦君が、初めてガス状のUF6をつくった、日本で初めてです。これが一つのグループ。

それから熱拡散法を使ったんですが、これは、我々は駄目なんです、秘密ですから。軍の

最高秘密ですから、将校が、中根良平君なんていうのはそれで来たわけです。鈴木少佐と

いうのが引き連れて 7～8名来まして。熱拡散法っていうのは、このくらいのパイプをずっ

と 3メ ートルくらい立てまして。中に線を張って外側を冷やして中を暖めるわけです。そ

して下からUF6を静かに上げていく。それを長時間やりますと、上の方にウラン 235が溜

まつて、238が下に。そういう熱拡散法なんですが。これをやったグループ。

それからそれが分かれたつてことを検出する、質量分析器のグループがある。これが、熱

拡散法をやっていると、地震なんかでちょつと揺れるとすぐごちやごちゃになっちゃいま

してね。本当に静かにしていなけりゃだめなんです。拡散中にちょつとでも振動があると、

例えば 50サイクルで中の芯線をあっためると、50サイクルのバイブレーションがある。そ

れだけでもうだめになっちゃうんです。従って直流電圧使わなきゃいかん。そういうこと

になっていたんですが、これは結局は 1945年 4月 13日 に爆撃くっちやった。
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私はどうしてたっていうと、もともと仁科研にいた人、非常にフリーな気分で核分裂の断

面積とか何か、基礎データを測るグループができた。それからもう一つは、玉木英彦さん

を中心にした理論、原爆はどのくらいの爆発力があるだろうかということを理論計算した

グループがありまして、そのグループでやっておったんですが、結局あんまりいい結果が

出ないうちに、4月 13日 の爆撃で全部だめになっちゃいまして。

それでまあ結果は出たんですが、「ゲタヤ」さんという綽名の竹内 柾 (ま さ)君という我々

の仲間がやっておったんですけど。どのくらいやったらできるのかと言ったら、おそらく、

何十万本の桁ですよ、それを繋いで静かにやったら可能性があるという、その程度の結果

しか出てないです。戦時中の原爆研究はいったいどのくらいまで行ったかって訊かれるん

ですけど。

私のやった実験は、日本中の酸化ウランを集めまして、集めても 10キ ロも集まらないんで

すが。試験管に二酸化ウランを入れて、非均質の炉みたいなもんです。要するに、ウラン

の共鳴吸収をどの位逃れるかつていう係数を測ることを、やっておったんです。

それでウランを見付けなきゃいかんっていうので、陸軍の方が一生懸命になりまして。朝

鮮の金剛山ですか、あっちの方に作戦に行ったり、それからボルネオの山を越えて向こう

まで行ったのは、ウランを採りに行ったわけです。陸軍のウラン作戦ってやつ。こう言っ

たとこで、やられたわけですけど。

それで、原爆が8月 6日 に投下されて、8月 7日 に仁科先生は、陸軍の将校軍用機に乗って

すぐ広島に飛んでくれっていうので、立川から飛行機に乗って広島に行ったんですが、途

中爆撃にあいまして、とても行かれないって戻ってきて、8月 8日 に広島に入ったんです。

広島に入ってから長崎に行って、東京を8月 8日 に出たんですが、8月 15日 の終戦の詔勅

が出る時になっても帰って来ないんです。

それで、出かける時に例の有名な置手紙をして行ったわけです。日本は原爆ができなくて、

原爆を落とされて負けちゃった、我々は切腹しなければいかんって、玉木さん宛てに切腹

の手紙置いて行ったわけです。帰ってきたら切腹しなきゃいかんって言っておいたわけで

す。そうして 15日 になっても帰って来ない。我々は食堂で、分離の悪いラジオで終戦の詔

勅を聞いて、しんみりしたわけです、皆さん経験あるのと同じように。

そしたらそこに、陸軍の参謀中佐が来るんです。仁科先生に会いたいと言って来るわけで

す。ところが先生は帰って来ない。その次の人は山崎さんなんです。だから山崎さんに会

ってくれってわけだけど、山崎さんはご承知のように気が小さい方だから、嫌だと言うん

です。怖いと言うんです。そりゃ怖いですよ、軍刀をひっさげて来てるんですから。それ

でしょうがない、仁科先生の部屋で僕が会ったんです、ちょうどこんな風に一対―で。そ

して会って、その参謀中佐が、後何ヶ月あったら原爆ができるかつて言うんです。

これはできるつて評判が立つてたんです。それは何故かって言うと、いろんな評判がある

んですが、一番大きかったのは、戦争が終わる前ですが「大段さん事件」があったんです。

大段さんは、東大の水島研究室で絶縁体の研究しておった。それで、寒剤で冷やさなけれ

ばいけないわけです。それを昭和電工に行って、液体空気をもらいたいんだけど、液体空

気は昭和電工ではアンモニア製造の原料として窒素をつくったから、窒素は皆そちらに。

残ったのは酸素なんです。液体酸素を貰つてくるわけです。もらってきたのは浜田達二君

なんだ。彼が貰って来て、そして寒剤で冷やしてた時に、有機物が入つたんです。それで
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爆発しまして。液体酸素ですからたまらないです、有機物が入ったら、爆発して粉々に吹

っ飛んじゃつたんです。その大段さんが大きく新間に出まして、原子爆弾がもう近いって

いうような評判になりまして。今にもできそうなことになってたわけです。違うともその

時は言えない。

田中:あの時私は学校にいて、前の方でドカンつていうのでびっくりしたんです。

田島:ああそうですか。そうでしょう。

田中:大段さんだったんだ。しかし原爆という人は少なかったような。

田島:国会でも取り上げられて、もう原爆ができるのは近いだろうっていうような。それだ

もんですから、さっきの中佐が来まして、もう何ヶ月あったらできるかと。何ヶ月って期

限を切ってくれれば、私達はいくらでも頑張るから、その期限を切ってくれっていうんで

す。それは利根部隊の参謀なんです。九十九里浜からず―っと展開してるあれなんです。

その頃になっても反乱軍の飛行機がぶんぶんぶんぶん、あれも俺達の仲間だってこう言う

わけです。それで、いやそんなことにはならない、いくらやったって原爆はできないんだ

と、僕もとにかく一生懸命になって説得したです。まあこんなのに傷つけたって駄目だつ

て思ったのかどうか、しまいにはとうとうこの、彼は涙出しまして。そして窓の外をこう

見て、それで帰って行つたですが。いやもう、僕としても相当嫌だったです。普通ならい

いけど、山崎さんが俺は怖いから嫌だって言った後、引き受けたんだから。 (笑い)日 本刀
こう支えて。

後藤:あの頃は、斬られたって人がいて、そんな雰囲気で。

田島:斬られたって文句言えないです。そんなところは山崎さんが出るのが本当だと思って

たんですが。ところで、それを終わってしばらくしたら、仁科先生がひよっこり帰って来

たんです。多分あの手紙から言って、深刻な顔して帰って来るかと思ったら、あにはから
んや、サイクロトロンの調子はどうかと言うのが第一声で。 (笑い)サイクロトロンの調子
はうまく行つてるかつて言うんだ。それで皆我々は、「君子豹変す」とか言つて。切腹だな
んて言ってたのが、帰ってきたらサイクロトロンの調子はどうかって問いて歩いて。もう

全然、次のこと考えてるんです。それで次のことは何したかっていうと、あっちこっち進

駐軍なんかに行きまして。もう原子力はやれっこない。あの頃は原子核と言つてたんです
が。もう原子核の研究はやれっこないから、生物の研究しようつてって。それで早速我々

はサイクロトロンの調整に入らせられたんです。

調整に入つたつて、あの頃はご存知かどうか知らんけど、食うものが食えないんですから。

皆買出しに出てる時でしよ。もう芋買つてるつていう時に、お前達サイクロトロンをやれ
つていうわけで、調整に入つたわけなんです。ようやくサィクロトロンを使つての生物の

研究が許可になった。それは放射線生物学だけなんです。原子核の研究はもちろん禁上さ

れて。それから、それまでに広島。長崎の調査。広島・長崎の話をしなきゃいかんですな。
広島・長崎に仁科先生が行ってから、山崎さんが行って、その後僕が行ったんですが。あ
れは枕崎台風が来て、とてもじゃなかったのをやっと行ったんで。食うものも食えないで、
広島に着いたら、芋の蔓ですよ、さつま芋の蔓しか食べられなかったです。

それで、同時に映画班を連れて行ったんです。仁科研の中に、戦争に負けたけど、科学で

は負けたくないというのがおりまして。ちゃんと科学映画を撮っておかなきゃいかんちゅ

うので、それで映画班が映画を撮り出したんですが。それが後で没収なんです。映画フイ
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ルムを持って行って、沢山撮って来たんですが、途中でやめたけど、全部撮った後、編集

したんです。編集し終わったところで、GHQ(Generd Headquarters)か ら命令が来て、没

収になった。ところが、その頃は映画のフィルムがありませんから、皆 GHQからもらうわ
けです。そうすると、GHQは何フィー トやったかすっかりわかつてるわけです。だから何
フィー トかちゃんと揃わないと駄目なんで、全部没収された。

ところが、日映の人が、いくらなんでも療にさわるって、どっからかフィルム持ってきて、

物置でコピーを一つ撮ったんです。それを撮ってずっと仕舞って置いたんです。平和条約

が成り立ってから、それが出て来た。それは二人で撮ったんですが、僕は試写を観たこと

があるんです。編集の中で私の名前なんか出てくる、私が役者になって測つてるところが

出てくるんです。だから私達には非常に貴重な映画なんですけれども。その二人のうち一

人が、映画会社の社長になっちゃったんです。社長が経営が苦しいもんだから、それ切り

売りし出した。それなもんだから、それを取りに行ったんです。これを我々の方にくれな

いかと。くれないって言ったら、コピーをくれないかと。僕は、僕なんかじゃ駄目だつて、

朝永さんと一緒に行った、もう仁科先生亡くなっちやって朝永さんと、何回も行ったんで

す。内容証明もくっつけたんですけど。結局仁科財団は、金がないでしょうから。やろう

って言ったって、言を左右にしてくれないんです。二年くらい交渉してた。

これはもう埒が明かないと。それよりもペンタゴン (米国陸軍省)にはこっちから没収し
たやつがあるはずだから、それを探してもらおうということになりまして。そしてマッカ

ーサーの科学顧間のケリーと、ノーベル賞を取って大統領の顧間をしてたラビィに頼むこ

とにした。そこは仁科財団だから、朝永さんなんかラビィなぞはよく知つてるわけだ。そ

こへ手紙出して、ペンタゴンを探してくれということを頼んだんです。

そうして、3年位経ってからですか、はっきり覚えてないけど。フィルムがあったというん

です。1967年の春になつて、この映画を日本に返すつてことになりまして。それで我々は

喜んだわけです。ところがあれは占領品なんです。占領品は、日本政府に返つてくるわけ

です。我々のところじゃなくて、文部省に返って来ちゃった。文部省はこれまたやっかい

扱いしまして。こんな嫌なものが返って来たというんで。それで我々もどうしたらいいか

って、何回も試写してみたんですが。結局僕達がやつたところは何でもないんですけど、

医学関係のが四分の三くらいあるんです。これはもう実に、あの頃は医療施設が無いです

から、道端で解剖してたり。解剖にハエが付くから、大きな魚屋の団扇でこうやって扇ぎ

ながら、葦贅の中で解剖やってたり。解剖してる人の顔が出てきたり、火傷の顔が出たり、

悲惨そのものなんです。

それをアメリカのために出すわけにいかんって、文部省は何だかんだ言つて、それでちょ

っと困つたんですが。しかし出て来たものを公開しないわけには、もう戦後ですから。公

開するつてことになって。そして NHKでは 4時間位掛けて。一晩 4時間で全部流しまし
て。それから後は貸し出しをする。だから今でも見られるんですが、貸し出しはするけど、

部分的に写すことはいかん。始めっから終いまで観なさいという条件で、貸し出すことに

なって。今でもご覧になりたけりゃ観られるわけですが。そういうあれを連れてったわけ

です。

そういうわけで生物研究の許可を取ったんですが、45年の 11月 24日 に、いきなり進駐軍
が 0'HeaHl少佐中心にして 7～8人研究室に来まして。我々の部屋を全部目張りしちゃっ
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て。それでKEEP OFFと 書かれて入れなくなっちゃった。殊に仁科先生の部屋はもう絶対
入れなくなっちゃって。そこで家宅捜索をされたわけです。そして一週間ばかりたった。
その間、先生は GHQに行き、Rider大佐と0'Hearn少佐に占拠の理由を問い質したり、
あちこちに行って陳情して歩いたんですが、遂に駄目で、11月 29日 にブル ドーザーを持っ
て来て、ワーッと垣根を壊して入って来て、サイクロ。トロンを取り壊した、ということに
なったわけです。

サイクロトロンを取り壊すにしても、どうやって壊していいか、兵隊ですから。 トーチラ
ンプで切っていくんです。日本の兵隊だったら、爆破でしょうけど。向こうはさすがに爆
破はしないで切っていった。部分にして持っていくわけです。それのどこを切ったらいい
かつていうのが、GHQが誰か出せつて言うんです。二人出せつて言うんです。杉本朝雄さ
んと僕が出て行きまして、あの中に入って。他の人は入れない。そして切るならここを切
りなさい、あそこを切りなさいと指図して、そして持って行つたんです。
昼飯になつたんです。昼飯になって、何かとにかく貴重なものを取って置きたいと思って、
杉本さんと相談をして。杉本さんは、重水。あの頃重水つてのは非常に貴重ですから、こ
のくらいの箱で試験管に入つて、2リ ットルか 3リ ットルくらいしかないです。それを、マ
グネットの土台の下に、爆撃くつても大文夫なとこに入れておいた。それからあの頃、ケ
ノトロン (交流高電圧整流用真空管)と いうのは大変なんです。10万ボル トのケノトロン。
耐圧 10万ボル ト、20万ボル トの逆耐圧、それは大変だ、その二つを持ち出そうと。杉本さ
んが重水、僕がケノトロンを。昼飯の時に人が空いた頃になつて、杉本さんがまず重水を
持ち出したんです。それがすっと通ったんだけども、番兵が入り口にいるわけです。それ
が、ちよっと変だと思った。僕が出ようと思つたら、ヤヤャーって銃口をつきつけられて。
それで僕のは駄目だったんです。重水だけは助かった。そぅぃぅことがあります。
それで、サィクロトロンの破壊は、これはさすがに仁科先生もシヨックが大きくて、そこ
でがつくり来たのは日に見えてわかりますし。それですぐ間もなく先生は病気になつたん
です。病気になつて一時よくなるんですが、また後、食欲が進まなくなって。結局、1951
年 1月 に肝臓がんで亡くなられたんです。

(伊原追記)

1)ローレンスのサイクロトロンの設計図の青焼きについては、中根説と田島説とを組み合
わせると、設計図の青焼きはもらえなかつたが、電圧の理論的な話の文献一枚と、ラビの
サイクロトロンで得た知識とをもとに、設計図を描き直したと推定される。9サイクロトロンの破壊については、理化学研究所今村 昌名誉研究員による「アメリカ軍
による理化学研究所のサイクロトロンの破壊と関連した幾つかの事実」(「放射線教育」2005
Vol。9 NO.1)を参照のこと。
3)「ある原子物理学者の生涯」(田島英三、1995年)を参照した。
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学術会議と三原貝」         02.
開催日 :1985年 7月 11日

講師 :伏見康治 (大阪大学教授、名誉教授、名古屋大学教授、名誉教授、日本学術会議会

長、参議院議員)

出席者 :島村武久、藤波恒雄、田中好雄、別府正夫

島村 :原子力政策の歴史の研究をする場合に、注意しなければいかんと思つているんです

けど、佐々木義武 (原子力局長、衆議院議員、科学技術庁長官、通商産業大臣)さんの座
談みたいなものに、間違いが多いんです。

伏見 :それはそうです。記憶と言うのは非常に駄目です。僕もしよつちゆう間違えてます

けど。その点あらかじめ注意して聞いてください。

島村 :ええ、十分注意して。

伏見 :だから、本当の歴史家というのは、想い出話というのを殆ど信用してないです。と
にかく何か印刷物のようなものになつているものでないと、時間的経過の中で変化するん

です。僕の記憶なども、頭の中で理解している間にだんだん校正するというのか、よくな
いところはだんだん消されて、良いとこだけ残つているという気配があります。それを特

に最近痛感するのは、茅 誠司先生にお会いすると、茅先生が時々音の思い出話をするのを

そばで聞いていると、だんだん洗練されて話が面白くなつている。まあ、そういう意味で。

島村 :湯川記念館の開館式 (1952年 7月 )で、茅先生が日本としても原子力問題をどう考
えるかが先決だということを話しておられる。

伏見 :そ うです。

島村 :その 5日後に学術会議で、伏見先生に草案の作成を頼むことにしようじゃないか、
そして 10月 になって茅・伏見提案「講和条約が発効したので、学術会議に原子力問題の取

り上げ方を検討する委員会を設け、政府にも原子力委員会設置の検討を要請」がなされた

と、こういうことになつているんですが。大体それには間違いはないですか。

伏見 :そ うです、時間的には。ただ、運営審議会の頃までは、狭い学術会議の会員の議論

の中では、非常に皆さん楽観的で、なんとなくうまくいくような気配であったわけです。

ところが、8月 に若い連中が騒ぎ出したものですから、皆駄目になっちやった。第 4部の殆
どの方が皆とにかく前向きであったというのに、イザ総会が近づいたら皆脱落してしまっ

て、残ったのが伏見、茅二人になってしまった。始めから茅 0伏見提案というのではなか

ったんです。始めは第 4部提案の筈だったんです。

藤波 :その辺のことは、世間には真相があまり知られていない。

島村 :茅先生を動かしたのは伏見先生なんですか。

伏見 :そ うなんです。茅先生は仁義に厚いというか、人情的なことについては物すごく信

頼できる人です。茅先生は、或いはご自分も脱落したかったのかも知れない。ただ、茅先

生は、伏見といわば約束したという心理状態なんで、最後まで僕を見捨てなかった。そう

いう人情的つながりがなかったら、茅先生自身もあやしかったと思います。

島村 :それで問題は、私どもがお伺いしたいのは「3原則」、今日では 3原則 ――その昔か
ら 3原則と言われていたかどうかは分かりませんが――、とにかく学術会議として藤岡由
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夫さんの「原子力問題委員会」ができたのは――。

別府 :も う1年経ってから。

伏見 :いや、「原子力問題委員会」はすぐできたんですけど。それができたときには、藤岡

さんはたまたま洋行中でいなかったんです。茅・伏見提案のときにも藤岡さんはいなかっ

たんです。その年の暮れに藤岡さんが帰ってきて、切歯掘腕して「俺がもしもいたら、こん

な不味いことにはしなかつた」と言って、茅さんと僕はおこられちゃった。「俺ならチャン

と根回しをして、チャンとやつてみせるのに、お前達はそういうことをしないから駄目な

んだ」というわけで。

それで、その時すでに原子力問題委員会というのはできていたわけです。それは、我妻 榮

先生というのが学術会議副会長で。その我妻副会長が、茅・伏見提案がつぶされた時に、

それを救う一つの手段として、「学術会議ともあるものが、原子力をどうするか決めないわ

けにはいかないだろう。だから、学術会議が原子力問題をどう取り扱うかという委員会を

つくりましょう」ということで、原子力問題委員会というのをつくってくれた。それでまあ、

我々は救われたんです。

その時に藤岡さんはいなかったもんだから、後になってそれに参加された。ところが、そ

の時の委員長は或る哲学者 (務台理作、第 1部副部長)に頼んだわけです。僕は、哲学者

というものは、こう言う困難なことを判断する時には、いい判断を示して下さるだろうと。

その哲学者は、よく言われているように、講壇哲学者であって、カントが何したとか言う

ようなことは良くご存知だけど、或る問題が出たとき判断するという能力は無い人なんで

す。非常にがっかりしたなあ。日本の哲学者に愛想を尽かした。それから、日本の工学者

に対しても僕はいささか愛想を尽かした。つまり、電気工学者も何人かいたわけですけど、

そういう方々は、原子力発電なんて夢みたいなものですよとおつしやるんです。何時にな

ったら物になるか分かったものじゃない。そんなことに余り夢中にならない方がいいとい

うご意見で。1年間議論して何も進まなかった。そこで藤岡先生が業を煮やして。 1年間経

ったら、会期が変わって皆さん新しく選挙し直された (第 3期 1954年 1月 ～57年 1月 )。

藤岡さんは、新しく会員になった時に原子力問題委員会の委員長になっちゃったんです。

島村 :39委員会と言うのとの関係は?

伏見 :間違いました。一番始めが 39委員会でした。我妻さんがつくつたのはナン
バーで 39

委員会。それが、藤岡さんの時代になって原子力問題委員会になった (大塚益比古資料
:

39委員会は 54年 1月 に藤岡新委員長となり、原子力予算成立後の 54年 4月 の第 17回総

会で 39委員会を発展的に解消して、常設の原子力問題委員会設立、引き続き藤岡委員長)。

島村 :藤岡さんが、その委員長になられた訳ですね。

伏見 :そ う、みずから。

島村 :そ して、原子力問題委員会として色々やられたんでしょうけれども、記録的なも
の

が決定なされないうちに、原子力予算というのがパッと出てきたわけでしよう。それで慌

てて――慌ててという訳かどうか知りませんが
――議論が急達進展したわけですね。

伏見 :ええ、そうなんです。まさにそうなんです。藤岡さんの委員会は、1954年 2月 27

日に原子力に関するシンポジウムを開いたんです。それは非常にいいシンポジウムだった

と言えます。あまり後ろ向きでない、前向きの話が沢山出てきた。中でも僕の頭に非常に

残っているのが、山縣昌夫さんの原子力潜水量の話。
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藤波 :こ の間、国会でその話を伺った。

伏見 :それはもう、非常に記憶に残っている。ですから、もう少し時間的余裕があれば、

学術会議ももう少しまともな議論が纏まっていたと思うんですが。その 2月 の末から 1週

間経たない時に、新聞を見たら突然中曽根予算の話が出た。それからそのあとでビキニの

福竜丸事件が出た (3月 1日第五福竜丸ビキニ米国水爆実験により被災。3月 14日 焼津帰

港。3月 16日読売新聞報道で問題化)。 いい方と悪い方と一緒に出てきた。

島村 :ずっと記録を読みながら見ておりますと、冒頭、話になったように、人によっては

非常に主観的になって、こっちの方は一生懸命になって強調していると思うと、後の方は

何処に行ったかスーッといなくなる。ある人は、どっかの点を強調してその前との連関が

なかつたり、非常に分からないんですけども、これを要するに、原子力問題委員会という

ものができて、2月 の今おっしゃったシンポジウムの時に、やつている最中に新聞報道がな

され、原子力予算が出てきて、新聞報道にパッと出てきたということで。

伏見 :そ うではないです。その場ではないです。

島村 :それで、シンポジウムが早く済めばいい。こんなに長くシンポジウムがお終りにな

るのがもどかしい思いで、その後数人の方が集まられて、すぐ陳情に行かれたという風に

書いてあるんですが。

伏見 :そ うじゃないです。シンポジウムは大変良かったと思って僕は大阪大学に帰ったん

です。そして、2～3日 して僕はあるお弟子さんの結婚式のお仲人さんをする日になって、

朝日を覚まして新聞 (3月 2日朝刊)を見たら、そこに中曽根予算が書いてある。それで、
びつくり仰天して、藤岡さんとこに電報を打って、すぐ上京する。それで、お仲人さんを

友達の永官健夫君に電話して、仲人の代理を頼んで大変義理を欠いたんですが、東京にや

ってきて藤岡さんと――。

島村 :おつしゃる通りだと思います。シンポジウムの開かれたのが 2月 の末で、原子力予

算が 3月 2日 の新聞に載ったと書いてありますから。シンポジウムの日でないことは確か

なようで。3月 に予算が出て、学術会議で何回会議を開いたか、記録があればわかるだろう

けれど、原子力問題委員会が急に ―‐。

伏見 :2つあるわけです、原子核特別委員会、それから原子力問題委員会。その 2つの委員

会があって、原子核の方は朝永振一郎さんが委員長、仁科さんは亡くなっていないので、

仁科さんの代わりに朝永さんがなっていた。それと藤岡さんの方の委員会と 2つあつたわ
けです。先ず、原子核の方、朝永先生の委員会が 2日 にわたって行われた。そこで私の「原

子力憲章草案」というのが出たんです。

島村 :それは、憲章と言う名前を付けておられたんですね。

伏見 :それは、第 1日 の時の皆さんの議論を聞いている間に、これは何か書き物をつくら

ないと議論がまとまらないと思って、その晩寝ずに原子力憲章草案なるものをつくった。

それは、実にいろんなことが書いてある、10条か 11条ありまして。

島村 :それは、ありませんか ?

伏見 :それは何処にあるのかな。もし、原子核特別委員会の記録がまとまってあれば、そ

こへ提出したんだから、当然ある筈です。

島村 :それで、3月 の初めに予算が出て、私の想像では、何回開かれたか知らんけど、藤岡

さんの原子力問題委員会はガゼン忙しくて、急に態度を相談されたんだと。4月 に学術会議
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の総会があつて、そこで 3原則みたいなものが打ち出されたと言うわけですか。それには、

藤岡さんの随筆を読みますと、「この頃われわれの委員会に最も強く働き掛けてくれたのは、

朝永博士を委員長とする原子核特別委員会である」と。

伏見 :そ うそう。

島村 :伏見先生の案に基づいて、4月 の総会の 3原則を出したんだという風になつている。
伏見 :筋としてそうです。先ず、朝永先生の原子核特別委員会に、僕が 10ヶ条くらいの原

子力憲章草案というのを出したわけです。そこで議論して、議論の末に朝永先生が 10何ヶ
条を 3条にしちゃったわけです。それがつまり 3原則のもとになったんです。あと例えば
どんなことが書いてあったかというと、日本の原子力開発には外資は使いませんとか、そ

ういうようなことが書いてある。そういうのは、朝永先生に言わせると、これは我々の専

門外のことであって、おかしなことになるかも知れないからみんな消そうと、全部消され

ちやった。それで残ったのが 3原則。ですから、3原則と言う形に原子核特別委員会が纏め
たわけです。そのうえで、それが、藤岡先生の原子力問題委員会の方に行ったわけです。

そして、原子力問題委員会の方にも僕は属していたものですから、両方に入つていたんで

す。それで、原子力の方に 3原則の精神をお伝えしたわけです。その精神を伝えたのを、
藤岡委員会としてはそれをアプルーヴして、4月 の総会にそのまま出すことにしよう。その

文章をつくつてこいと言うことで、またそれを命ぜられたわけです。

島村 :武谷二男さんは、その頃は。

伏見 :武谷さんは、朝永委員会の委員で、僕の草案を一緒に読んでくれた人です。武谷さ
んには何時も噛み付かれているんで、その時だけはあまり噛み付かれなかつた。と言うの

は、武谷さん自身が原子力をやれと前に言つているもんですから。そう真っ向から反対で

きないわけです。

島村 :ある説によりますと、伏見さんの憲章なりあれは、武谷さんのなにを取り入れたも
のだというような、なにを読んだような気がするんですが、それは正しいですか。
伏見 :いや、それはないとは言えません。それは、武谷さんの論文は 1年くらい前に読ん
でますから。その頭の中にあったとは思います。だけど、武谷さんのものを下地にして書
いたわけではない。

島村 :ああそうですか。

伏見 :僕自身の頭でまとめたものです。武谷さんの「改造」(1952年 11月 号)のエッセイ
「日本の原子力研究の方向」の中には、なかなかいいことが書いてあるわけで、その中で
一番本質的に 3原則の中で物を言つているのは、公開の原則なんです。その点は、武谷さ
んの方にあれがあると言っていいですよ。

島村 :その総会の決議に基づいて、同じ 1954年の 5月 に、内閣総理大臣宛に学術会議から
正式に申し入れの文書が出てまして、それがここに残つているんです。

伏見 :そ うです。

島村 :その後で、更に lo月 にもう一辺出す。それが 7原則になつている。それは幾つか先
生の憲章の中から加えたわけですかな。

伏見 :3原則に加えたわけです。3原則ではあまりに抽象的で、何も原子力でなくても、い
わばみんな通用するわけで。放射線のことが何も書いてないわけです。僕は心配になっち
やって。つまり、ビキニ事件であれだけ世の中が騒いでいるのに、学術会議としては、対
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放射線のことは何も言ってないんです。それは大変だと思つて、10月 にいわば補正をして
頂いた訳で。

島村 :学術会議の lo月 の 7原則というのは、そういう経緯ですか。
伏見 :そ うです。

島村 :原子核特別委員会のほうに加わつておられた方は、さっきのお話で、純粋にサィク
ロトロンなんか使って研究をやっておられる方々が、報告を持ち寄るとかいうょうな、な
にだったと思うんですけど、それにはどういうメンバーの方々がおられたんですかな。
伏見 :有カメンバーでは、坂田昌一ですな。坂田さんをはじめ茅 0伏見提案の時に反対演
説をした何人かいるわけで、その中で一番案をつボす意味で効果があったのが、広島大学
の先生、三村剛昂です。

島村 :声涙ともに下る演説をした。
伏見 :本当に声涙ともに下る大演説で。と言うのは、三村さんは側頭部に変な傷あとがあ
る。これは原爆被災の後遺症なんです。それで先ず、原爆症の人であるということが物を
言う。

島村 :それだけでその発言は、大抵ショックがぁる。
伏見 :彼の主張は、「米ソの対立が解けるまでは、絶対手を出すな」といぅ言い方なんです。
なかなか印象的でした。坂田先生の方は、そういう華々しさはないんですが、もっとネチ
ネチ・ネチネチした反対で。坂田先生の反対論は、朝日新間に載つてるんです。朝日新聞
が先ず僕の ――推進派の ――説を載せて、その翌日だったか翌週だつたかに坂田昌一に書かして反対論を出した。武田榮一君がその両方を読んで、伏見君のものを読むと尤もだと
思うし、坂田君のものを読むとそれも尤もだと思うと。いやなことを言うな―.
藤波 :その時の学術会議会長は兼重先生 ?
伏見 :会長ですか、兼重先生かな?(第 2期 1951年 1月 ～54年 1月  会長亀山直人)
島村 :日 立の神原豊三さんなんかも入つていたんですか。
伏見 :核特委にですか。サー、入っていなかつたんじゃないかな。
島村 :反対論者も、原子核特別委員会の方にかなりいたんでしょぅか。
伏見 :核特別委の方は、僕の観点から言えばある意味で反対論者ばかりです。少なくとも原子力なんてケガラフシィと内心思つている人ばかりで。
島村 :原子核はいいけど、原子力の方はね。
伏見 :ち ょぅど、近頃の SDI(stra"Jc Deお nse ldtht市e)に対する反論と良く似てます。SDIな どケガラフシィと思つている学者が、アメリカに非常に沢山います。
島村 :と ころで先生の草案といいますか 3原則の意見が内閣総理大臣に出されたりなんかしているわけですけど、それ以来原子力基本法に取り込まれまして。
伏見 :島村さんが法案作成に。
島村 :いや、それは私じゃないです。原子力基本法は議員立法ですから。ですから、国会の先生方がやられたわけです。私が、ほとんど私一人だけが、その政治家の集まりに顔を出 しとったゎけです。それでその成り行きを見てたわけです。
伏見 :その頃、島村さんはどぅぃぅぉ役なんです。
島村 :それは、経済企画庁の原子力室長と言うんです。それは 54年でなくてもう55年です。と言うのは、経済審議庁が 55年 7月 に経済企画庁に変わつた瞬間に、原子力室と言う
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のができて、私が室長を命ぜられたんです。高碕達之助さんが大臣でした。それで、55年
8月 のジュネーヴ会議だったかな、皆さんが行かれて。さっきの話しの佐々木さんもそうだ
つたかもしれない。けれど、あれは 54年の末頃でなかったかな。
伏見 :藤岡ミッション (団員 15名 、54年 12月 25日 出発、55年 3月 3日 帰国)と言うの
がヨーロッパに行ったのは、54年の末です。
島村 :こ ないだ中曽根総理が、原子力 30年でテレビに出られたんですが、その原子力 30
年というのは、伏見さんが総理に言われて、注意を喚起したんだそうですけど。
30年というけど、30年が色々ありまして。公式的には原子力委員会ができた 1956年 1月
1日 で、それから勘定して来年の 1月 1日 が 30年です。それで役所の方は 30年記念の行
事を来年やろうと思つていた。ところが、伏見さんがまあ余計なことを総理に言って、「中
曽根さん、あなたが予算を通してから 30年ですよ」と去年言われたというんですね。それ
で総理から急に 30年の何かをやれという話で。
伏見 :3原則に戻って、僕が民主と書いたのは、研究所の内部の民主主義だつたんですが、
日本社会の民主主義に拡大されてしまった。
島村 :それを伺うと雰囲気が良く分かるけれど、やはり民主と言うのはどうであるかとい
うことは、非常に問題でして。私は、でき上がったものの解釈なんですけど、結論は原子
力委員会と言うものをつくった点に象徴されると、こう思ったんですけど。だから、原子
力委員会そのものがしっかりしてやって行けば、いわゆる民主的な運営と言うことは達せ
られるとこう考えて良いのではないか。それが、原子力委員会がだらしなくしておると、
結局どっかの意見、場合によっては政治かも知れんし、場合によっては産業界かも知れん
し、場合によっては学者かも知れんけれども、何か別の所でドンドコ、 ドンドコ行くよう
な形になると、原子力委員会も必要でなくなるだけでなくて、民主的運営と言うことが達
せられなくなるのではないか、と言う気がしたんです。私は、原子力委員 (1978年 10月
～85年 3月 )になる前から、原子力委員会はもつとシッカリせねばいかんと思っていたし、
委員になつたら、これは大変だと思ったわけなんですけど。決して我田引水するわけでは
ないけれども、原子力委員会の委員になつたからといって、威張るわけでも何でもないけ
れども、原子力委員会がしっかりしていれば、国民も信頼して付いて来てくれると一応考
えてもいい。原子力委員会がしつかりしていないから、原子力委員会が駄目になつて、原
子力開発に対する不信が出てくる。だから、原子力委員会はしつかりしなければならぬと、
こういう考えでいたんです。そぅでないと、民主、民主と言つても、民主をどう解釈して
いいのか、やってぃることが民主的であるかどうかわからなくなっちゃうんです。
伏見 :湯川秀樹さんが、原子力委員会を辞めたのは、何が原因だつたんですか。
島村 :まあ、私なりに解釈すれば、学者らしい生活と相容れなかったとぃぅことじやない
ですか。

伏見 :あまり具体的な何かと言うことよりは。
島村 :と にかく、湯川さんは毎日毎日来ては、心配事が多すぎてもういやみたいになられ
たんじゃないですか。

伏見 :要するに、いやになった。
島村 :湯川さんと言うのは、原子力の事は何でもご存知と人は思つていたかも知れんけれ
ども、あんな、それこそ頭が私なんかに全然分からん雰囲気の中におられる方でしょ。そ
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れをいきなリコールダーホール炉 (英国最初の商用原子力発電炉)の導入なんて言ったっ
て、何のことやら先生自体わけがわからんのですよ。良いのやら、悪いのやら。
伏見 :判断に迷われた。

島村 :悩まれるわけですな。そうすると、勉強の方ができなくなる。それを見ておられた

奥さんなんかが、そんな原子力委員をやるからそうなるんだ、やらなければいいというこ

とじゃないですか。

伏見 :湯川さんは、神経が悩むと必ず胃が痛くなるんです。

田中 :だいボ胃が痛いと言っておられた。

島村 :頭が痛いのでなくて、胃が痛いのかも知れませんけど。とにかく、責任が重いのに、
わからないという点がおありになった。

伏見 :それを処理するだけの。

島村 :それを、普通の人だったら、まあ良きに計らえ、でもいいかも知れないけれども、

それを心配されたんです。だから、合わないと言うことじゃないですか。

伏見 :あの時は、原子力委員会の委員長は?

島村 :正力松太郎さんです。

伏見 :正力さんというのは、原子力委員会の委員長としては、あんまり適当ではなかった

んではないですか。なぜ正力さんを抱え込んだんです。僕は、いまだに良く分からない。

田中 :みずから買って出た。

島村 :う ん。鳩山さんなんですよ。鳩山総理の時の 55年 2月 に、正力さんが立候補して衆
議院議員に初当選したんですから。正力さんと言う人は、参議院議員の伏見先生を前に置
いてなんだけど、代議士さんと言うのは 1年生と言うんではなかなか大臣になれないと言
う順番があるわけでしよ。しかし、正力さんという人は奇妙に放射能を出す人で。もう、

自分自身が鳩山氏の次は総理になる積もりでおったんです。

伏見 :ああ、そうなの。

島村 :そのくらいビリビリ0ビリビリした人でしょ。だから、鳩山さんも第 3次鳩山内閣(55
年 11月 )に入閣を要請したわけです。1年生なのに、当選したての人を。そして、防衛庁長
官にと交渉したところが、正力さんの話によると、そんなものはやりたくない。何をやり

たいんだ、原子力だ。ところが、鳩山さんも知らないんです。原子力なんかやる役所は無
いんですから。原子力省なんてものは無かったんですから。それでしょうがなしに、北海

道開発庁長官に任命して、原子力担当国務大臣を兼ねることにした。正力さんは原子力を

やるために内閣に入ったんだから、北海道開発庁などはつけ足りと思つているから、あの

人は原子力のことしか考えないんです。ですから、私はあれだけの人は、一寸その後も出
なかったと思います。あれだけ強い人は、原子力開発に強い人は。

ですから、原子力委員を選んだのなんかも、みんなあれは総理が選んだんでなくて、正力
さんでしょう。超一級でしょ。財界からは経団連会長の石川一郎さんを引っ張り出す。学
界からは湯川さんが一番いい。学問の尺度で測れる人ではないんだから。一番えらい人、
ノーベル賞を貰つた原子物理学者だから。この人はどうしても引っ張ってこなければ、こ

う言うわけです。湯川さんが自分はわからんから、一緒に藤岡君を入れてくれ、それなら

なろうという条件でしたから、それで、藤岡さんがなられたわけです。
あと一人は、野党に任せると言うことになってました。超党派で原子力委員会はできたん
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だから。私なんかは関係はしていたけど、そんなに人事などを云々する地位にはないでし

ょ。新聞を見とるだけだったんだけど、それにはいろんな、太田 薫なんかも新聞種の候補

者になっていたんでしょ。ところが、左派社会党も右派社会党も非常にその時は良識があ

ったわけです。本当の、野党チャキチャキと言うような人でなくて、有澤廣巳さん。だか

ら、有澤さんは第 1回の時は野党推薦です。2回 目からは、政府が懇請してなってもらうこ

とになった。野党には相談せずに任命されたわけです。最初は野党です。 (原子力委員会委

員長 :正力松太郎、委員長代理 :石川一郎、委員 :湯川秀樹、藤岡由夫、有澤廣巳)

伏見 :正力さんはみずから買って出たのか。何か、講演会を聞いていたら、「私は、職業野

球をやった、民間テレビもやった、その次は原子力だ」と言う講演を聴かされたな。僕は、

いっぺん何かの時に。

別府 :中身は分からなくてもやる必要があるんだと言うことで、国会答弁しておられまし

た。もう、絶対にやる必要があると言うだけで、中身を説明しないんです。

島村 :その代わり、さっき言ったように、大人物と言うのはああいうものかと思う
――大

人物にも色々ある――が、自分の都合の良いことだけしか聞かれないんです。い
′
くら説明

しても、自分にはわからんこと、あるいは気に食わんことは、ちょっとも頭に入らない。

伏見 :そもそも受け付けないのか。

島村 :受け付けないんです。苦労もないです。あれこれ悩むことはないんで、いいことだ

け聞いて「よし」と、こう。`

藤波 :あまり 3原則的でなかったです。人の話を聞いて、この男の話ならば信用できそう

だなと思い込んだら、もうとことん。コールダーホールもヒントンさん (英国原子力公社

理事、1956年 5月 来日)に言われて。

伏見 :そ うですね。あれもヒントンに言われてほれ込んで。

藤波 :我々が原価を日本式に計算すると、金利も違い高くなる。ヒントンさんはkwh当 た

り4円 と言っている。5円 くらいになりますよと言うと怒られた。お前達は、悪くなるほう

に悪くなるほうにと計算するからそうなる。それなら、行って見て来いということで、56

年 10月 に訪英調査団が派遣された。

島村 :その代わり、深い意味でなく、ごく素朴なあれを持っておられた。博士なんていう

のには、先ず第一に最初に敬意を表します。僕を次長にするために次長のポストが持えら

れた時に、正力さんが、次長に法貴四郎氏をしたいと言い出した。博士だというわけで。

伏見 :法貴さん、博士か、あれ。

島村 :それから、堀 純郎君はそれで怒られたんだ。博士でないのだから。

田中 :あぶね―あぶね―。近寄らなくてよかった。

島村 :博士となると、モー偉いと思つとるんです。そういう意味で、極めて単純でしたけ

ど。

田中 :も う一つ面白かったのは、総理府の時は首相官邸の奥の方に部屋がありまして、そ

こへ必ず行ってて、科学技術庁になってからも役所に来ないんです。あれは面白かったな。

何かあると総理官邸に入つた。

島村 :科学技術庁の建物は「馬小屋」だったからな。大臣室はあったのかな。

田中 :あ りましたよ。(1956年 1月 から 5月 までは、総理府原子力局が原子力委員会の事

務局であり、いわゆる馬小屋を事務所とした。大臣室は総理官邸。56年 5月 19日 に科学
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技術庁が発足し、馬小屋にも大臣室ができた。 しかし大臣は引き続き官邸を使用した。)
島村 :も う30年前の話ですけど、56年 1月 の原子力委員会の最初の時から、正力さんが
湯川さん、藤岡さんなんかとモメたんです。そんな大きな問題でなくて、伏見先生に関係
することでモメたことがある。それは、原子力委員会に参与を置くという制度があるんで
す。参与に誰をするか、ということで皆候補者を持ち寄つて、相談が行われた。僕なんか、
総務課長だから総理官邸の中でその席にいたんですけど。それで、伏見さんを参与にする
案に、正力さんが反対したんです。誰かに言われて。まあつまり、「赤」だってわけです。
そして、藤岡さんがムキになつて反対して、大激論になったわけです。
伏見 :そお―.藤岡さんがカバーしてくれたの。
島村 :それは、本人の都合を聞くのでも何でもなく、誰にやってもらうかと言うことを勝
手に決める議論ですから。2回目くらいに結局正力さんが折れて、それで伏見さんが ――も
うお忘れになつたかも知れないが ――原子力委員会の参与になつたんです。伏見さんがそ
れほど原子力の先覚者であったとぃぅことを、正力さんは知らなかったと見えて。つまり、
学術会議と言うあれが先に出てくる。
伏見 :学術会議は「赤」の巣窟だという前提ですか。
島村 :誰かがそういぅことを吹き込んだ。正力さんはそうぃぅことは知るわけもないから
反対されて、藤岡さんと大激論になったことがぁるんです。それは、秘中の秘ですけど。
伏見 :そ ういう記録はありませんか。そぅぃぅドキュメントは。
島村 :いや、若干はあります。その頃はまだ正式の速記は入れてませんでしたけど、記録
を採ってましたから、誰がどういぅ発言をしたかとぃぅ、ぁる程度は残つている筈です。
藤波 :嵯峨根遼吉さんなんかは、正力さんに信用されたほうでしょう。
島村 :う ん。嵯峨根さんあたりは、正力さんだけでなくて、政治家なんか嵯峨根さんの話
にすぐ感心されるんです。嵯峨根さんはまた、話がうまいんだ。
伏見 :嵯峨根さんは、大体アメリカの西海岸で、カリフォルニア州立大学のバークレイ校
に頑張つていて、日本から行く人が大抵嵯峨根さんの玄関を通った。僕は、中曽根さんな
んかも嵯峨根さんに教育されたんだと思います。
島村 :そ うです。中曽根さんが行つたときも、嵯峨根さんに原子力のことを教えられ、ど
こか視察もして来たんでしよ。石川―郎さんも、嵯峨根さんの世話で原子力を見て来たん
ですから。外国に行つていると、田中さん (1956年 10月 ～60年 8月 、在米日本国大使館
科学担当書記官)、 そういぅチャンスは多いわけでしょ。
田中 :あの頃はもう殆んど、どぅしても。
伏見 :ど うしても、ガィ ドが必要ですから。そうすると、どうしても原子力と言うと嵯峨
根さんの所に行かぎるを得なくなる。
島村 :嵯峨根さんも亡くなられたけど、嵯峨根さんが日本に帰って来られる時に、私はお
使いで茅さんの所に、東大の学長室に大分何遍か通いました。嵯峨根さんをどういう風に
待遇するかという茅さんのご意見を聞きに。結局、原研副理事長でしたかな (56年 6月 ～57年 10月 理事、57年 10月 ～59年 9月 副理事長)。
伏見 :東大に戻すということは、おそらく問題があつたということかな。
島村 :何 しろそういぅゎけで、私も長く関わつておりましたけど。どうも、原子力の過去
についてチョコチョコ書いてはあるけど、総合して一度それ以前の話を伺わせてぃただき
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たいと思いまして、今日は、おいで頂いたわけです。

別府 :先生、一つだけお聞きしていいですか。これは、藤岡先生の書かれたものですか。

島村 :それは、藤岡さんの主観的立場から書かれているわけだ。

別府 :その中に書かれていますけれども、原子力問題委員会から原子力研究の 3原則の提
案を行ったということで、いわゅる民主、自主、公開が最初に 3原則と言う形で取り上げ
られた時には、これは先生を中心にやられたことと思いますが、おそらく原子力の研究に

ついての 3原則なんですね。さっき一寸お話があったように、民主も研究所の内部の運営
と言う話であった。それが原子力基本法の段階で、研究、開発、利用と言うことで、だい

ぶ広がっちゃったわけです。そこら辺から、今の、3原則の具体的な適用がどうなるのかと
いう問題の難しさが出て来た気がしているわけですが。

伏見 :いや、その当時の物理学者のものの考え方をお教えしないと、理解できない点があ

ると思います。学術会議の中で原子力問題を議論している時に、非常に思い上がった考え

と言えばそうなんですけども、つまり、原子物理学者がイニシャティヴを取らなければ、

物事が動く筈がないという大前提を皆さん持つていたんです。

アメリカのマンハッタン・プロジェクトは、全部その原子物理学者のイニシャティヴで始

まつたわけです。しかも́大部分が、ヨーロッパから逃げて来た連中のイニシャティヴで始

まったわけです。決してアメリカ自身の何か内部的なものから出て来たものでなく、むし

ろ他所から入れられて、しかもその原子核物理学者という純粋研究をやつている連中のイ
ニシャティヴで始まったわけです。

そのことが皆さんの頭にあるものだから、日本でも原子力というのは、日本の原子核物理

学者が始めなければ、始まらないものだという前提があったわけです。ですから、研究開

発から原子爆弾をつくるまでの全段階に対して原子核物理学者に責任があつて、原子核物

理学者さえ動かなければ、一切動かないものだという前提でやっていたものですから、中

曽根予算が非常なショックになったわけです。

別府 :なるほど。さっき、島村さんが言っておられた色々な問題、たとえば商業機密との

関係も、研究の段階ではそれほど出てこないわけですね。それほどシビアな問題でない。
利用の段階になると、そういう問題が出てまいります。したがって、いま基本法その他を

読み直して見たんですけど、民主、自主、公開のひき方、或いは平和利用のひき方も、少
しずつ変わつているわけです。だんだんそういう方向に解釈なり説明なりを少しずつ変え
て説明して来ているような気がします。

伏見 :いろんな意味で、言い始めた時は非常に抽象的な言い方をしているわけですから、
それを現実に当てはめると、どう解釈していいか分からない面が一杯出てくるわけで、そ

ういう意味で原則の言葉としては維持しても、その内容 ――解釈というかな――は法律と
同じで、法律も実際に適用してみると、裁判官がいちいち解釈しないと判断ができないの

と同じで、そういう解釈が積み重なって、その概念ができるようになつているわけだと僕
は思うんです。そういうプロセスを経なければいけないことは確かです。

島村 :3原則のほかに、「国際協力」とか付け足したものもありまして。それから 1978年
には、抜けとつたというわけで、更に「安全」を、「安全の確保を旨とし」というような言
葉が入つたんです。幾つかあるんですけども、今別府さんが言われたように、それぞれそ
の言い方にニュアンスがくっついている。
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私が念頭に置いているのは、幾つかの原則は平和利用と言う大原則の下にあるんで、決し
て平和利用と民主と自主と公開とが並立というわけじゃないと思うんです。
伏見 :平和利用は一番上にあるんです。それは、アンブレラです。
島村 :全部解釈する時には、平和利用と言うことを基にして考えるべきでなかろうかと、
私はズットそう思つておるんです。その場合の「平和」とは何ぞや、ということで考えます
と、端的には、私は「爆弾じやない」と言うことだと割り切っちやつてるんです。
さつき、船のことが出ましたけど、原子力船「むつ」でも動き出して、平和利用の原子力船
が一般化するまでは、自衛隊の原子力推進は駄目だというようなことでなくて、私は船の
プロパルジョン、推進動力だったらいいと思う。なぜ日本は原子力潜水艦を持たないんだ
ろうと思うくらいなんです。

伏見 :私もそう思います。だってそれは、原子力発電が良くて、なぜプロパルジョンがい
けないか、ぜんぜん筋が立たない。

島村 :平和と言うのを色々難しく言つていくと、とつてもややこしくなるけど、簡単にし
て、いやもう「爆弾には懲りたんだ」と。あんなことは、世界何処だってやるべきじゃない
と、そういうことで割り切ると、かなリスッキリしていくと思うんですが。
伏見 :ス ッキリする筈だつたんですが、「むつ」がどうも具合が悪くなってしまった。あれ
が成功していれば、よかったのに。

田中 :残念ですね。7～8年前に成功してる筈だった (1980年～82年に佐世保港において、
遮蔽改修と、安全性総点検・補修工事を実施した。1990年に青森県関根浜港で原子炉運転
を再開し、1991年までに洋上で 8万 2千キロメートルの距離を、原子動力で航行した。消
費したウランー235の量は4.2キログラムで、重油換算 5000ト ンとなる)。
藤波 :平和利用の問題では、宇宙で自衛隊が人工衛星を通信に利用するのまで、おかしい
じゃないかと言う議論が出た。これは、一つの線を出して収まった。ああいう議論は、う
っかりすると―い。

島村 :あれを議論した時に、私はそれこそ大学で法律学科を学びましたけど、詳しくない
もんだから法制局に聞いたり色々したんですけど、とにかく商業利用の定義は法律的に何
もないんだな。大体兵器というものの定義はあるのかな。
別府 :あ りません。武器は一応範囲があります。
島村 :と にかく、昔はそれこそ銃は陛下から賜ったということで、失えば軍法会議だとか、
皆そういう扱いを受けていたでしょ。

藤波 :軍では、自動車だつて兵器でしたから。
伏見 :僕は、SDI問題で、頭がクルクルになつているんですが。sDIの中の一つの有力な
候補が、原爆をエネルギー源にして強力なレーザーを出して、向こうの弾頭をやつけると
いう方式です。これは一体原子兵器なのか。やつけるレーザー自体は原子爆弾じゃないん
だけれど、エネルギー源として原子力を使う。
島村 :よ く言われてるのは、アィソトープなんかが、何か変に悪く使われないかと。原子
爆弾でなくて、ェネルギーの方でなくて、アイソトープみたいなものを使つて、汚い放射
能の爆弾をつくるかもしれない。
まだまだ議論が尽きませんが、今日はこれくらいで、皆さんありがとうございました。
(校閲 :伏見康治)
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学術会議と原子力事始め 03.

開催 日 :1985年 11月 29日

講師:茅 誠司 (北海道大学教授、東京大学教授、学術会議会長、東京大学学長 )
出席者 :島村武久、藤波恒雄、別府正夫、杉本栄三、堤 佳辰、石川欽也、林 弘

茅:ち ょっと遅れまして、野球やっているものだから。

藤波:先生はどちらがファンで?ジャイアンツですか。

茅:ジャイアンツが負けると、機嫌が悪くて。

島村:先生はもうお忘れだと思いますけど、私、音課長をしておる頃に、原子力委員会のお

使いや何かで東大の総長室といいますか学長室っていうんですか、あそこに 2～3度お伺い

したこともありましたが。嵯峨根遼吉さんが帰ってこられる 1956年頃であったかもしれま

せん。それ以来、書咳に接することもたびたびございましたが。

茅:あれからもう20何年経った。

島村:あれから、そうですね 30年近く経ちました。

茅:大学辞めてから22年ですから。

島村:新聞で拝見しましたら、この間先生の米寿のお祝いが開かれましたそうで。本当にお

めでとうございます。お元気で。やはり少し腰が曲がられましたね。

茅:腰は、こちら側の足に最初静脈瘤ができたんです。それから両方できてるのかな。日の

方だつて、日と頭もずっと落ちてきたんです。 (笑い)

島村:この間、伏見康治先生に来ていただきまして。ちょうどこういう風にして勉強会をや

つたんですけれども。茅先生のお話もぜひ伺わなきゃいかんといったら、伏見先生がおっ

しゃるには、茅さんの話は面白くなつて、いかんって言うんですよ。(笑い)う まくこう辻棲

合わせて、とっても話が面白くなったから、気をつけんといけませんよとこう言われて。

ですけども、長れ多いのでなかなか伺うこともできず、ましてやおいでいただけるなんて

思いませんでしたけれども。どうしてもやはリー度茅先生のお話を伺っとかないと、私が

今勉強しておる原子力開発史の 1955年、あるいはそれより以前の辺になりますと、茅先生
のお名前が随所に出てくるもんですから。雑談で結構ですので。その頃の思い出話を伺い

たいと、こう思つたんです。

茅:それは、1952年に講和条約が結ばれた。この条約でもって核分裂の研究をしてもいいっ

てことになって、原子力の研究が大きな問題になる。その時私は、最初は学術会議の第四

部長だった。ところが仁科芳雄先生が亡くなられて。自然科学系の副会長が亡くなったん

で、仁科先生の後私が自然科学系副会長をやった (1951年 1月 ～54年 1月 )わけです。原
子力の問題を取り上げるのは自然科学の分野ですから、責任が私に掛かってきたわけです。

それで、52年の秋の総会にそれを掛けようと言うことで、ちょうどアメリカに行く用事も
あつて、アメリカに行っていろいろなことを調べて。その時嵯峨根遼吉が、カリフォルニ

ア大学のバークレー校にいたので、帰りにバークレーに寄って、帰ってきたんです。

それで、私が原子力の提案[講和条約が発効したので、学術会議に原子力問題のとりあげ方

を検討する委員会を設け、政府にも原子力委員会設置の検討を要請]をすることとなった。

それに対しては、自然科学部門は全部私の提案に賛成であるという噂だった。ところが、
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段々一減り二減って、とうとう私がもと部長の第四部でも賛成しない。結局やつてみると、
残ったのは今参議院議員をしている伏見くん一人ということになつた。それで、なぜそう
なったかってことはょくゎかんないんですけど。ぉ前は原子爆弾をつくるそうだねってい
う質問をよく受けるんで、そんなばかなこと言つたことないけど、だいたいどこで開いた
んだ。あなたのとこの、東大の物理の若い連中がそういう噂してると。僕のとこで言って
るんじゃ、責めるわけにもいかんねつてわけで。それでも、あんまり気にしないでいたん
ですけど、結局伏見君一人が一緒になってやるということになった。
それで、その時の案は少し温度が下がりまして、まず原子力に関する文献を集めようとい
うことであつたんですが、それも反対が多いんです。文献を集めてよろしいかどうかって
いうことを、学術会議に聞くんじゃなくて学術会議を支持してる学会がありますね、学会
に聞こうじゃないかと、学会まで下げたんです。それで、その説明をしたんです。詳しい
説明は忘れましたけど、原子力つてものはいろいろ問題がある。これを研究するについて
は、わが国は随分遅れたから、研究にあてる金がどれだけ掛かるかということを調べて、
やるかどうかを皆で検討しようとしたんです。その説明をしたら、広島の物理学者、それ
が、僕と非常に親しいんです。

島村:森戸さん?広島の森戸達男さんじゃないですか。
藤波:森戸さんは物理学者ではない。
茅:広島で研究所の講座を持っていた、物理学者の二村剛昴で。それが、非常に反対だった
んです。その時に関いたことによると、8月 の5日 に軍部が彼を呼んで、原子爆弾とはどん
なものかっていぅことについて説明を聞いた。廣島に原爆が投下される一日前だ。彼が、
原子爆弾はまだ詳しいことはゎかってないが、こぅぃぅもんであろうと想像して話をした。
軍部が、そういうものができるのがいっ頃と思うかと問いた。loo年は掛るでしょうと言っ
たら、次の日に落ちちゃった。

彼は、爆心からそんなに遠くないところに住んでたんです。家が潰れて、梁が落ちて来た
のを受けて、気絶したんです。そのうち近辺から火事が起こって。奥さんが非常に心配し
て、何とか梁を外して。気絶した彼を抱えて、背負つて逃げたんです。
そしたら、ある橋の上で彼は目が覚めて。その時の光景を彼が言うんです。目が覚めたら、
三途の川っていぅのはこれかなと。どの人も皆裸で、皮が剥げて血がいつぱい出てる、真
っ赤だつた。三途の川つて、これかと。その時彼は、この仇を必ず返すという決心をした
と言うんです。仇を返すっていぅのがどういうものか、私には結局わかんなかつたんです
けど。彼の提案は、「アメリカとソ連の仲が平和になった時に初めて、わが国では原子力の
研究はするべきである、それより前にするべきではない」という結論だつたんです。
それを聞いて、それより前かも知れない。最初に大阪大学の部長、有名な外科の先生が質
問に立つたんです。茅と言う右翼の男と、伏見と言う左翼の男と一緒になつての提案に賛
成するのか。 (笑い)そ したら、伏見が座席からひよっと立ちあがって、「私は研究をした
いからです」、それで座っちゃった。さすがの学術会議が、学術会議つてのは研究者の集ま
りだから、研究したいからですつて言ったら、一座がシーンとしたです。
それからいろんな議論も起こって。その広島大学の三村も、もともと僕と非常に仲いいん
です。彼は甘党で、一緒に甘いもの食べたりなんかもした。彼は、僕よりもよけい甘いもの食べるんです。甘党の一等賞は彼が取った。その男に、すっかリー座はやられて、結局
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茅提案は取り下げろつてなつた。こんなに大勢の人が取り下げてくれっていうんで、取り

下げたんです。

そうしたらその時に、人文社会法律系の副会長の我妻 榮さんが来ておられて、手を上げて、
こういう重要問題をあなた方は否決しただけでいいと思うのか。こういうことを研究する
ことこそ、学術会議の使命じゃないか。この問題を学術会議としてどう処理するかを考え
る委員会をつくるべきだって言ったら、これは全員がダーッとなった。また我妻さんはう
まい人でしたから、実に上手にやった。それで委員会ができたんです。

第 39委員会、後に原子力問題委員会と呼んだ。委員長が、東京教育大学の、どうも人の名
前忘れる、その人 (務台理作、第 1部副部長、もと東京文理科大学学長)が委員長になっ
て、そうしていろいろと研究した。その年の終わりに結論が出たんです。学術会議の総会
で、結論が出た委員会は報告するということになって。どういう結論が出たか、私達も非
常に期待していたところが、まだ文献を多量に集めるのには早すぎる(大塚益比古資料 :原

子力研究についての大規模な調査機関を設けることは、学術体制の整っていない現在、こ
れをつくることは適当でない。)という結論だつたんです。それで僕はがっかりしちゃった
んです。その後、学術会議の改選 (1954年 1月 )で、次の任期の人を選ばなくちやいけな
い。改選後の新しい委員会で検討していた。その時に、有名な中曽根康弘の―-54年 3
月に、改進党のキャスティング・ ヴォウトで予算修正提案があつて、原子力の研究予算っ
てのを、僕は忘れちゃったけど3億いくらかな。3億 5千万位じゃないですかな。
島村:いや、2億 5千万 (原子炉築造費 2億 35百万円、ウラン探査 15百万円)です。
茅:これを取るについては、それをどう使うかいろいろ議論があつたんです。その前に、学
術会議では、選挙が行われて新しいメンバーになり、私は、学術会議の会長になった (1954
年 1月 ～57年 1月 、57年 1月 ～58年 4月 )んです。それから原子力問題委員会委員長は
藤岡由夫がなつたんです。藤岡が僕のとこに来て、おい、二人で何とかこの予算を軌道に
乗せようじゃないか、工業技術院の予算を、原子力の研究に分けるように考えようじゃな
いかということになって。その頃、内閣に原子力平和利用準備調査会ってのができたんで
す。その委員長は、緒方竹虎副総理。経済審議庁 (後の経済企画庁)が事務局になって、
準備調査会で検討して、原子力委員会をつくろうと。それから原子力研究所をつくろうと。
1956年に原子力委員会が内閣総理大臣の諮問機関としてできて、原子力研究所をどこに置
くかが大問題になって、結局原子力研究所にいい場所は今の一―。
島村:東海村 ?

石川:武山?

茅:それと、中曽根は高い観音像が立つてる観音山。それから今ひとつ候補地があった。
その前に、原子力委員会の委員をどうするかっていうのが大変な問題になって。これオフ・
レコードかもしれないけど、本当なんです。中曽根が私の家を訪ねてきて、この位の高さ
の竹の棒でつくった垣根を中曽根がひよいと飛び越えて、家の中に平気で入つてくる。
そして、原子力委員をどうするか。実業界では第一の人を選ボ。ついては学会でも第一の
人を選んでくれと。実業界での第一人者は、時の経団連の会長、石川一郎。そうですか。
あなたは、学者の第一人者っていったら、誰を考えてると聞いたら、湯川秀樹さん。
僕は腹の中で考えた。京都の湯川さんは忙しいし、東京での原子力委員もとても忙しいか
ら、一人じゃちょっと無理と思う。今一人考えてやればいいと思って。とにかく湯川さん
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に電話したら、同じようで。僕は一人で原子力委員をやるのは、忙しくてなかなかできな

い。それなら、もう一人湯川さんの代わりをできる人を入れたらどうだ。茅さんそれは誰

だって言うから、藤岡だって言った、藤岡がなりたがつているからどうかと。藤岡はその

頃、「現代の理論物理学」っていう本を書いて、その本はとても評判がよかった。湯川さん、

えらい賛成したんです。ところが、藤岡はあの時、別のことで非常に評判悪かった。

評判っていうのは、原子力視察団 (1954年 12月 ～55年 3月 )を こしらえて、その団長に
なって彼は行った。彼は、お酒飲みでしょう。訪問先でお酒が出ると、それを飲んじゃう

んです。そうすると、その後は寝ちゃうんだ。その後の会議でぐうぐう寝てるもんだから、

行った連中に非常に評判が悪かった。藤岡っていけね―仕様がない奴だって言ってたけど、
とにかぐ熱心なのは藤岡だった。それで中曽根が来た時に、今一人追加を入れて欲しいっ

て。誰だって言うから、藤岡だって。藤岡?と 言つて嫌な顔しました。それで、ちょっと

待ってくれと。

一週間経ってやって来て、茅さん、関係者の賛成を得たと。今一人社会党で候補者を出す
と僕は聞いてるんだけど、それは決まったんですかって聞いたら、いや決まってないらし
いが、社会党で候補者出すとしたら経済学者だと決まってる。経済学者で誰を選ぶかって

言った。これもわかったようなもんだ。誰だって言うから、よく考えて御覧なさい ――そ

う言ったら、大体見当がついたらしくて、分かったつて、それで帰つていつた。しばらく
して、賛成を得たと。そういうことで、原子力委員が決まった。

それから原子力委員会で原子力研究所、原子炉をどこにつくるかって問題をやりまして、
それで水戸の近くの東海村に置こう。それは、東大が近いから。東大を中心とした連中は

利益が大きいけど、関西にないと困る、関西地区にも原子炉を置こうじゃないかと言う案
を出した。そういうことゃつてたんです。それでだんだんやって、今のような状態に。ど
つちかって言うと、まあ。

島村:ち ょっと、その辺までにしまして。その間で恐縮ですけど、少し質問を。先生がさっ

きおっしゃいましたアメリカにいらして、その時嵯峨根さんがバークレーにおられたとお
話になりました。それは何月頃かご記憶はありませんか。

茅:僕がアメリカに行ったのは、マグネ (磁気)の学会があつたんです。そのマグネの学会
があつたのが、東海岸でして。それから帰つてきて、嵯峨根が待ってたんで、西海岸の嵯
峨根の家に行って泊つたんです。それで嵯峨根が、ローレンスの研究所までつれて行った
んです。ローレンスにも会いました。そうして、嵯峨根がいろんなこと僕に注文した。そ
れでも、誰を選ぶとか何とか、そんなことはひとっも言わない。文献をどうして集めなか
つたかということについて、彼もかなり手伝ってくれたから.
島村:私がいろいろ勉強して資料をあさつておりました中に、これは珍しい資料じやもうあ
りませんけど、湯川先生の記念館が京都にできた。その時に茅先生が、原子力委員会でも
つくつて原子力のことをやるべきじゃないかと言われたという記載がある。それが 1952年
7月 なんです。ですから、先生がそう言われたなら、何故言われたんだろうかという疑間が
まず起こってきたゎけです。先生がなぜそう言い出されたのか。湯川記念館の挨拶かなん
かで、開所式の時に言われたというんですが、おそらくそれはアメリカから得た知識で、
アメリカに行かれたのは従つて 7月 以前じゃないかと、いう気がしたんですが。
茅:違 う。後です。後で、学会があって、その学会に行つたんです。それから、後ずつと回
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って最後にバークレーに来た。

島村:そ うすると、アメリカの実情を見られて、日本でもそろそろということじやなくて、

見られる以前に、もう既に日本でも原子力をやろうじゃないか。少なくとも、やろうとま

で言わなくても、やることがいいか悪いか検討すべきではないかというようなことであっ

たかもしれませんけど。

茅:それで、その時だったかと思うんですが、向こうの原子力委員会に行って、何て人だっ

たかな、委員に会って、原子力の資料をいただきたいんだって言ったら、いいよと承知し

たんです。それで帰ってきたら、その時一緒に来た Dr.ハ リー 。C・ ケリーが、茅お前、原

子力委員がいいよと一言言ったけど、あれは、何 トンて目方なんだと。 (笑い)その目方全

部くれるっていうんだ。それを、来たのをどこに置くかというのが問題になって。その当

時、国会図書館の何とかっていう人がいて、ちよっと予算に関係したことがある。それで

国会図書館に置くべきじゃないかっていう議論があった。その資料は、国会図書館じゃな

くて、迎賓館っていうのかな、お客を呼ぶところがあるでしょう。あの正面の門よりも左

の方に、庭があるでしょう。その庭に小屋みたいなところがあって、そこへしまったんで

す。そこへ置いといたことがありますが、後どこへ行ったかよく知りません。

島村:その一番最初の頃、これはいろんな方がおつしやるんですけど、占領軍によつてサイ

クロトロンは壊され、核分裂の研究は禁止されたけれども、理論物理みたいな原子核の研

究はず―っと禁止されていない。講和条約の中に核分裂研究禁止条項が入ると困ると言う

んで、伏見さんが茅先生のところに相談に行かれた。それで、どこでどうキャッチされた

か知らんけれども、茅先生が講和条約にはそういうあれは入らんそうだと言われたので安

心したと、こういうことがあるんですが。

茅:核分裂の研究は、講和条約ができてから初めて許可になった。

島村:ああそうですか。

茅:核分裂の研究は、占領中はしちゃいけないって。

島村:そ うですか。それじや原子核の研究っていったら間違いかもしれませんけれども。

茅:原子核の研究は理論物理ですから、それはやってもいいです。なんでもない。

島村:ですけど、その当時は原子核の研究と、核分裂の研究とは違うという認識が皆あった

と、こう言うんですけど。それじやあ原子力っていうのは、いつから始まったかと。原子

力という言葉が出てきたのは、これは丈献によると、私が調べたんでは、一番早いのはと

にかく、茅先生なんです。

茅:いや僕は、一等最初にシカゴヘ行って、シカゴでもって最初の――。

島村:シカゴ・パイル.

茅:シカゴ・パイル、話だけで、見はしないです。でもって、そういうものが初めてできて。

そこで初めてエネルギーってものが出ると。そういうことは聞いてるんです。それで帰っ

てきたんです。ですから、これをエネルギーに使えるってことはもう百も承知なんです。

島村:それは何年頃だったか、かなり1952年より前ですね。

茅:52年よりちょつと。

島村:前だと思いますが。

茅:だいたい 52年頃なんですよ。

島村:湯川記念館の開所式は、52年の 7月 なんです。ところが数日経たないうちに、学術会
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議の運営委員会で茅先生と伏見先生が提案しておられるんです。それで猛反対にあったわ
けなんです。第四部長はその時はもう茅先生はやつておられなくて、誰だつたかな、岡田 要
さんか、そして伏見先生が言うのには、秋の総会に間に合わんから、第四部で検討せよと
いうことになったけれども、伏見お前が草案をつくれと言われたんで、つくったっていう
んです。それで、その提案が第四部の提案とすることは否決されたっていうんです。さっ
きのお話のように反対ばつかりで。伏見先生に言わせると、茅先生もおそらく反対だった
んだろうけれども、茅先生は情に厚い人だから、伏見が一生懸命やつとつたもんだから、
一緒にやつてくださるように決心されたんだと、こぅぃう話を伺ったんです。
茅:いや僕は、やめる意思は毛頭ない。たつた一人でもやろうと思った。
島村:そ うですか。

茅:そ したら伏見君が、敢然として一人でついて来て。しかも、彼は今批判があったょぅに、
僕が右翼とすりゃあ左翼。それが、なんだって一緒になったといぅ、最初の質問はそうい
う質問で。

島村:それで結局。

茅:その時は、学術会議中ワーッと大笑い。そうしたら伏見君が立って、「僕は研究やりたい
からです」と、それだけ一言答えて座つたんです。
島村:それで結局、学術会議の部会提案とはならなくて否決されたので、今度は、秋の総会
には茅・伏見提案、個人会員の提案、そういう形で出した。こういぅことがいろんな物に
書いてあるんですが。

茅:いや、最初から個人提案なんです。

藤波:最初から。

茅:皆が反対したから。あれは、二人が別にやったことは一っもない。
島村:そ うですか。

茅:それは、やつてるうちに、これも秘密なことですけど、例えば名古屋の有名な教授、坂
田昌一なんか、茅さんは非民主的な男だから嫌になつちやつた、だから一緒にやらなかっ
たと、こういう。(笑い)そ うか、俺は非民主的と言われてることあるんだなと思ったけど、
それだけです。どぅして皆がそういう風に思うようになったかってことは、僕は知らない
んです。なにしろ、こういぅのは噂が立つと酷いことになつて、それで、今賛成なんかや
ってる人なんかでも、駒形作次さんなんかも賛成なんて顔は絶対しなかつたです。言えば、
あいつ怪しからん奴だって思われるに違いない。
島村:まあ先生は 1952年以前にもアメリカに行かれて、いろいろアメリカのそういった方
面のことも見守って感じておられたでしょうけど、さっきのお話じゃありませんが、亡く
なられた嵯峨根さんもなかなか逸すべからぎる人物ですね。というのは、石川一郎さんの
伝記つていいますか追悼録があるんですけど。ぃや追悼録じゃない、原子力十年史の方か
な。石川さん自分で書かれたやつだ。それによりますと、石川さんは原子力のことを知ら
なかつたけれども、アメリカに行って嵯峨根さんに会ってバークレーの研究所に連れて行
かれて、原子力の話を開かされたっていうんです。石川さんは非常に正直で、それ以来自
分は原子力やるべきだと思ったと。ちゃんとその動機を、はっきりさせておられるんです。
それですから、それもわかつてる。
それこそいまの総理の中曽根氏が、いきなり予算のことを言い出した。ジュネープ会議っ
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ていうのはまだちょっと時代が後ですから、予算の方が先なんです。これは今じゃ中曽根
さんということになっているし、確かにリーダーシップ的役割を果たしたのは青年将校の

中曽根さんであったわけですけれども、原子力予算を言い出したのは、斎藤憲三さんだっ
たという説もあるんです。

茅:そ う。両方一緒にやったんだ。

島村:一緒にやったけれども。

茅:それと、もう一人関係あるのが。

島村:稲葉 修さんですか。

茅:稲葉、3人がやった。

島村:ですけど、中曽根さんがなぜ原子力のこと言い出したのか、予算をあれしたかという
こと調べてみますと、これもまた嵯峨根さんが裏にいるんです。中曽根さんが 1953年にア
メリカ行った時に、嵯峨根さんが中曽根さんに話しておられるわけです。
茅:それは十分可能性がある。

島村:あ りますね。そうなってくると、亡くなられた嵯峨根さんは、日本の原子力が始まる
際にはアメリカにおられたけれども、帰って来られたのはちょっと遅れた 1956年で、もう
原研ができようかというときだったけれども、なかなかあれで原子力に功績のあった方だ
なあと、こう思うんです。

茅:彼はなんでしょ、第二の原爆が長崎に落ちる時に、彼宛に手紙が落としてあつたんです。
島村:そ うそう、そうそう。

茅:それを持つてきた向こうの連中と実に親しかった。それでこの男ならば本当のことがわ
かるだろうつていうんで、彼に手紙を落としたんです。

島村:それが嵯峨根さんの手に入つたのはちょっと少し遅れてから。

茅:ち ょっと。

島村:遅れて手に入つたそうですけど。もう原爆が落とされてからかなり経ってから(1945
年 9月 末)だったらしいんですけど。ですから、音の文献を拾い出していろいろ辻棲合わせ
るようにして読んでみますと、嵯峨根さんもこれなかなかな方だと。
茅:だから、嵯峨根が後にいて、僕のあとを引いてるなという噂が立ったんです。僕は――。
島村:そ うではない。

茅:嵯峨根に、こういうことやりたいと思うがどうかっていぅんじゃなくて、僕達は今度の

対日平和条約でもって核分裂研究の禁止がなくなるから、そうすればやってもやらなくて

もどっちでもいい。そういう立場にあって、自分が学術会議の副会長というポジションに
なつた以上、これを決定しなくちやいけない。それで、僕はとにかく、どんなものである
かということを調べるのには文献を集めるということからやろうと。文献を集めて、大変
に金が掛かるということであるかも知れないし、それから今の日本でもすぐにできること
かもしれない。そういうことを、とにかく文献を集めた上でやってみようじやないかとい

う思いでスター トしたいと言ったのを、今一歩減らしてそれを学会に聞いてみようという
ところまで下げたんです。それも駄目なんです。

島村:他にも資料があるんです。これは 1954年ですから31年前の記事ですけど。それには、
1952年つていうからこれよりまだ 2年前の7月 、茅東大理学部長は、京都の湯川記念館開
所式の席上、日本にも原子力委員会をつくろうと呼びかけたと、こうあるわけです。これ
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は他でも見た事あるんですけど、どうもいろいろ何してみると、52年 7月 っていうのは最

初なんです。それですぐ同じ7月 に、学術会議の運営委員会に提案されておられるんです。

ただその時の原子力委員会というものは、今日のような国の原子力委員会ではなくて、学

術会議の中の原子力委員会である。

茅:学術会議の中の原子力委員会。

島村:と ころが、提案は、政府に原子力委員会をつくれということになつてるんです。それ

ですから。

茅:その第 39委員会は、茅。伏見提案が否決された後で学術会議の中にできたんです。否決

された後、委員長は何とかいったな、教育大学の学長がなった。

藤波:朝永さんじゃなかったですか。

茅:誰 ?

藤波:朝永振一郎さん。

茅:いや、あんな偉い人じゃない。学者じやない。それは調べりやすぐわかるんです。

島村:いや、調べりやすぐわかるとおつしゃるんだけど、私も一生懸命調べるんですが、な

かなか、その辺の文献はもう少なくなってるんです。

茅:そ うかね。その時の委員長は、もうわかってます。僕も今ちょっと忘れてるんで、近頃

ひどく忘れっぱくなって。それは文科の人で。そして、我々の間では有名な赤い人で。

島村:堤さんあんた知つてる?

堤:ち ょっと覚えないですねえ。

島村:皆書いたものはありますけど、なかなか本当のところはどうだつたかっていうところ

になってくると、もうたった 30年しか経ってないのに。
茅:ま あちょっと待ってください。そのうち思い出すから。

島村:わかんなくなっちゃうんです。

藤波:我妻さんではないですね ?

茅:いや、教育大学です。教育大学で、赤で名だたる人っていうのは大体わかつてるんです。
ちょっと思い出しやすぐ思い出すんだけど。それが委員長だったんです。

杉本:文科系の人ですか。

茅:文科系、自然科学じゃないんです。だから、学術会議で言えば、第一は文科でしょう。

第二かな、文学は。

石川:文科は第一。第二が法学。第二が経済ですか。文科は第一部じゃないですか。

茅:いや、すぐ思い出す名前なんだけど、近頃忘れやすくて。

島村:学術会議に進駐軍からあったのは、原子核の研究はいいけれども報告せいと言われて、
そのために原子核研究連絡委員会とか何とかいうのをはじめて。それやった先生は一。
茅:原子核連絡会 ?原子力問題委員会は、提案が潰れた後で、我妻提案によつてできた (第
39委員会)。 委員長に誰がなったんだか忘れちゃったけど。
その後を継いだのが藤岡なんです。藤岡はそれまで学術会議の会員じゃあなかつたんです。
島村:ああそうですか。

茅:それで彼、学術会議の会員になつたんで、えらく張り切つちやつて。おい、しっかりや
ろうやってことになった。確か会員でなかったと思うんだ (第 1期、第 2期 とも第 4部会
員、ただし第 39委員会設立時は外遊中)。
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島村:原子力委員会のお使いで茅先生のところお訪ねしたことがあると申しましたけれども、

それ以前だって、茅先生は、さっきお話しました準備調査会の委員をしておられましたか

ら。石川一郎さんと茅さんと藤岡さんと、二人が大臣以外だったでしょ。

茅:藤岡が、それに入りたくて、入りたくてしょうがなかった。(笑い)だから僕は一生懸命
運動したんだ。それで入つた。彼、お酒飲み過ぎて、評判悪くて。

島村:その酒の上の失敗談はあるんですけれども、とにかく利用準備調査会の事務局は。

茅:経済審議庁で事務を持って。緒方竹虎が委員長じゃなかったかな。

島村:私が事務方の課長でしたから、原子力室長を任命されまして。利用準備会の庶務をや

って、案内状を出す、記録をとる、議案を出す、そういう仕事をやっておりましたから、

その頃から茅先生にお目にかかっとるわけなんです。しかしどうして茅先生がそういう原

子力問題の取り上げを言い出されるようになったか、その辺の事情になるとさっばりわか

らんのです。

茅:それは、第四部だから。第四部長以外がそれ言い出すわけはないでしょう。第四部って

いうのは、まあ一番中心だから。それで、その上に僕が仁科先生の後を引き継いで、学術

会議の副会長をやって。その他にアイソトープ協会の理事長が、その時以来今日まで、33

年ぐらいやつてる、どうしても変えないんです。そういうことゃってますから。まあ一番
これに近い立場にあったわけです。それでちょうどアメリカにマグネのコンファランスが

あって、それで行つたんです。いい機会だから帰り際に、嵯峨根に会った。

それで、アメリカの原子力委員会の記録を、1ト ン以上にもなるのをもらったっていうのは、

その時だと思うんですが。私はケリーさんと一緒に原子力委員会に行ったんです。それで

原子力委員の名前も、前は覚えてたんだけどこの頃忘れちゃった。その人にお前はサンキ
ューとだけ言って帰ってきたけど、サンキューって大変なんだ、 1ト ン以上あるっていう
んです。それの置き場所をどこにするかって大分議論したことがある。国会図書館に置く
か、それとも原子力委員会に置くかなんて。

島村:しかし少なくとも、茅先生が言い出されておることは記録によって明らかで。学術会
議っていうのは総会の簡単な記録があるだけで、部会のやりとりなんかは記録がないそう
ですね。

茅:それはないかな。

島村:それがよくわからんのですけど。茅先生が言い出された原子力委員会というものは、
学術会議の中に原子力をどう対応するかということを検討する委員会という説と――.
茅:そ うじゃなくて、それは我妻さんが言い出したんです。我妻さんが、僕のあれが否決さ
れた後、こういう重要な問題は学術会議がいかなる案をとるべきかという、それをやらな
きや困ると。これは全員一致でダーッと通つちやつた。そしたら、その頃赤かった連中は

歯軋りして、ああ遅かったと言ったという噂がある。噂ですよ。

島村:先生の提案は、原子力委員会をつくることを政府に言おうという最初の案は、そうす
ると政府の。

茅:いやいや、原子力委員会は、本当の原子力委員会じゃなくて、学術会議の中で原子力の

ことを考える委員会。

藤波:これからどうしようってことを検討する委員会だったわけですね。

茅:その委員会。
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藤波:今の委員会とは大分性格が違う。

茅:政府に意見をいう委員会ではない。政府に言うのには、原子力のあれ (原子力基本法、
原子力委員会設置法)を通さなくちやいけない。
杉本:三原則ですか。

藤波:そ うすると先ほどお話の中に、たとえば原子力研究所をつくるという場合のお話も、
どこに置いたら大学に便利かというようなお話も。
茅:いや、原子炉というものを、できるだけ小さいものを早く入れて、それを使うなら、関
東の連中は東京の近くにあると非常に便利だ。関西にもなくちやいけないっていぅので、
今関西にあるあれをつくるつていうことも、政府の機関で決めた。学術会議の委員会で決
めたものじゃない。

藤波:その場合には、要するに大学のみならず日本全体としての研究所であり原子炉であり、
それをどうするかっていうぉ話だったわけですね。
茅:それは政府の機関で決めたわけです。
藤波:学術会議じやないわけですね。
茅:学術会議は、学術会議の原子力問題委員会っていぅのは、藤岡が委員長になって、そう
いうことのいろいろな議論を聞わして、それだけです。
藤波:学術会議の中で、研究所の設立だとか原子炉をどうしたらいいかとかぃぅぉ話が出た
んだとすると、そのお話の流れと、その後の例の大学と原子力研究予算の分離問題ですが、
我妻さんのポリシーじゃないですね。大学の研究と政府の研究は予算も何も一線を画すん
だというポリシーと矛盾するので、その辺はどういう観点だつたかなということだつたん
ですけれども。

茅:それは、文部省の予算とそれから通産省の予算は、全然離さなくちやいけないのは、GHQ
顧間のケリーさんの案でもあつて、それは絶対一緒にはならない。それで、実はこんなこ
とがあつたんです。文部省の予算を使うのがいけないんだってことになつたら、通産省に
はその時の、亡くなられた――。
藤波:駒形さん ?駒形さんがいた。
茅:一番年とった。

藤波:一番年とった ?

茅:工業技術庁の。それが、あの金がなくなると困る、なんとか俺たちにも独立の金をくれ
ということを、僕と一緒に大蔵省に言いに行ったことがぁる。
杉本:春成 (し ゅんぜい)さんあたりかな。井上春成さん。
茅:井上春成。彼は、死んだ時に勲一等ではなかった。確か勲二等です。知らない ?
島村:井上春成さんの勲章のあれまではぉぼぇてないですな。
茅:お葬式に行ってびっくりしちゃった、井上春成が勲二等かって。勲二等なんてのは、文
部省だつたら、だいたぃ普通の奴は皆もらつてるんです。ぁのお葬式で非常に僕は残念がつたことがある。あれだけゃった人が。
島村:まあちょっとその辺が食い違いもありまして。茅先生の言われることを疑うわけじゃ
ありませんけど。多少の時期の食い違いとか。
茅:本当のことを言つているんです。話を面白くしているわけじゃない。
島村:少 し下がりまして、1954年に中曽根さんあたりが言い出して、稲葉さんが提案理由を

-34-



説明して、予算が通つた。そして 54年末に調査団が出たりしたわけなんです。
茅:藤岡が団長で行つた調査団があったな。

島村:あれは 54年なんです。それで藤岡さんは団長でもないけれども、自然に団長みたいな
ことになつたんです。

茅:そ うか。それは知らなかった。

島村:藤岡さんは団長のつもりでおったけど、団長の任命も何もなくて、自分でやっておら
れただけなんだけど、自然に団長っていうことになっちゃった。藤岡さんには、それに対
する反感も少しあったようですな。しかし 1年たつて 55年の暮れに、原子力基本法がつく
られる。それは学術会議で出された例の、平和利用と二原則をすっかり中曽根さんがのみ
込んで、それで原子力基本法が成立した。この三原則をのむことについては、向坊 隆さん
が、アメリカで中曽根さんにそう忠告したんだと、こういうことを本人は言ってますけど。
真偽は別ですけど。(笑い)と にかく三原則が基本法で謳われた。それでその時に原子力委員
会設置法が必要だつたんです。

別府:委員会設置法は政府提案。

島村:政府提案。その時議員さんの方は、原子力基本法を議員立法された。それとちょうど
合わせて、私が連絡役だったんだけど、原子力委員会設置法というのを政府提案で出した。
その原子力委員会設置法というのは、国会はもちろんのことだけど、その当時私は少なく
とも、学術会議にもこういう案出すってことで連絡してたつもりなんですけれども。
国会に提案されて、衆議院で議決寸前に朝永さんと茅さんが国会に行かれて、あれは困る
と。なぜ困るかっていうと、原子力に関する予算を、原子力委員会で調整するという形に
なつている。それは、大学の関係の問題で微妙だから、大学学部の研究は除けてくれと陳
情されたと、こういう記録があるんです。それで付帯決議になつたんです。
茅:総理が、あの時の総理は鳩山一郎。原子力委員会 ?そんなものがあるのかねって言った。
言われて、僕達あきれかえっちやつて、こんな顔して見てたことがある。
島村:そこで、大学学部に関する何は除くという付帯決議が出たんですが、衆議院を通って
参議院に回つたところが、学部だけじや困るつていうんで、また行かれたんでしょう。そ
うして今度は、大学におけるということで、学部以外も除くという参議院の付帯決議にな
つたんです。そうでしたね。

茅:つまり、大学の予算は、原子力委員会でもつてコントロールできないようにすべきであ
ると、そういう大所高所からの考え方を持ってた。
石川:それは矢内原忠雄提案との密接な裏の関係があるんでしょう。
島村:そ うそう。あるでしょう。だけど国会に行かれたのは朝永さんと茅さんだつてことに
なってるんです。他におられたかどうか知りませんけど。
茅:いや、行った覚えがある。それは確かです。
島村:と ころが全般的には依然その空気は変わらないでしょうけど、最近になってきますと、
原子力委員会はなぜもっと、大学の研究を面倒見ないのかということが、大学の先生あた
りから出ることもあります。もちろんそれは原子力関係の方で、研究をやつてるのに、予
算も少なくて困っとる。だからもう少し原子力委員会が大学のことも考えなきやいかんじ
ゃないかと、いぅょぅなご意見だと思いますけど。私なんかその話を聞きますと、ちょっ
と怖気がつくぐらいで。また大学の側から喰い付かれはせんかと。 (笑い)
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茅:難 しいところなんですよ。

石川 :今困つてるのは、核融合あたりがちょうど両方に関わりますから。

島村:従って、学界出身の向坊さんも、そのことじゃ頭が痛いんです、大学出身であるだけ
に。そうかといって、各大学あるいは原研が皆ばらばらばらばらに研究してくると、今ま
では小さな装置でよかったけど、各大学のやつも次のステップとなると、どうしても原研
にあるほどではなくても、相当大きな計画になるわけでしょう。そこをどう調整するかつ

てことが。

茅:だから、そういうのを disin"ra"、 方々に予算を分ける。これを c00rdinatiOnが して
ないんだ。Non‐c00rdina"d dish樋

『

ation(調和なき分散)。 そういう、非常にうまくない
ものがある。

島村 :原子力委員会の予算の見積もり配分から外れた。

茅:だから、それを決めちゃった後で、あいつはしくじりだったのかなあという気が、本当
に今でも。

島村:いや、茅先生みたいな偉い方でも、時々そういぅことを思われるんですから、やはり
人間ですね。 (笑い)

茅 :本当に後で、こいつはねえ、ああいう風におのおのが全く別々になっちゃって、一緒に
することができない。

杉本 :原研の中では、研究施設を大学に使わせろという話が出てるんだけど、原研の中なん
かじやあ、科学技術庁もそうだったと思うんですけど、あれはもう文部省が自業自得だと。
茅先生が言われた意図とは違 う結果になったのかもわかりませんけど。なんで大学を原研
が助けてやらなきやいかんのだなんて話はいっぱいあります。でも結局はやはり大学も助
けなければいかんつていうんで、大学と共同研究にするという制度ができたんで。
石川 :そこいらへんの話を、私が有澤先生から雑談で聞いた話では、有澤先生が、社会党か
ら要請されて断りきれずして原子力委員を受けて、それで、矢内原先生のところに門を叩
いた時に、大学と科学技術庁ないしは通産の原子力予算と、はつきり分けてやらなくちゃ
いかんということをこんこんと言われて、その後有澤先生は原子力委員会で立ち回つたと
いう、そういうような意味のお話は有澤先生されてました。
島村 :だけど原子力委員会設置法は、原子力委員に有澤さんがなられる前にもうできてるん
ですから。

茅:有澤先生は、原子力委員になられる時に、矢内原さんの意見を聞いてるんです。矢内原
さんは、非常に心配したんです。それで結局は了解したんですけど、矢内原さんの影響は
非常に受けた。原子力に賛成だなんて、なかなか言わなかったです。
石川 :その時の思い出話を有澤先生に聞きますと、只でさえ予算が少ない時に、原子力とい
う名でもつて予算がごつぽりつくと、大学の中で原子力に関係する理工系はものすごく予
算が来ちやつて、文科系とアンバランスになって大学の自治、大学の秩序が取れなくなる、
というようなことを矢内原さんは心配したということは、私は有澤先生から直接聞いた記
憶があるんですけど。

藤波:そ ういうことがぁると書いた本もある。現に、今核融合の話が出たけれども、大学の
中の核融合予算でやつばり、今言ったような懸念が出てるようです。
石川 :学術会議の中で、原子力の文献集めをしようとぃう動きで、その当時の若い物理学者
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どもが反対したのは、理由は何なんですか。

茅:いや、僕の人柄によるんです。(笑い)まあ、僕って男はもうしょうがない男だっていう、

そういう考え方があった。

杉本:先生、それは失礼ですけれども、右翼だという風な意味なんですか。

茅:右翼ととられたんだ。だけど右翼をやったことはない。僕は、国会に行くと、湯川さん

ご一緒だったんですが、なんか左翼と間違えられたこともあるんです。だから右翼とばか

し間違えられたんじゃなくて、左翼と間違えられたことも。 (笑い)

石川:いや同じことを、先生が東大物理の若い連中に反対されたその同じ時期に、伏見先生

も大阪でやられてるんです。突き上げられてたんです。

茅:こんなこと、あなた達だから言うけど、ある人が、私は本人と非常に親しいんです、そ

の人が、茅さんいい人だけど、共産党となんか関係してるのが惜しいって言ったって事が

あるんです、そういう噂が。僕はそれを、ちらっと聞いて、ははあそうかなと。つまり、

僕が原子力の平和利用のために、七人委員会 (1955年 11月 11日発足「世界平和アピール

七人委員会」、88年 11月 9日死去までメンバー)をつくつているでしょう。あれが、赤い

と見られてる。

島村:伏見先生にも申し上げたんだけど、原子力委員会で参与をつくるときに、伏見さんを

入れることを正力松太郎原子力委員長が反対しまして。伏見さんはそんな人じゃないって

いうことで、藤岡さんが真っ赤になって正力さんに噛み付きまして、すったもんだしたこ

とがあるんです。それは一言で言えば正力さんは、伏見さんはアカだと、こう吹き込まれ

ていたからなんです。

茅:僕はソ連の学士院会員なんです。それは赤いからじゃなくて、日本の学術会議の会員を

連れて、呼ばれてソ連へ行って、ソ連を三週間回った。その結果として私は学士院会員に

なって、いまだになつてます。そうすると、あの男はソ連の学士院会員だっていうと、決

してよくは取らない。

石川:それはもうアカの証拠十分じゃないですか。 (笑い)

茅:一等はつきり言えば、1960年にアイゼンハワー大統領が日本に来るつて言うときに、一

番心配したのは私なんです。つまり、あの時に学生が大変な騒動やつてる。あの時に、ア

イクの列へ向かって、乱暴した連中がなんかしようとしたら、どんなことになるかわから

ない。それで、非常に心配したんです。しかし、アィクの来る以上は、歓迎委員会をつく

ろうと、歓迎委員になったんです。そしたら東大で非常に非難された。けれども、東大の

学長が歓迎委員にならんっていうのも尚おかしいんで、なった。非難が非常に強かった。

そしたらうまいこと、アイゼンハワーが来なくなった。あれはあの、慶応の顔をやけどし

た人、慶応で非常に評判が良かった人があったでしょう、小泉信三さん。小泉さんが生徒

に言って、皇室を政治の道具に使ってはならんと言ったわけです。あれ皇室の「提案」な

んです。それで、来られたらいけないっていうんで、止めたんです。それで、僕はそれを

聞いてよかったなあと思つている時に、アメリカのいろんな新聞に英文が出たんですが、I

aln vew』 adと 出たんです。そしたら、アメリカ大使館の僕がよく知つてる男がやってき
て、これはお前本当かっていうから、いや

“
w』adじゃない、Iam Юhewd、 救われたっ

て意味でいつたって言ったら、なんで直さないんですかつて。日本じや、直すのはなかな

か大変だって言ったら。
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一Ｆ
＝Ｆ
Ｉ
Ｉ

石川:(笑い)

茅:以後は、アメリカ大使館と関係するのは全部やめてほしいと。アメリカ大使館の推薦で、
米国へ原子力の研修に行つた人がいたんだ。あぁぃぅのは、全部私の推薦した――それを
ぜんボ辞めろというから、止めろというならいいですよ。それで辞めたら、それから今日
まで、それはコンピュータの記録にある。黒板でないと消せないんだ。コンピュータに入
つてるから、消えないでいまだに出てる。
今から7～8年前ですが、沖縄の関係で南米に行ったことがぁる。南米の帰りにロサンジェ
ルスで、その次の飛行機を待つために降りたら、お前だけはこの部屋にいて、他に行っち
やいけないつて言う。僕だけ閉じ込められたことがぁる。これはワンスエントリーです。その前にも、ワンスエントリーで、ぉ前は外に出ちやいけないよつてアメリカで 2回ほど
くつてる。そうしたら、ある日本の通訳がそのことを開いて、茅さんをそういぅことにあわすのはおかしぃじゃないかつて言ったら、その時だけちょっと直ったことあったけど。未だにフンスエントリー。
石川:活字といぅのは怖いです。
茅:中谷宇吉郎北海道大学教授が、外国に行こうという時に、アメリカに呼ばれた時に、なかなか許可がおりなくって。ヶリーさんにどうしたらいいかって言つたら、僕がちょうど文部省科学教育局長だつたから、お前が、中谷君は非常によくゃつてると証明すりゃいいつて。それで、何回か書類を往復して許されて行つたんです。非常に評判がよかった。それからよく聞いてみたら、アメリカの反対の理由は、中谷は共産党から研究費をもらってたんだといぅことになつてる。そのことを都留重人にしやべつたんです。「ああわかった」つていうんだ。「ぁの時僕 (都留)が経済企画庁にいて、僕が研究費をやったとぃゎれている。僕がやつたことが、共産党がやつたと同じに取られた」。中谷君は、北海道の農業生産を増やすため雪を早く溶かそうと、雪の上に早く土を撤いて、それで熱を吸収して雪を溶かすそういう研究を始めたんです。そしたら、経済企画庁が研究費を出した。それが、共産党からもらったつてことになつている。
石川:はあぁ。そぅぃぅことに変わつてるんですか。
茅:怖いですよ。

島村:いつぺん載つちやつたらもう消せられない。
茅:消せられない。そこがいいところか悪いところかわからないんだけど、一度つけられたら消せない。

島村:しかも、全く向こうの誤解なのに。
茅:僕はそれ以後、もう何年になるか知らないけど、アメリカの大使館行つたことがない。島村:不思議な話があるもんで、そんな話はちょっと誰も信用しないでしょう。茅:伏見君なんかも、いまだにアメリカ大使館に行くのはなかなか大変なんじゃないですか。島村:ああそうですか。今、30年目にそうぃうお話をうかがつてみると、空気が全然違いますね。

茅 :たとえば、女房と子供達連れてナイャガラフオールに行った。それで、方々見て回った後で、向こうのカナダ側に向かって、橋を渡ろうとしたら、お前はワンスエントリーだから行つちやいけないつて。あれはびっくりした。他の連中はいい。皆行っちゃった。僕はこつちにいて待つてた。まあちょっと首出してもいいよつて言って。 (笑い)と うとう二時
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間ほど座って待ってた。

そういうのを今一回食つている。それは、沖縄の、琉球大学が 10周年記念の式をやる、そ
の時に東大学長として来てくれって行つたんです。そうしたら、式台のそぼにフェニック

スが二鉢植わってるんです。だからこのフェニックスは、焼けただれた土地から「真の人

間」っていうのが生まれることを希望して置かれたものだと言ったら、とんでもない話だ。

そんなことがアメリカにとって大変な発言なんです。それ以来アメリカ大使館は、私とは

何も関係ない。

島村:茅先生は、政府で原子力の仕事を始める以前、私共が存じ上げない頃、学術会議とい

う場で、さっきのお話で原子力委員会をつくるとか、何とかという問題にタッチされてお
ったんですけど、その後原子力利用準備調査会ができて、大臣以外のたった 3人の委員の
一人をやっておられたわけで、石川さんと藤岡さんと。ずっと関係が深い。準備調査会は
1955年のおしまいまで続いたわけです。12月 押し迫ってから解散しましたから。
しかし、それで茅先生との縁が切れたかというと、そうじゃない。先生は、原子力委員を

引き受けるという風に、直接的には出てこられませんでしたけど。私の承知している限り
では、ずっと後ろにおられて、そういう動きを皆見ておられたんです。今度は誰がよかろ
うというようなことまでアドバイスしておられたんです。

私が先生のところにお使いで伺ってご意見をうかがったり、お願いに行つたりしたのは、
もう忘れましたけど、多分嵯峨根先生の話じゃなかったかと思うんです。嵯峨根先生が帰
ってこられたら、原研にお迎えする (1956年 6月 ～57年 10月 理事、57年 10月 ～59年 9
月副理事長)話なんか。
茅:嵯峨根って奴は、とってもいい奴で。東大と文部省とが、意見が一致しなかった。その
時の文部大臣荒木萬壽夫は、京都大学出の人で。それと日本原子力発電の、何ていったか
な、社長さんと仲がいい。二人でよく碁をやるんですよ。

島村:一本松珠義さん ?

茅:一本松さん。碁がうまいんです。それを、一本松さんが全部嵯峨根副社長に話すらしい。
嵯峨根はそれをメモして、僕の所に持ってくる。おい、文部大臣がこういうこと言つてる
から、こうやれよって。

島村:嵯峨根さんはそういう意味じやまあ、頭のいい人のようでしたなあ。
茅:そのメモを、取つときやよかったなあと僕は思つてる。
島村:いや、何でも後になると大事なものが、置いときやよかったなあと思うものがどんど
んどんどんなくなりまして。勉強しようと思うと30年前のことがなかなかよくわからんと
いうことですよ。たつた 30年で。
茅:いや僕がよく言うのは、経済安定本部で、傾斜生産つてことをやろうと。その傾斜生産
つてどういうことか、有澤さんに聞こうってことになつて。東大の物理教室に、有澤さん
に来てもらった。有澤さんは、良く説明してくれた。その時、嵯峨根のやつが有澤さんに、
我々のような専門家は傾斜生産にどんな協力ができましょうかと言ったら、有澤さんが考
えて、君達ラジオの修理できるかいと。いや、ラジオの修理ぐらいできますよ。それじゃ
すまないけど、炭鉱のラジオの修理に行つてくれと。それで、我々の部屋もそうです。皆
これくらいの箱にいっぱい、コンデンサーや何かいろいろ積んで。それを持つて行って修
理した。それで、修理した道具や部品がうんと残つてるんです。それを置いてあるから、
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僕は見るたびにおかしくて笑ってた。
嵯峨根が死んじゃって、その一月忌の時に有澤さんが来て、追悼の辞で、あんなものは何
の役にも立たないとあなた方は思つてるかもしれないけれど、あれは非常に大きな役目が
あつた。それっていぅのは、常磐炭鉱ですょ。炭鉱の鉱夫は、いたく感激しちやつた。大
学の先生が、うちのラジオを直しに来た、これはよっぽど石炭がほしいんだと。
石川:はああ、なるほど。

茅:つまり、時の石炭庁長官菅 程之助にお前たち石炭 3千万トン掘れと言われたら、これで
掘れるかと。炭鉱の鉄パイプに穴が開いてる。鉄のパイプを直すのには石炭が要る。だか
ら石炭がなきや石炭が掘れないって断つたんだって。それで、時のワンマン吉田 茂総理が
トルーマン大統領に要請した、マッカーサーは駄目だった。 トルーマン大統領に是非重油がほしいつて言ったら、許して重油をくれたんで、それで修理する鉄ができた。その鉄を使って炭鉱を直した。それで、あの時 3千万トン掘つたんです。それから朝鮮動乱を経て、ず~つ と日本は立ち直ってきた。
石川:景気が立ち直つてきた。なるほど。
茅:それで僕は、それは非常に大事にしていた。その装置は、我々はこんなこともやったって証明するひとつの物だから、大事にしとけょって言ったら、いつの間にかなくなっちゃつたoど うしたつて言つたら、あんな汚いものを置いとくと駄日ですよって言うから、君達は、これはそれで片付けるけど、我々にとっちゃひとつの大きなものなんだと笑ったことがある。結局、それとってないんです。
藤波:ああそぅですか。そぅぃぅ話初めて聞きました。
島村:1949年～50年のことだな。
茅:その頃です。

島村:私はほんのちょっとそれにずれて、商工省の産業機械課長を拝命したんですけど。まだ辞令を受け取つてないうちに大臣室に呼ばれて、陳情団が来てると。何の陳情団かというと、炭鉱にものを納めたけどぉ金が払ってもらえない、助けてくれという陳情です。機械メーカーの連中が、炭鉱の傾斜生産でどんどん炭鉱に納めろといぅんで、一生懸命になつてお金のことなんかお構いなしに協力して、炭鉱機械を納めたところが、金払つてもらえないと、こぅぃぅあれで苦労したことがぁる。その頃から炭鉱も落ち目になつてきましたな。その頃までは傾斜生産でいっぱぃ華やかだった。マル炭と称しまして。藤波:私も、電力需給調整を担当してた頃、九州へ引つ張られて来て。肥料会社とか何とかから文句が来て、吊るしあげられるんです。皆停電で、電カセーブして真つ暗なんです。あれを見てくださいつて、丘の上から見ると、炭鉱住宅だけが (笑い)電気がついてる。他は電気が全然。炭鉱だけが、傾斜生産。
茅:アィソトープの廃棄物をどうするかって。その時、我々はアイソトープを購入することだけは責任を持ってゃつてる。だけど、廃棄物をどうするかってことを、後のことはわかんないけど運ぶだけは、それじやあしましょぅかってことに。それで、この間あんたんとこの大臣になったぁの方の時に、私のところで運ぶことだけ致しましようと、それだけ約束してあるんです。この運んだやっをいかに処理するかってことは、私のとこで承知したんじゃないんです。そぅしたら、こういう問題はうるさい問題で、ただごとじやないんです。
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島村:いや、茅先生にはいろいろ教えられることも、助けていただいたんだけど。一つだけ

私が、憤慨に堪えなかつたことがあります、それはアイソトープで。私は、アイソトープ

の国産化を図ろうと思って、それで原研に大いに力こぶを入れたんです。アイソトープ事

業部をつくって。それに、茅先生が会長やつてるアイソトープ協会が反対なんです。(笑い)

茅:全然話がない。

島村:いや、反対で、そして。

茅:僕に言えば、反対してはいけないって言うに決まつてるから。僕には黙ってやったんで

しょう。

島村:そ うじゃないんです。アイソトープ協会の理事会か何か知りませんけど、もうず―っ

と、茅先生は真ん中に座っておられまして。そこに呼び出されて、構想の説明をさせられ

たわけです。

茅:そ うかねえ、いたかね。

島村:そ うして、秘書役の横山すみさんがお膳立てしたんです。

茅:あれが全部。

島村:お膳立てした。(笑い)と にかく、茅先生は何も仰らなかったか知らないけど、他の理
事の先生なんかが怪しからんちゅうわけで。それで結局沙汰やみになりまして。

原研では輸入で得られないようなものを、半減期の非常に短いようなものとか、そういう
ようなものを原研でやることにして、それ以外のものはアイソトープ協会ということにな

りまして。ですからその名残もあつて。原研もちよこちょこと少しずつつくつたんじゃ高
くつくということで。

村田 浩君が原研理事長の時に、もう少しつくったらと言った事があるんです。今でもほと
んど輸入ですから。そりや外国から買ってもいいけど、日本ぐらいの国だったら、ある程
度は、自分でアイソトープを何してもいいんじゃないかと、こう言ったんですけど。とっ

ても高くつくつていう。高くつくつて言うんなら、原価計算を見せてくれって言つたんだ

けど、とうとう原価計算は出ないまま何でしたけど。

今もってアイソトープ協会が輸入のほとんどを、他は輸入しちやいかんということはない

ですけど、小分けなんかありますから、ただの商社はできないでしょ。ほとんど独占して

る。原研で生産したやつも、確かアイソトープ協会通じて売つてるはずですが。
ちよつと、原子力 30年では大いにお祝い気分が横溢してますけど、アイソトープの生産に
関しては、世界で何番目か知らんけど、ものすごく順位が下なんじゃないかと思うんです。
オーストラリアもインドネシアかなんかにアイソトープを供給してますし。カナダはもち
ろんコバル ト 60じゃ一番有名だし。アメリカもどこも皆やってるのに。イギリスは今は
BNFLC五 tish Nuclear Fuels plc)と なって機構が違いますけど、前は uttEA(United
Kingdom Atomic E“ r『 Authority)で一本だつたでしよう、燃料関係もアイソトープも。
茅:アマーシャムでやっていた。

島村:あの当時のUKAEAの経理を見てみると、日本より自己収入が非常に多いんです。そ
れはなぜかと思って少し調べてみたら、アイソトープ販売事業が、かなり収入源になって
るんですな。だから、日本が一番低いんじゃないかという気がしておるんですけれども。
アイソトープ協会めと思いまして。

石川:何年頃の話ですか。
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杉本:それは大分前ですね。

島村:大分前。それは日本原子力研究所が大洗の土地を手に入れる頃。
杉本:66年ぐらい ?

島村:菊池正士理事長ぐらいの時じやなかつたかな。
林 :私はアイソトープ部にいたんだ。原研は高いものにつくんだよ。
杉本 :いやしかし、茅先生は。

茅:あまり僕のとこに、そうぃう議題が掛かつて来なかつたような。 (笑い)
杉本:ですから、ご記憶がないかもわかりませんけど。ゃっばり原研のその当時のアイソトープ製造部長とか、担当理事さんなんかは、もう茅先生が出てくるからしようがないと、
皆言つてました。 (笑い)皆そういう言い方してました。
島村 :いやしかし、原研も本当はあまりやりたくなかつたんです。とぃぅのは、原研は研究
をやりたいんで。事業をやりたいと思つてないから。だからあんまり、原研もやりたくなかった。

林 :あの頃は、だから線源の需要はあつたんです。ただ、線源をつくるのは照射屋 (あてや )の仕事で、原研のアイソトープゃってる化学の人が、我々の仕事じゃないってぃってた。
杉本:それに原研の場合には何ていぅか、ぃゎば供給責任みたいなものを、つまり毎年何万キュリーつくらにゃいかんとか。
林 :安定供給というのを言われるのが困る。
杉本 :それ言われると、研究炉なんか使えないといぅ風な意見が非常に強かった。
島村 :いろいろ理屈があったでしょぅけど。私は次から次に思つたことをどしどし実行に移していく方の男だつたから、それで挫折しまして。 (笑い)
茅欄目かに、日本でつくるのはほとんどないと同じですから。今度うんと寿命の短いやつを、盛岡の北方 15kmの滝沢村でつくろうと思って、そぅしたらまた大変な騒ぎです。実際に設備をつくって、などとなると、近辺が皆反対なんです。だぃたぃ、道をつくるのもなかなかできない。

島村 :おそらくしかし、ァィソト_プ協会がいつ生まれたのか (1951年 5月 日本放射性同位元素協会設立、71年 8月 、日本アィソトープ協会に改称)はちょっと忘れたけど、スタッタ (STAC:科学技術行政協議会、1948年 12月 ～56年 5月 )時代から茅先生は関係しておられたんです。

茅:一等最初です。一番最初に、仁科先生にアメリカから、日本に金はないから寄付するってんで、ある程度のアイソトープが来た (1950年 4月 )。 それが初めで、ァィソト_プのことをやる組織にしよぅと。私がその委員長になつて、それでアィソトープ協会に関係 して、現在もまだやつている。
島村:長いですね、30何年。茅先生は、いろんな肩書きを一杯持つておられるけど、いろんな仕事をおやりになつてるけど、ァィソト_プ協会ほど長いやっはぁまりないでしょう。茅 :こんなことを言っちゃぉかしぃけど、一文も金をもらったことがない。
島村:ああ。 (笑い)そ ぅですか、30何年間。
茅:つまり、車を使わせてくれる。それだけです。
島村 :そ うですか。しかしアイソトープ協会もずいボん大きくなつて、それはある程度、今盛岡ですか、滝沢村でやつておられるような、あぁぃぅ仕事 (医療 RI廃棄物処理)もやは
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りやらなきゃいかんような状況になってきたんじゃないですか。

茅:大変ですよ。

島村:初めのうちは大変です。今から 10年ぐらい前までは、アイソトープ協会で集めたもの

は原研に持つてきて、原研で処理してたけれども、原研が受け付けないのがあるでしょ。

実験動物の死体だとかなんとかってやつは、原研でも受け付けないでしよ。困っておられ

ましたな。この頃は実験動物の大きな犬でも皆処理するような機械もできたようだけど。

杉本:焼く装置ができましたけど。

島村:だけど動物の分じや。それからまだ有機材料みたいなものも、原研では施設がないん

じゃないかな。そういうものはアイソトープ協会で溜めておられるだけで。まだ処理って
いうものまでいってないでしょう。

藤波:盛岡の方はいつ頃できるんです。

茅:盛岡は、今仁科さんの坊ちゃんの仁科雄一郎が、東北大学の教授なんです。あれを、我々

の方の専任の。

藤波:顧問か何か。

茅:顧間にして。顧問じゃない、理事にして。それで一時的にそのことをやってもらおうと。
それでこの間、東北大学の総長に僕が連絡取つた。文部省が反対しなけりゃいいってから、
文部省のどこでやってんだか教えてもらって、文部省の方に行ってどうかつて言って。こ
んなとこまで来て、それはもう大変な。僕が電話をかけると、向うが電話に出ないんです。
そしたらそいつが、何か日本中を見て回つたのかな、そして委員会で非常に反対したのが、
病気やつたんです。そしてアィソトープで治したんだ。そしたら、急に変わっちゃって。
それから反対する人ほとんどいなくなった。

それでも、ああいうのは広げようとすると反対がおこっちゃう。今度はアイソトープをこ
しらえようってことになると、こしらえる技術者がなくちゃいけないっていうことで、盛

岡大学があのへんをやろうとしたら、何かそれも難しいらしいです。

島村:いや、原研もこしらえる方はいろいろ研究になりますから、今でもやつてると思うん
です。だけど、こういうあれができるというところまでで、それをつくって供給するとい

うことはやりませんから。

茅:供給の役目はアイソトープ協会でするわけでしょ。それで、供給する時にどれだけの利
益を得てどうって、まあちゃんと勘定して。私とこは、儲かつたつて誰も得する奴はいな
いんです。一人も。

島村:一人もいない、皆協会のお金になって、新しい事業をやられるような時のために積み
立てておられるんでしょうけど。

藤岡さんっていえば林くん、君と僕が藤岡さんとよく飲んだな。

林:そ うですね。

島村:随分飲んだ。君はあんまり飲まなかつたかしれないけれど。(笑い)

林:お供しましたよ。

島村:藤岡さんは、ウイーンに行かれて D□A(國際原子力機関)アイソトープ部長になら
れたが、もう亡くなられたからあんまり言うのは悪いけど、お酒を飲むっていうんで、こ
とに一人でおられるもんだから、それで外務省の中からいろんな話が来るもんだから。私、
様子を見にウイーンまで行つたことありますよ。
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茅:その通りですわ。

島村 :いやどうも、ありがとうございました、本当に。それこそ、面白い話を聞かせていた

だきまして。

茅:いやいや、どうも記憶がちよいちょい悪くなって。思い出すときは思い出すんですけど。

島村 :と ころどころ、ちよっと私が調べたのと食い違う点ありますけど、雰囲気だけは非常

によくわかりまして、先生のお考えが。大変助かりました。

茅:今のうちに、こういうことはっきりさせとかないといけないですよ。皆忘れちゃう。

島村:お車は下に来てる?

茅:では失礼します。

(出席者懇談)

石川:茅先生は、満 86歳かな。さっき言った米寿は数え年で 88歳です。
杉本:いや、茅先生、あのお年で記憶力がはっきりしている。日本原子力研究所初代理事長
の安川第五郎さんなんかは、80を超えると晩年ははつきりしなかった。
藤波:茅先生がアメリカと絶縁状態にあったということは始めて聞いた。

石川:アメリカの CIAの情報は怖いです。
藤波:怖いのと、アメリカもかたくなな――。時代がずいぶん経つてもレヴィューしないの
かな、再検討委員会などで。

石川:下手に新聞記者が間違ったことを書くと、パーっと広がって、訂正ということはない
から。茅さんは、その辺は、マスコミの批判を込めているのかな。

杉本:しかし原子力が始まったあの頃は、世の中が不安定だったから、一寸なんかやると赤
だといわれたもんです。

藤波:理研の山崎文男さんを原研の理事にするとき (1969年 2月 )に、僕は苦労した。総理
府で問題になって待たされたことがある。調べたら、交際する仲間の中にこっちがいると。
杉本:私が始めてアメリカに行く時に、原研理事長の菊地先生が、君、良くアメリカのヴィ
ザが出たねと言われて。いや、僕なんかに出るのは当たり前ですよと言って。
藤波:山崎さんは、その後でいいことになつて発令できた。最近の何処何処の講演会やゼミ
ナールの質疑応答で受けて立って、シッヵりしたことを言つて、反対派に対して毅然とし
てやつたということで。良く調べている。

杉本:1956年に原研ができた時、下馬評では山崎先生が理事になると言われていたのが、
実際は杉本朝雄理事になったのも、そういうことがあつたんですか。
藤波:その頃はタッチしていないので、知らない。

雑誌記事だとか投稿したのをよく調べている。誰がこういったとか、マスメディアの影響
は大きい。石川さん、あなた方の一筆―行は大事ですよ。誰がこういったと言うのは。
杉本:茅先生みたいな方が、アメリカとそうなつていると言うのは、今日始めて聞いたね。
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原子力と産業界 04.

開催曰 :1988年 3月 18日

講師 :森 一久 (中央公論社、電源開発、原子力産業会議)
出席者 :島村武久、田中好雄、川島芳郎、後藤正記

森 :少し科学史的なお話を最初に致しますと、1938年 (昭和 13年)に ウランの核分裂と

いう現象が発見され、ドイツのハーンとシュトラスマンの二人の業績ですが、要するに中

性子をボつけるとウランが核分裂をするらしい。後でいろいろ調べてみますと、核分裂と

同時に 2～3個中性子が出るらしい、だから工夫すれば鼠算式に反応を広げることもできそ

うだし、それから話がちょっと細かくなりますが、いわゆる遅発性中性子、遅れて出る中

性子がある事もわかった。この核分裂で遅れて出る中性子がなければ、平和利用なんてい

うのはできなかったわけです。爆発だけになるからです。この遅れて出る中性子の部分を

制御して連鎖反応を一定に保つことができるのですから。それらのことが数ヶ月ぐらいの

間にばたばたと発表されてるんです。ただ、翌 39年の 4～5月 頃から段々発表がなくなっ

て、これは何かあるということで、日本でも情報をとり始めたわけでした。

つまり、まず平和利用の可能性があること、次に、ウラン 235を濃縮する方法とウラン燃

料で原子炉をつくりその使用済燃料からプル トニウムを抽出する方法との、二
つの原爆製

造の道がある事は、かなり早くから米英などが気づいていたわけです。そして、日本でも

ご承知のように理研では仁科芳雄さんを中心に、京都大学では荒勝文策さんを中心に
いろ

んなことをやっておりまして、ご承知のように 43年には、だいたい「日本ではできない」

「アメリカでもこの大戦中には間に合わないだろう」という判断を一応政府に仁科さん等

が答申したりしてるんです。しかし、そのあとも仁科さんを中心にある程度の勉強は
して

おられたわけです。私のいた京大では、遠心分離法や電磁法による濃縮で、理研でやって

いたのは主として熱拡散法ですけど。そういうようなことがありまして、そんなことで、

広島に原爆が落ちた 1945年 8月 6日 の2日 後、8曰 くらいに仁科さんが広島に乗り込んで、

これは原爆だということはすぐにわかつたわけです。

しかし、「この戦争にはアメリカといえども間に合わないだろう」という思い込みは、戦争

中ずっと続いていた。1945年には、実はアメリカ政府内では、原爆投下の是非、投下地点

の選定などで、相当激しい議論が進み、3～ 4月 ころからは所謂「ハ ト派」の学者は除外さ

れて検討が進んでいました。その影響か、或るアメリカの冶金学者が 5月 はじめ、日本の

親友に「原爆投下が決まった。ヒロシマが危ない !」 という極秘の手紙を、身
の危険を顧

みず送り届けた。その結果一人の学生が急逮、広島の中心部に住んでいた家族を田舎に疎

開させ、命が助かったという秘話があります。この話は関係者が 50年近くも日外しなかっ

たし、関係した両国の著名な学者連は逝去されているので確かめる術もないのですが、私

の親友である「その人」に問い質した印象では、手紙を受け取った教授も相談をうけた方

も、半信半疑のままとにかくその学生にアドバイスした、ということのようです。

それで進駐軍がやってきて、9月 の半ごろにはもうすぐ、放射性不安定元素とU-235の大

量の分離は禁止する、研究はやってはいかんとの触れを、GHQ(General HeadquatterS)の

命令で出しておりまして、戦争が終わって 3ヶ月の後には、理研や阪大や京大のサイクロ
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トロンをアメリカ軍が破壊してしまったわけです。

しかし後で調べてみますと、11月 頃からもうアメリカでも軽水炉などの各種炉型について、

特許申請は始まっていて、これは早く特許を取りすぎてくれて、日本が平和利用に着手し
た頃には特許の期限が切れ掛けとったんで良かつたんですけれども、だいたい 46年中くら
いにはほとんどの型の原子炉型まで、アメリカでは特許が成立しておりました。ですから、
ある程度関心を持って調べていた人には、原子力の平和利用の可能性があるということは、
ある程度分かつていた筈と思うんです。その後、アメリカに次いでソ連やイギリスやなん

かが原爆をつくつたり水爆をつくったりしたのです。

アメリカ軍も、サイクロトロンまで壊したのはちょっとやりすぎかなって感じはあったら
しく、この話は前に茅 誠司さんが言ったと思うんですが、1950年に放射性のアンチモン
125を 日本に 0。4キューリー送ってきましまして、おっかなびっくりで、今考えると漫画み
たいな話なんですけど、その箱の蓋を開けたのが、垣花秀武さんであるか原 礎之助さんで
あるか、両説があるんです。記念写真を見ると、Kさ んがちゃんと立つている。 (笑い)
島村:原君は自分で開けたように言ってるし。

森:開ける瞬間の写真の前に立ってるあいつって怒ってる人もいる。 (笑い)こ の本には H
氏らが苦労して開けたって書いてあるんですけど、両氏ともまだ健在ですからこの話はこ
れ位にして。 (笑い)

[「温故知新 (斎藤信房、日本原子力学会誌 No.7:1990) 東大化学教室中庭で開封作業を
行なった。主な作業者は斎藤信房、原 濃之助、垣花秀武であった。」「戦後初のアイソトー

プ輸入から半世紀(原 礼之助、Isotope News 2006年 1月 号)梱包を開く時の写真では、
斎藤信房先生の脇に原氏。」 原氏の回顧では、仁科研から東大化学教室に運び、中庭で斎

藤先生を中心に原氏等が容器の開封をしたあと、後から出てきた隣の研究室の垣花氏が開
栓した。翌日、朝日新間の求めにより、開封作業を垣花氏が再現し、それが朝日新聞に掲
載された]

それが 1950年です。一般の間では、日本の原子力の平和利用の可能性にはあんまり関心が
なかったと思います。原水爆の方に皆の関心が行っておりましたから。アイゼンハワー声
明が出たのが 1953年ですから、その 3年前。しかし50年頃からアメリカの原子炉のデー
タなどが公表され始めておりますから、ぼつばつといろんなものを、英語の資料を読んで
おればある程度わかつたんだろうと思うんです。

日本で最初に平和利用に気づいていたのは誰か、それを後で記録づけてみますと、殆んど
無いんですけれど、橋本清之助 (のちに日本原子力産業会議代表常任理事)さ んの話では、
1948年の 12月 の終わり頃に、後藤文夫さんが戦犯解除になって巣鴨から出てきたんで迎
えに行ったら、「大変だ、アメリカでは原爆で発電をしてるそうだ、日本はエネルギー資源
を獲得しようとして戦争やったんだから、日本も考えなければいかんのじゃないか、英語
の新間にそう書いてあつたぞ」と言われたのが、原子力との最初の出会いだと。後藤文夫
さんは、ご承知の 2・ 26事件の頃内務大臣 (1934年 7月 ～86年 3月 )だつた人ですけども、
あの方は英語も非常に勉強しておられたし、巣鴨の中で英語の新聞読んでそんなことに気
が付くくらい、むこうの新間にはかなり関連記事が出てたと思うんです。ですからおそら
くメーカーさんの方では、興味ある方はご存知だったかもしれない。かなり早い時期から、
GEやウエティングハウスなどがそのほうに関心を持つてたと思うんですが、あまり表には
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出ていないんです。

1950年にアイソトープが日本に来たのを契機に、アイソトープ協会の前身ができたのが 51

年ですからかなり早い時期で、後で社団法人の RI協会になるんですけれども。その後、い

ろんなことがあって、この前の茅先生や伏見先生のお話のように、3原則とかの問題が浮上

したのです。私が大学を出ましたのが 48年ですが、その頃、どうも原子力平和利用の問題
があるらしいっていうんで、日本でそれをやるなら軍事利用に巻き込まれないようにやら

なきゃならんと、「原子力談話会」というのをつくりました。だいたい全国の大学助手クラ

スにゲキを飛ばして、まあ若気の至りですけども、52年くらいでしょう、富士山麓の精進
湖の小学校の教室を数日間借り、40人ほど集まって勉強会をやつたりしました。伏見さん

や湯川さんや朝永さんから五千円ずつ出して助けてもらったのを覚えてます。あの当時と

しては大金で、今にして思えばよく出してくれたと思うんですが。

そんなことをやつておりまして、3原則なんて議論をしておった時期の理論付けというか下

働きしてたのが、この辺の人々でした。私はそれほどでもないんですが、若い方では、服

部 学君とか、大塚益比古君とか、そういう人たちと、なんとか平和利用を始めるための条

件を模索しとったという状況です。

そういうことやつている時に、53年の 6月 なんですが、財団法人電力経済研究所が、日本
で原子力平和利用を「大いに推進すべきである」、それには「これこれ」、という建議書み

たいのを出したというのが新聞に出まして、私ども嘴の黄色い頃ですから、私と先ほどの 2

人と 3人 (森、大塚、服部)で、けしからんと抗議に行ったんです。財界の人が原子力を
儲けのための仕事にしようとするなんてとんでもないと、まあ、28歳ですから‐―。

行つてみたら、丸の内の中何号館、赤レンガの薄暗い建物が並んでました。新聞で見たこ

とがある石黒忠篤さんとか、後藤文夫さんとか、岩田宙造さんとかで、論語だか孟子だか

声出して読んでるわけなんです。それで「お前たちよく来た」ってわけで、「いや俺たちは

その、戦犯でもあったけれど、日本をめちゃくちゃにした責任を痛く感じている。原子力

が日本の復興の役に立つんだろうと思ってやっとるんだ、儲けようなんてそんなケチなこ

とは考えてない。」と言った話がとつかかりになって、外で文句言ってないで中に入つて来

いってことから、私など、ミイラとりがミイラになったということなんです。

電力経済研究所は、日本発送電 (株)を解体する時に、一株あたり端数が出たんですが、
それを集めて財団法人にした。運用資産 5千万円、基本財産 6百万円。それで何をやるか
というんで、当時主婦連会長だった奥むめをさん等も理事となり、電カコス トを合理的に

きちんとしなきゃいけないということと、新しいことを考えなきゃいかんということで。

それで、橋本さんも含めて何人かの方で、原子力を勉強しなきゃいかんということになっ

たのでしょう。しかし、どうも後で聞いてみますと、かなりためらいがあったんです。や

はり核アレルギーといいますか、うっかり原子力利用なんて言うと、大衆からの大きな反

発をくうかもしれない、やつていいのかねという感じはかなりあったようです。この気持

ちは、視点は違うかもしれませんけど、松永安左衛門さんにもあったようです。ですから、

なかなかエンジンが掛からない。そこで、今日島村さんがお配りいただいた資料にもあり

ますように、最初は原子力と言わずに新資源エネルギー研究委員会って名前つけて、実際

は原子力の研究会をやっていた。杉本朝雄さんとか、伏見康治さんとか、いろんな学者に

原子力の原理を聞こうってことで、定期的に会合を持っていた。
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たまたま 1954年の 3月 2日 に、突然初めて原子力予算 2億 3千 5百万円が国会に出た時

も、東京駅のステーションホテルの会議室で勉強していたところへ、藤岡由夫さんが飛び

込んできて、「大変だ、大変だ、政府がもう国家予算をつけちゃった」と。さあどうするか、

学界も早く態度を決めなきゃあと、飛び込んで来たりしたことがあったんです。このよう

に、早い時期に、電力経済研究所は手をつけておったわけです。

私はたまたま、電力経済研の近くの丸ビルの、中央公論社に勤めていたので、夕方の 5時
か 6時ごろからは、電力経済研に出掛けて行って、たまたま旧知だった事務局長の早川淳
一さんが手伝えって言うもんだから、翻訳などいろんなお手伝いをしていたんです。そう

こうしているうちに、原子力予算も付いたということで、2年近くたってちようど原産がで

きる前の年、1955年 6月 に原子力平和利用調査会というのに名前を変えたわけです。

一方そのころ、主として瀬藤象二さんとか高橋 寅さんとか、どっちかというと電気工学系

統の方で、勉強会をする必要があると。その世話をどっかで引き受けてくれるところはな

いかというので、瀬藤さんは当時東芝の専務だったかと思うんですけど、スポンサーを探

して、結局電力中央研究所に頼み込んで、「原子力発電資料調査会」をつくったのが 54年
の 12月 です。そこでいろんなグループをつくって、ジュネープ会議の第一回が 55年 8月

だったですから、その論文でも集まって読もうってんで、最初はジュネーブ会議の論文読

み会みたいだったんじゃないかと思うんです。そういうことをやっておって、外務省にジ

ュネーブ会議の論文が来たなんていったら、僕らも押し掛けて行ってそれを持って来て、

複写して読んだりしていた、そういう熱気にあふれていた時代です。

それから、先ほどちょっと島村さんがおっしゃったように、55年の 6月 頃ですが、これは

むしろ正力松太郎さんが、経団連もやらなくちゃおかしいってし`うことから、原子力利用

打合会っていうのをつくられた。この 3つができとつたわけで、ひとつは電力経済研、日

本発送電の流れです。そういう流れと、電力中研に宿借りしておる、安川第五郎さんが会

長をしておった原子力発電資料調査会、それから、経団連の中に正力さんがつくった原子

力利用打合せ会或いは懇談会、この 3つの流れがあったということです。

そこで、ぼつぼつ原子力予算を消化もしないといけないし、島村さんはじめ役所の体制も

だんだん整ってきて、11月 には原子力研究所が、もう法律なんかつくってたんじゃ間に合

わないから、財団法人の原子力研究所が発足ということになった。その頃、アメリカでは

ちようど55年の6月 にフォーラム (劇[F:Atomic lndustrid Forum)が できていた、最

近 USCL《U面ted Sta"s Counci br Energy AwttDness)と 名前を変えたようですけど(さ
らに、1994年には NEI:Nuclear Enerw lnttitu"に 改組)。 これができておって、その時

に今の電力経済研究所の中の原子力平和利用調査会のほうから、どうも民間でいろいろや

っとるけれども、対学界という意味も含めて、産業界も連絡会ぐらいつくらないと、あま

りばらばらにやってはいけないということで、提言などはしていたんです。

これは間違いないと思いますが、橋本さんと正力さんというのはご存知のように最後の貴

族院議員、勅撰の貴族院議員です。戦争末期に、華族でもなく多額納税者でもない議員が

できたんです。唐沢俊樹さんと正力松太郎さんと橋本清之助さんの 3人だったと思います
けど、まあそういう仲間で非常に親しい。橋本さんはなにかあると、正力さんのところヘ

行って相談するんだなんて話しておられました。たしか、或るトップの人を呼んだときの

講演会の帰りに、日本でも政府が一本になったのだから、民間もまとまらなければいかん。
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民間に一本になれって正力大臣から言わせようつていうことになって、「今からそれじゃ

ちょっと行くから、お前ここで車降りろ」ってんで、私たしか日比谷あたりで放り出され

た覚えがあるんですけど。それで表は正力さんが呼びかけて、民間一本になれと(1月 20日

原子力委員会での正力発言「橋本清之助、松根宗一、菅 證之助各氏と小坂順三氏との手を

握らせねばならぬ」)。 そこで、名前もアトミックフォーラム、フォーラムっていうのをどう

いう風に訳すか、会議所か、会議所じゃなんか静的というかあんまり魅力がない、「会議」

がいいんじゃないかって、「原子力産業会議」っていうことになった。発足したのが 56年

の 3月 1日 だつたわけです。そういう風な 3つの流れが合流したわけです。

1954年 3月 に、政界のイニシアチプで、中曽根康弘さんや斎藤憲三さんなどが、原子力で

思い切り予算をつけようとして、例の保守 3党共同の予算修正があったたわけですけど、

しかし学界の左だかなんだかが、七面倒くさいことをいろいろ言う。そこで、そういう人

たちも入れて、「3原則」を掲げてみんなで国論統一してやろうじゃないかと、踏ん切りを

つけた。皆これに乗り遅れちゃいかんっていう雰囲気はありました。けれども、電力会社

関係はさきほどちょっと申し上げましたけれども、大御所の松永さんもそれほどでもなか

ったように思います。ただその時に、当時東京電力の会長だった菅 確之助さんを原産会長

にしたのは、非常によかつた。あの方は、戦後石炭庁の長官でしたが、戦争中から鉱山界

の大御所で、古河財閥の会長かなんかも勤め、俳人としても一家をなしていた、そういう

非常に広い視野を持っておられた。そういう方をかついで、原産をつくったわけです。

創立時は事務局の人事は結構大変で、総務部長は経団連から来ましたし、事業部長は平和

利用調査会から早川さんが来て、調査部長は電事連から小林さんが来た。渉外室長には通

産省の誰かが来た。とにかく皆おれの領分さと乗り込んで来た。その時事務局長をどうす

るかはずいぶん揉めました。橋本さんが、本当に団体としてちゃんとやるんなら、事務局

長を握らなきゃイニシアチブはとれない、だから俺は事務局長を兼ねるのでなければ、た

だ並び大名の常任理事では嫌と、最後までだだこねまして。大変だっていうんで、結局最

後は小坂順造さんと松永さんが二人直談判となり、ずいボん激しく議論して、小坂さんの

ねばり勝 ――。常任理事は、橋本さんの他に、電事連から松根宗一さんが来たり、経団連

からも堀越禎三さんが来たりしたわけです。その頃には私も、中央公論とのかけ持ちでは

もたなくなって、小坂順造さんが電源開発(株)の総裁になりましたもんですから、電源開発

で採用して、すぐ即日原産のほうに出向っていうことにしたわけです。

メーカーさんの方の体制つくりは、今日皆さんお見えですから、私が申し上げるまでもな

いんですけど、非常に早いんです。一番早いのが、三菱でしたか。55年の 10月 には三菱原

子力委員会、MAPをつくられた。それから日立のグループも、56年の 3月 には東京原子

力産業懇談会をつくっておられるし、住友さんも 4月 に、住友原子力委員会でしたか。そ

れから6月 には東芝が日本原子力事業会をつくっておられるし、8月 には第一原子力産業グ

ループ。ご承知のように三菱、住友、東芝グループはそれぞれ原子力の専業会社をつくら

れたし、後の二つもそれぞれ研究所を持っておられた。まあ非常に早かつた。原研が発足

してまた燃料公社もできるということで、注文が出始めたからそれに対する体制がないと

いけない、委員会では受注できないから会社を作れっていうことだったと思います。

そのころ各社は皆、どのグループに入るか大変で、建設大手の中には、社長、副社長が別々

に飛び回つてたもんだから、気が付いたら二つのグルーブに入つてたなんて珍事もあり、
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そういう事情でそのまま二つのグループ入つているというのもあります。それくらいな盛
り上がりがあったゎけです。もちろん注文があったって全然利益にもならんし、大変競争
が激しくて、ぁの当時は確か国産一号炉用の重水をアメリカから運ぶのに、入札をしたら、
丸紅でしたか、マイナスの入札を入れまして、5百万円かなんかお金出させていただきます
つてのが出て、それで落としたんですょ。 (笑い)
そういう時代でして。あんまりこういう状況じゃあ酷いから、そういぅこともある程度調
査しなきやと、原産で今もやつております産業実態調査をやり、60年には「赤字白書」を
出したんですけれど、既にその頃もう3～4年で lo億円くらいの赤字が専業三社だけで蓄
積している。そんなことで費用賄えないぞ、みたいなことを言つたりしてやったもんです。
その頃、やっと電事連でもいわゆる原子力発電の計画をぶちあげたり、いろんなことを始
めてはおりましたけれども、どれほど積極的であつたかはよくわからんのです。
56年夏のことですが、内海清温電源開発総裁の時に、原子力のような新しい、しかも当分
黒字の見込みのないものは、むしろ電源開発のような国営でやるべきだといぅことをぶち
あげたんです。それが正力さんと河野一郎さんの両実力者による、例の有名な正力河野論
争の始まりです。だいたぃ原子力は、夏になると何か起きてました。とにかく暑い夏だっ
た覚えがありますが、私はその頃まだ電源開発の禄を食んでおりまして、しかも原子力産
業会議の課長もしておりまして、板ばさみになってうろうろしておりました。結局は妥協
の産物で、2割を電源開発が出資ということで日本原子力発電 (株)ができたのが 57年。
このときは、電源開発と原産が対立して、僕なんか、お前はどつちだみたいなことを言わ
れたこともあります。

言葉は悪いですけども、電気事業者の国営アレルギーをくすぐって、ぼゃぼゃしてると国
がやるぞ、しっかりしろという感じであつて、仕組まれたとまで言うと言いすぎかもしれ
ませんが、ある程度松根さん辺りは、そのようなことを考えたフシがあります。20年も経
つた後で、雑談の言葉の端に出ております。あのおじさんとなると、その位のこともやっ
たんじゃないのかと。 (笑い)

そんなことで、原産のほうも56年には中部と関西に「原子力懇談会」ができ、59年には東
北の懇談会もできたという状況でした。産業会議をつくった時には、菅 證之助さんが会長
で、副会長が植村甲午郎さんと大屋 敦さんと杉 道助さんでして、常任理事に岡松成太郎
さん、堀越禎三さん、松根宗一さんそれに橋本清之助さん、と言う状況でした。事務局に
は電力会社からの出向も多かつたし、私も最初は電源開発からの出向だつたんです。
そのとき、裏話になるんですが、原産っていうのがいつまで要るであろうかという議論も
あったんです。その時幹部連の頭にあったのは、要するに簡単な言葉で言うと、核アレル
ギーの解消にどの位の時間が掛かるだろうか。あと lo年もやればいいんじゃないかという
感じがありまして、職員は 10年くらいでやめてもらってもいいように、退職金だけはたく
さん出すようにしとけとか言ったらしくて。 (笑い)退職金規定だけはいゃに恵まれたもの
をつくつた。私みたいに後々いつまでもやらされる人間は、途中で困っちゃって、ぅちの
連中に言うと悪いんですけど、退職金の対象になる基本給を抑えて。 (笑い)それで苦労し
とるんですが、そこまで考えてあったようです。
ところが原子力の問題は皆さんご承知のように、なかなかP ACubhcACCeptance:公 衆の
受け入れ)の問題以外にも問題がいろいろありまして、ゃめるわけにいかなくて、原産も今
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日で 33年もやらしていただいてる状況です。繰り返しになりますけど、最初の時期は、核

アレルギーって言いますか、うつかり原子力に手を出すと痛い目に、火傷するんじゃなか

ろうかというのが、やはリー番大きな問題で、かなり後にも尾を引いております。最近の

「広瀬 隆」現象も、ある意味でそれかもしれませんけれども。そういう意味でその後も、

長期計画とかいろいろなことで民間が、とにかく原産も至らない組織ですけれど、皆さん

のご援助で、とにかく民間一応一本になって政府に注文をつけ、政府も政策を変えないで、

途中で中だるみとか石油危機という状況もありましたけど、今日まで来た。

今日はメーカーさんの方もおみえですが、先程私は、核分裂の発見の時からいろいろ申し

ましたけれど、かなり早い時期からそういう英語の文献等ばつぼつ入つておつたわけです

から、メーカーさんの中には、早くから勉強はなさっておった方もいたんではないかと思

います。原産ができる前後からの体制つくりは、財閥解体後の再編成の時期で、グループ

の結束を高めることが必要という感 じがあったところへ、原子力はいい機会と捉えられた

こともあるかもしれません。非常に見事に皆さんそれぞれ体制を整えられた。その動きな

ど見ておりますと、表から見ますと原研やなんかの受注の対応に見えますけれど、その前

から、むしろメーカーさんの方が、アメリカのメーカーとの連絡があったりしたんじゃな

いかと、この辺私全然にはわからないんですが、そういうような気がするわけです。

一方、電力の方が本当に本気になったのは、大分あとだと思います。それまでは、差しさ

わりがあるかもしれませんが、そういう風には見えませんでした。ただ電力も、原電がで

きた時には、後で社長、会長になったような有能な人を、課長レベルで出向させています。

菅さんとか木川田さんとか、そういう辺からトップの人は、燃料民営化のときもずいボん

議論がありましたけれども、非常に早い時期から、核燃料サイクルについても民活的な認

識も非常に高くて、先を見ておられた。原子力を取り込むことによって民意を高めて膨ら

ましていくという動きの中で、原子力に食いついてものにしてきたような感じです。

1965年以降、電力の姿勢もずいぶん変わってきて、最近時々電力の幹部の方とお話しする
と、今社長になっておられる方は、その当時は取締役にもなっておられない方でしょうけ

ど、原子力を扱 うことによって「電力会社も、ずいぶんグレー ドアップした」ってぃうん

です。むしろその方が、原子力自体の技術面のメリットより電力にとって大きかったので

はないかいうことを、電力会社の経営者の トップの方が述懐されるようになつた。原子力

の副産物かどうかわかりませんけれど。

私も、昔の方にいろいろ確かめてみたいと思っても、それこそ松永安左衛門さんもいらっ

しやらないし、松永さんにはもう少し聞いておけたらと思うんですけど。とにかく原産を

つくった時は、橋本さんなんかまるで敵地へ乗り込むような悲壮な気持ちで、電力経済研

の仕事を思い切つて原産へ投入するという、江戸城明け渡しというそんな感じでした。菅

さんとは会ったこともないわけだし、菅さんの方も、橋本さんなんていうのは貴族院にお

ったなっていう程度でしょ。松根さんもおそらく初対面だつた。しかし、長い間そういう
立派な人々が力を揃えてやっておられたということが、大変大きかったのでしょうか。

島村 :どうもありがとうございました。15分ほど空費した割りには、短いお話で。 (笑い)
ゆっくり話されれば、もう少し時間がたったかも。 (笑い)少 しおうかがいしたいんですが、
今日は福田さんなどもおられるから、そちらからも説明してくださると思うんですが、原

子力という日本語が出てきたのは、いったいいつ頃だったでしょう。
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森:あれは、だいたい 49年ぐらいです。ちょっと手前味噌で申し訳ないんですが、私が中央

公論で自然という科学誌の編集部にいて、USISつていいましたかな、アメリカの科学情報

局の出店のようなものが有楽町にあって、そこで原子力の写真を借りたり、情報をもらっ

たりしていました。その翻訳をずいぶんのせたのですが、nuclear Кactor、 nuclear power

というものをどう訳すかという議論をしまして、あの時毎日新聞の記者だった金関義則さ

んという人が、今でもまだお元気でおられますが、nuclear reactOrは 原子反応炉がいいと

言ってくれたのを覚えています。

田中:一時反応炉って言ってました。hmaceつていう言葉があったのかな。

森:最初は黒鉛を積み上げたから、pieと 呼んでいた。だから原子堆とか訳したり。

原子炉に定着したのは、ちょつと手前味噌ですけれど、ハフスタッド氏というAECの原子

炉開発部長が書いたのを「自然」に載せたのが、確か 49年か 50年ごろですから、その訳

を乗せた頃から、大体そういう言葉が定着していた。原子力とするか原子動力とするか。

nuclear energyと nuclett pOwerの 使い分けでは、pOwerは大体において、いわゆる原子

力発電で、船の動力は含まないものをpowerって言ってることが判った。

田中:そのころ、原子動力研究会って言ってました。

森:そ うそう。その原動研が原産に入るのは、ちよつと遅れたんです。

田中:あれ別だったんですか。

森:ええ、今申し上げた中の電中研にあつた原子力発電資料調査会、あれよりどう
いうわけ

か半年ほど遅れたんです。あれは技術者の独立主義のような気分がありまし
て、松永さん

なんかの意向もあったんじゃないかと思うんだけど、かなりの時期まで大山松次郎
さんに

会長してもらって、高橋 賞さんが世話役やつて、なかなかこれは実勢を尊重
しなきやいか

んつて、こちらも腫れ物に触るみたいな、どうぞひとつご勉強くださいと。10年くらいた

ってからは、全くそういうことはありませんけど。

島村:原子力に関係する言葉は、誰がそういう風に決めたか、時
々疑間に思うんです。今の

お話の中にありましたけど、それで思い出してお開きするんですけれど、原
子爆弾が落ち

る前の日本では、原子核物理という研究がある程度行われていたわけ
です。今日のお話に

はなかったけど、陸軍、海軍それぞれが学者を呼んで、原子爆弾をつくれるかと言う研究

をやったということだったんですけれど、今日になってみると皆さんあまりお
っしやらん

し、記録も少ない。誰々は陸軍に呼ばれ誰々は海軍に呼ばれたって
いうようなことも、探

せばあるんですけども。それはいいとして、敗戦後 GHQの指令ということで、書き物によ

れば、原子力に関する一切の研究が禁止されたと。それで伏見康治さんが茅 誠司
さんに頼

んで、講和条約ができる時に、原子力の研究が全て禁止されるようなこと
では困るから、

なんとかしてくれといわれて、茅さんが外務省かなんかに確かめたところが、講和条約
に

は禁止条項は入っとらんということで、ほつとしたと言う伝説があるんです。

占領下におけるGHQの指令による禁上の内容は、私はそれの原文を持っていないので、日

本の科学百年史っていうのに出とつたのを、コピーしてもらったんです。428ペ
ージのとこ

ろに出てるんです。1945年 9月 22日 GHQ指令第 3号第 8項には、「日本からのウラン235

の同位体分離またはいかなる放射性不安定元素の同位体分離をきたすことを目的とする全

ての研究または開発を禁止する。」とあり、さらに、1947年 7月 30日 付の極東委員会にお

ける原子力分野での日本の研究における活動という文書の中には、
「日本における原子力
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分野の全ての研究は、基礎または応用的性格のいずれのものも、禁止される
べきである。

この研究には次のものが含まれる。①核分裂性核種の生産を目的とする全ての研究または

開発、②化学元素の天然同位体混合物より核分裂性の同位体を分離または濃縮することを

目的とする全ての研究または開発」とされている。

しかしながら、「実際にはこの間こうした科学的な研究が全く停止されたわけではなく、時

折 GHQの査察を受けながら、許される範囲で進められていた。天然放射性元素に関する放

射線や地球科学的な研究は、困難な状況にかかわらず続行された。また原子爆弾災害に関

する放射線科学的分析が行われた。」つまり、私は専門的なことはよくわからんけれども、

原子核物理の研究自体ってものは、禁止されなかった。

森:禁止されなかったんです。戦後すぐ小型サイクロトロンを動かして、放射線
生物学の研

究を再開していますから。その後、45年 11月 29日 に米軍によリサイク
ロトロンを破壊さ

れて、アイソトープが一時入手できなくなったことはありますが。 (理研
の小型サイクロト

ロンの再建は、1951年 12月 に建設開始、52年 12月 完成、53年からRI生産開始)。

島村:壊されたサイクロトロンだつて、核物理の研究を目的とするも
ので、確かにあれは行

き過ぎであった、壊さんでもよかつたものであることは確かなんです。

森:そ う言われてるんですね。

島村:ど うも占領軍の解釈が、同位体分離、一切の同位体分離が
いかんということになって

くると、ちよつと問題だけど。その証拠に、GHQに定例的に報告書を出さにゃいかんから

って、学術会議の中に委員会ができた。大した研究成果もあ
ったわけでもなかったろうけ

ど、やってる人たちは集まって、GHQに どういう報告を出そうかと相談しとったんです。

だから、一切禁止されたというのは、ちよつと行き過ぎのような気
がするんです。

森:そ うなんです。先程おっしやつた中にありましたけど、
「大量の」という言葉が入つてた

でしょう。大量の。Considerable amOunt Ofなんとかつて言葉があ
ったんです。

島村:その辺が僕にはよくわからなかったんです。

森:そこは最初から入っとつたんです。

島村:も う少し早く原文が手に入っても、私の知識では分からな
かったと思うんだけど、事

実としては研究は行われておつたということですね。

森:そ ぅいうことです、非常に少量の。

島村:今日になってくると皆孫引きみたいにして、原子力に関する研究
は一切禁止された、

みたいに書いてあるんです。そうすると原子力の研究と
いうものと原子核物理というもの

の関係、その辺はどうも境目がはっきりしない。私はそ
の点を疑間に思って。どうもああ

いうものに大量のというのは入つてない、確かに木村健二郎先生
のところが、放射化科学

的なものやつとたんです。

森:この年表を見ていただくとありますけど、45年から50年にかけて、いろんなアイ
ソト

ープを使ったのが出てます。

[同位元素研究の対象は、次の4種と推定される。1)広島、長崎に残留した人工放射性同

位元素。2)放射線生物学に利用した少量の人工放射性同位元素。3)天然放射性
同位元素。

4)安定同位元素の分離濃縮 ]

島村:ですから、それはいったい、原子力という言葉、研究
っていうものの中に入るのか。

原子力の研究と原子核の研究は違うんだと、こういう風に言う
のか。どうもそのへんが私
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にはわからんので、誰かに伺いたいって思つてたんだけど、ちょうど森さんが。 (笑い)

森:いや、それはまだ今日的問題ですよ。だから加速器とかいわゆる原子核研究所でやって

るようなことは、日本の場合は原子核研究だという整理で。今度縄張りを議論して、科学

技術庁が大型放射光施設 (SPring-8)をいよいよやることになってきましたけれど、一応

線が引いてあったわけです。 ドイツなんかでは、カールスルーエ原子力研究所で大きな加
速器をつくるとか、むしろそういう基礎研究が入る。

島村:私が在任中の時から、なんとなくその辺がはっきりしない。原子核物理というわけじ

ゃないけど、アイソトープと原子力発電は車の両輪だと言われていたんだけど、法律的に

いうと、アイソトープを原子炉等規制法から抜いて、別に放射性同位元素の障害防止に関

する法律がある。そつちの方は別だということにした。そこで細かいところにいくと、同

じ放射能に対する措置であっても、アイソトープの規制と、原子炉の規制と違ってくると

いうような面倒くさいことも出てくるわけです。それで大学の研究でも、原子力の方の研

究になると、とたんに原子炉規制法がかかってきて、とてもうるさくて大変だから、大学

ではアイソトープの研究に限るというような現象があるぐらいでしょ。

森:原子力基本法をつくった時は、原子力の定義はどうされたんですか。

島村:基本法でなにした時は、基本法自体は代議士さんがつくったんですからな。実質的に

法案づくりには協力はしたけれど。

森:島村さんが書くとき、どういうつもりで書いたんですか。

島村:斎藤憲三さんなんてうるさかつた。斎藤憲三さんの独壇場みたいで、両方ともはいっ

ちゃうような意味で定義されたんです。

森:あんまり入れちゃうと、文部省の仕事に全部なってきます。調整の下に入ると。

島村:いや、それはまた別の話です。原子力の定義は、原子力基本法で定められて、どこの

省だろうがなんだろうが、ばっと全体にかボせたわけです。それと原子力委員会設置法っ

ていうのはまた別だから。原子力のことは全て原子力委員会というわけではない。大学に

おける原子力研究は除くという矢内原声明と関係があるんで、ちょっとややこしいんです。

森:ま あそれも改めて。

A:GHQと の関係もあったような、原研の吉川秀夫君なんかによると、ドクター・ハーマン

ですか ?

川島:ケ リーさん?

A:そ うケリーさんだ。

森:ケ リーさんの助言でできた(1949年 1月 )ス タック (STAC、 科学技術行政協議会)って

やつ。

A:そこで、同位元素の輸入の世話してもらつたりなんかした。1950年からですか。

島村:私は子供みたいに何にもわからんから、何でも質問するんだけど、的確になかなか教

えてくれる人が少ないですわな。原子力と原子核物理の関係なんか。その辺偉いと思うん

だけど、日本語にないのを次々に翻訳していくのを誰がやったのか。たとえば、濃縮があ

るでしょ、en五chment。 これを濃縮と訳したのは、いったいいつ誰がそういう訳したんで

すか。

森:あれは私らだけじゃなくて、科学朝日も翻訳しはじめとったし、いろんなとこから定着

してきたんでしょうけど。私の記憶では、初めは「富化」と訳すのがいいつて。
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島村:富に化けるつて書く。

森:ええ。それか濃縮がいいとか。両方使つてたことがあります。

島村 :向坊さんなんか聞いてみても、知らないですよ。

森:ま あ 51年が最初だって言ってくださりゃあ、私は「自然」の編集者の一人にすぎなかった

けれども。

島村:濃縮は、en五chmentを どうして濃縮と訳したのか、という疑間が僕ら素人には起こ
るわけです。それで教えを乞うて見ると、誰も分からん時代です。確かに富化というよう

なあれも、古い文献には見られるんだけど、まあ並存時代もあったでしょう。

森:まあ 52～ 53年頃には、大体濃縮を使ってました。

島村:でも日米協定、第一回の研究協定の時は、外務省の翻訳なんかでも、全部始めから濃

縮になってたんですから。その前にあつたからそれを採用しただけで、外務省が決めたわ

けじゃないんです。その濃縮って言葉がいったいいつどっから出てきたんだと。原子力に

関しては用語が非常に難しくて、僕らは表玄関の方ばつかりいたからなんだけど、裏でい

ろんなことやっとった人がいるに違いないという気がして、そこのとこ考えてる。

A:翻訳の問題は、私が関係した 50年代中ごろでも、燃料の細かい部品の話なんかは適当な

翻訳がないから、自分で適当に日本語に直していた。多分、燃料集合体の集合体は私が使

い出したんです。結局誰かが使い出して、ちょっと広い立場にいる人が使って、同時に他

の人が言ってこないとそれが定着するし、同時に出てくると長いこと措抗しながら二つ使

われていくということで、誰もまとめなきゃならんと言いながら、木村健二郎先生なんか

もよくそんなこと仰ってたんですけど、あんまりきちんとではなく、なんとなく決まって

きてる。20年来、似たようなことじゃないでしようか。

川島:私は、51年にたまたまリリエンソールの本を翻訳しまして。その動機は、TVA

(■ennessee Valley Authority)の 本を翻訳した続きの第二作で。彼が TVA総裁の後で、

46年に初代の原子力委員会の委員長になるんです。それを辞めた後で、これを書いたんで

す。それで半分はTVAの話、半分は原子力の話。まさか原子力のこと翻訳するなんていう

心算もなかったんですけど、やむを得ず翻訳した。Atomic p■eは、反応炉とか原子炉とか

組み合わせると原子炉ぐらいがいいと、あてずつぽうで自分としてはやったんですけど、

きっとその頃は既に森さんのほうでは、そういうふうなあれを使われておった
のかもしれ

ない。自分自身としては、あまり学もないし、原子力をやるという気もなか
ったから。

A:51年ぐらいですか。

川島:印刷が出たのが 51年。だから50年くらいに翻訳を一生懸命やってたんじゃないかと

思うんですけど。だから発生の過程からしますと、私は字引を引きながら、
いいかげんに

あてずっぼうにやつたという。

島村:川島さんが言われるように、川島さんみたいに訳す人が方々にいて、皆それぞれに勝

手な訳をつけてやつとるうちに、だんだん一つが残っていくことになるんですかな。

川島:いいものがこうだんだん、共通のものとして。

田中:原子炉っていう言葉が定着するまで、やつばり変な言葉がいくつかありましたよ。反

応炉だとか。どうも炉の字も火扁の「値」じや変だから、金扁でこう書いた
「鑢」にしよ

うとか、ずいぶん苦心しましたよ。

島村:原子力って言うのは素直なようだけど、範囲がどこまでか、どの範囲を原子力という

-55-



のかということになると、どうも僕らにはわからんようになるんです。

川島:田 中慎次郎さんなんかが、ずいぶん早くから朝日新聞で原子力の勉強をなさって、

秘密ということであまり外に出さないけれども、ずいぶん早い頃から。

田中:一番まとまって議論になったのは、アメリカから例の、研究開発用にウランを 6キ ロ

グラム提供するっていう話があった時の、協定なんです。あれ英語でぽんと来ちゃったで

しょう。外務省は弱つちやつたわけです。どうやつて訳したらいいかわかんねえと。

B:外務省の若手が一生懸命調べて、書いたんです。そうして、いろいろどうも聞いて歩い

たらしい形跡があります。当時の通産省工業技術院の、当時は調査課だつたです、その辺

に尋ねてきて、そのときは田宮茂文さんと堀 純郎さんだったかな。しかし、必ずしも正鵠

を得た訳文ができないわけです。しょうがないんであちこち聞いた覚えはあるんです。

森:あれは 55年でした。最も問題化したのは、irra並樋d heL

田中:iFadiated ielと 。これを訳しそこなって、大塚益比古さんに叱られたのが外務省の

黒田瑞夫っていう条約局の課長さん。条約局は自分で訳さなきゃいけないわけだ。それで

inadh"dを間違えちゃった。
川島:後には、オーストラリアの大使をされた。

森:あの時は本当に使用済み燃料が問題だという感覚なかったから。勘ちがいして、「照射さ

れない」と逆に訳しちやったもんだから。

田中:「 されない」と訳しちゃったんじゃ。「irradiated mtte五 」」照射されない物質ってい

うのがどう考えてもおかしい、おかしいなと思つているうちに、朝日新聞にでかでかと、

大塚さんに間違いだって書かれちゃって、参っちゃった。いまだに覚えてる。黒田氏は非

常に困ったんですよ。

B:協定はそれでできちゃったんですか。「されない」でできちゃったんですか。

田中:できちゃったんです。それで、外務省は仮訳と書いてあるんだからいいじゃないかと。

それ以来原子力には全て「仮訳」がついてる。

森:そ うか、それから「仮訳」がはじまったんだ。

田中:そ うなんです、こわくて翻訳なんてできやしない。

森:僕なんかは攻撃するほうで、面白かったな。

田中:いやあ、攻撃されるのには参ったなああれは。第一 Lradhted mat薇dってどういう
マテリアルかわかんないんだもん。

森:あの頃からアメリカは、ちゃんと核拡散考えとったわけですな。使用済燃料のことをい

ろいろ条件つけていた。

島村:今のお話で、森さんは原子力平和利用調査会ができた頃は、中央公論社の森さんとし

て、講師をつとめたり。

森:あ りますか、そんなのが。

島村:ええ、あるんです。原子力相互協定についてという題で講師をやっておられるんです。

私は断片的にこういう資料を持つてるんですが。当時は 3つの団体があったということに

なってます。電力経済研究所、後に原子力平和利用調査会というふうに、新エネルギー調

査会と名前を変えて、それからさらに独立したんでしたかな。

森:いや、電力経済研究所の中に新エネルギー委員会があって、その新エネルギーを、原子

力平和利用調査会に名前を変えた。
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島村:電力経済研究所という名前で、原子力に関してずいぶん出版物出しておられるんです。

そして、53年何月かはつきりしないけど、翌年ぐらいになって、一応仕切りをして、新エ

ネルギーという風に内部的に分離したわけですな。それまでは、研究所の名前で出版して

いた。ここにあるのは電力経済研究所の資料です。欧米の原子力産業の開発の現状だとか、

いろいろ出してる。「現下わが国の原子力開発問題に対する見解」とか、どんどん出してる。

こういうのはどこに行ったら揃ってますか。私はそのうちの何冊かしか持ってないけど。

森:私のところにある、一箱ありますけど。

島村:それは原産じゃなくて、森さんのご自宅の方に。

森:ええ、うちに。

島村:そ うでしようね。原産の資料室はあるけど、どうも皆やつばり原産ができてから以後

のものばっかりで。

森:いや、できてからのも大分捨てないと。増える一方ですから。

島村 :そ ういうのが一杯あるから。それで私は後で見てみて、電力経済研究所なり、その

原子力平和利用調査会、これはもうものすごい活動であったなという気がします。それは

まあ人数もいっぱい集めて、調査の委員会みたいなのをつくって、それに森さんなども顔

を出してるわけです。阿部滋忠さんは勿論のこと、アイソトープの鈴木嘉一君や、堀 純郎

君なんかまで、その頃からちゃんと載ってるんです。だから皆名前が出てくるわけだ。だ

から相当な人をその時に集めてるのです。なんかかんか仕事頼んでは、活動しておられた。

3つあるうちの、それが一番典型的な、活発だったという気がします。正力さんの方のやつ

は、一番活動してないんじゃねぇかという気もするんです。ただこれには、書いた人もう

死んじゃったから、もう確かめようもないんだけど。

森:柴田秀利さんの本ですか。

島村:柴田さんの本は、まあこれは自分の活動を中心にして書いてありますから。はつきり

せんとこも間違つてる点もあるんでしょうけれども、そこの記述は、読売と日本テレビが

一生懸命になって、海外から使節団を迎えるあれをやったわけです。「
‐―使節団受け入れ

の世論つくりに邁進した。そしてその第一歩として財界と学界の代表者を結集して、原子

力平和利用懇談会を発足させた」と書いてあるんです。さっきの話だと打合せ会であった

かもしれんけど。

森:それは、同じだったのか別だったのかわからんけど、打ち合わせ会の方は、経団連でや

つてるんです。

島村:今、読売の副社長として采配をふるつている佐々本君は、その時一介の経済部記者と

して、財界人説得に奔走させられていた。彼の回想によると、さつき森さんが言われたの

と同じ趣旨だけど、電力界の鬼といわれた松永安左衛門や、鮎川義介までが、ダムをつく

れば半永久的に利用できるから、原子力発電などやる時期ではないと言って容易に聞き入

れなかった、と書いてあるんです。 (笑い)松永安左衛門さんだって、原子力に対しては。

森:かなり長い間。

島村:躊躇しておったんだ。だから本当の先覚者じゃなかったわけだな。そういう頭の固い

大物を次々と口説いて、ついに経団連会長の石川一郎を筆頭に、藤山愛一郎、小林 中、小

坂順造、菅 程之助、石坂泰二等々はじめ、学界からは人木秀次、亀山直人、内田俊一等々、

66人を網羅して、4月 28日 工業クラブで発会式を行い、正力が代表に選ばれたと書いてあ
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る。これだってこう書いてあるから正しいってわけじゃなくて。もう記憶違いで書いてあ

るかもしれないから、本当はどうかということ調べようと思っても、この本位が一番詳し

い奴で、正力さんが代表になったという、原子力平和利用懇談会が、何をやったかという

ことは皆目わからんのです、記録がない。

森:そ ういう意味では、あんまりやってないんじゃないですか。非常に目立つことはやられ

たけども。

島村 :それから、原子力発電資料調査会の方は、原産の本にも書いてあります。高橋 賞さ

んと、法貴四郎さんが、瀬藤さんを尋ねて、金貸してくれってわけで、外国の資料を集め

なきゃいかんから金が要るつてことで、資料調査会をつくった。そして誰とかを会長にし

ようと思ったけど、引き受けてくれないんで安川第五郎さんに話したら、二つ返事で引き

受けてくれたと、こういうわけで。これは盛んに活躍して、翻訳を一生懸命やったりなん

かした。私は一冊も持ってないけど、盛んに文献を翻訳したりなんかして、部会ごとに配

つたりなんかしておったっていうことで、この活躍もある程度わかるんです。ところで、

ちゃんとした産業界の団体ってことでなくて、さっきのお話にあった「原子力談話会」っ

てのは、だいたい学者の会なんですか。

森 :学者って言うか、青臭い、だいたい助手クラスの人たちです。1952～53年ごろです。

島村:それは代表もなしに、寄り集まって ?

森 :代表は服部、大塚、森の二人がやって、「三羽カラス」なんて呼ばれて。あいつら汚れて

る。財界の人と話しに行くなんて、汚れているからカラスだ、なんて言われて。 (笑い)三

羽烏って仇名付けられたんです。

島村 :外務省で時々外交資料を公表します。何十年か経ったそれ以前の分は発表されるけど。

C:稟議書かなんかを残す方法が決まってるんですか ?公文書館に行くものは何かっていう

のは、決まってないんですか。

島村:だから公文書館に送ろうと思う人がいるところのものは行くけど、そういう頭がない

人がいるところのものは、一つも行かないわけです。 (笑い)個人差があるわけだ。私が原

子燃料工業 (株。)にいた時だって、そうだよ。核物質管理で報告書出すでしよ。核物質の

ほかに、廃棄物の量だとか、お役所は思いついた時に聞いてくるわけです。前出した数字

とあんまり違うといかんと、担当者が心配してる。なにも心配することはない、役所じや

前のと照らしあわせるにしたつて、前のやつはなくなつてるんだから。 (笑い)

後藤 :それに、やたら書類を積み上げて、整理は乱雑だし、役所のものか個人のものかわか

んないから。引っ張り出すのが面倒くさいから、その辺に開いたほうが早いとこういつて、

お叱りを受けるようなことになっちゃう。

C:正直な方は、最初からその、探せばあるかもしれないけど。

島村:この頃は萩野谷 徹君とこの核物質管理センターで、コンピューターに入れたりなんか

しておるけど、仮にあっても、役所は照らし合わせるつていうようなことはやったことが

ないんだ。だから全然心配いらない。まあどんどん出せやと、(笑い)言つとるんです。

後藤 :戦後、本当にアメリカの将校に言われて、確かにそう言われりゃその通りだ。誰が

ポス ト替わっても、ちゃんと組織は動いてるんだから、そのファイルは相応のところから

出てくるはずだ。ところが、日本の役所はそれが全然出てこないんですな。

森 :この間、国土庁長官が引継書に署名したとか言ってるけど、あれは何ですか。
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田中:あれは引継事項を皆が書いて。

森:詳 しく書いて ?

田中:いや、詳しくもないけど書いて。それを大臣は読みもしないで、ここに書いてあるか

らあなた引き継いでください、よろしくと。

島村:渡すほうも引き継いだ方も、読みやせん。 (笑い)

後藤 :大臣の引継書くらいインチキなものないじゃないですか。

田中:これはいかん。ばらしちやったよ。

島村:いや本当にいい加減なもんだ。 森さんにまたお伺いしたいんだけど、民間の組織と

しては一応格好ついてるのは 3つあつて、それが結局原産に統合されたと。その言いだし

っぺは、誰だろうか。さつきのお話では、やはり橋本の爺さん。

森:橋本さんが、正力さんにねじ巻いたんでしょう。

島村:この本によると、やつばり柴田氏がアメリカの産業界の動きを見と
って、で正力さん

に進言したみたいに書いてあるんです。

森:そ う。両方とも本当かな。

島村 :それで、つまり橋本さんと小坂さんとを呼んで、それで何したと。柴田さ
んの本では、

こういう形になってるんです。だけど、わたしが総理官邸にいた記憶によると、そ
の 3人

が揃って現れたような記憶がないです。それは橋本の爺さんが、私
が見たこともない爺さ

んがひよこひよことやつて来て、正力さんの部屋に入つて行かれて、そ
の後、私が呼ばれ

たことは確かなんです。つまりその。

森:人を集めろ、ですか。まさに話が合ってますよ。

C:見たことないって、来られないんですか。

田中:その当時は。原子力委員会は初めてです。

島村 :56年の 1月 か 2月 頃です。

森:あれは、誰かの講演会の帰りだつたんです。

島村 :それで、総理官邸に財界人を集めろと。そして、まず名簿を
つくって持って行くわね。

正力さんが見て、あれはいい、あれも呼ボ、正力さんは、下の方はどう
でもいいわけです。

大物でないと。そして総理官邸の大広間かなんかでやる段取り
つけて、案内状も出して、

やれやれ済んだわいと。ただコーヒ
~く らい出せばいいんですから、と思ったところに正

力さんに呼ばれて、席順位表持って来いってんです。席順位
の案なんか、誰もつくってな

ぃゎけ。 (笑い)あわてて、メインテーブルであつちは誰々でこっちは誰々とやったら、
正

力さんは、全然これだめだつて言 うんです。そして名札を
つくらせて、正力さん自分で考

えるわけだ。自分のまん前は誰々と。僕なんかその頃若造でもある
し、知識がないから、

大きな会社の社長ほど偉いというくらいの順番に並
べたでしよ。誰かわすれたけれど東電

の社長はとか。正力さんによると、そんなのはずつと脇の方で
いいんです。

森:そ ういう状況でしたから。だから橋本さんにしてみれば、米国
に」Fができたのが原産

ができる前の年ですけど、要するに外国から会員に入ることができる、但
し一国一機関に

限るつていう規定があったんです。それじゃ入ろうというんで、電力経済研究所
がもうAIF

の会員に早くからなってるんです。だからイニシアチブ持ってるん
です。それでぼつばつ

頃よしと。だから正力から呼びかけさせることになって、明後日集
めることになったって

ところまで、私は聞きましたから。

-59-



島村:正力さんが、いの一番に真っ先に、一番いい席に付けたのが松永安左衛門なんです。

森:そ うなんです。橋本さんの知恵だと思います。

島村:それで、あとは皆、その人物の個人的な力量ですな。肩書きはもう全然別で、正力さ

んには不要。その頃まだいわゆるサラリーマン重役も、戦後だからいっぱいいたわけでし

ょ。みんな追放になっちゃって、若造が急に社長になったりしていた。だから、大会社の

社長であっても、力量なんてたいしたことない。実力者順に駒を並べる。私は、ハハーと

学んだんですよ。

森:松永さんがまだ原子力に積極的でもなかったし、やっばりあの人の顔を使わないと電力

付いて来んし。やつばりそれは前に据えたんでしょう。

島村:私も森さんも感じたんだけど、今日じゃ電力でなければ原子力にあらずって時代にな

りましたけど。あの頃は、電力って言うのは本当に控えめでした。

森:控えめだつたですよ。

島村:ずいぶん長く控えめだったという気がします。つまりさつき仰ったように、メーカー

の方が非常に積極的だったけど、電力の方はずっとかまえて、なかなか。電力関係の人も

勿論いるけれども、さっきの 3つの団体にしたって、以前は電力の人が中心になつてるわ

けじゃない。そういうことで、移り変わりを見たのね。その頃私はまだ若かったし、私の

印象としては、原子力は、どうしてこう老人ばかりが興味を持って一生懸命やるんだろう

かと、不思議に思ってたんです。 (笑い)今となれば、まだそれでも私より若かったが。

森:ち ょっと言い方変えなきゃならない。

実際、菅さんにしたつて大屋さんにしたつて、松根さんにした?て、今の私より若いかも

しれないけど、皆老人ばかりが異常に、石川一郎さんにしたつてそうだわな。非常な熱情

持って原子力、原子力。皆ね、仕事済ませたような人ばっかりなんです。

田中:今仕事済ませた人は、何か考えるにしたつて、ないんですよ。あればもう飛びつくで

しょう。

島村:それはもう、不思議でたまらなかった。

田中:いやあれは、面白かったんでしょうきつと。

島村:商売になる、実際に自分がやるつていう問題でない、夢みたいなものですから。

田中:そ う、夢だったからあれですよ。

島村:かえってもう老人が夢を持つんですな。今言ったような人たちだつて皆、もう大体仕

事を済ました人です。石川一郎さんだって、原子力に情熱感じて、経済団体連合会の会長

という要職をなげうって原子力委員会に飛び込んだ。その時、原子力委員は兼職が禁止さ

れてるから、辞表を書かれるのがなんと百何通.サインだけ自分でされるけど、岩間さん

って秘書が、せっせと辞表を書く。最後に僕が呼ばれて石川さんに言われたのは、とにか

く四社だけは、どこだったか忘れたけど昭和電工が入つてたことは確かだな。これは切っ

ても切れん関係があるからやらしてくれという話だから、そんなの結構ですよ、そんな辞

表書かれる必要ありませんって言ったんだけど、曲げない人だから。辞表を百何通書かれ

たでしょう。情熱を持ってやられたっていうけど、新聞なんか見ると、もう経団連の方も

四選目か何かで、もう石川さんもそろそろ辞めなきゃいけないんで、丁度いい行き先があ

ったとか、悪口書いてあった新聞もあったけど、その情熱たるや大したもので。

森:ええ、よく勉強してましたよ。
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島村:私もその後いろんなものを読んで、はあんと思うこともあるんだけど。
さつきもお話

になった、橋本さんが原子力との出会いっていうのは、巣鴨から出てこられたば
っかりの

後藤文夫さんから聞かされたんだと。後藤さんって人は、前から知
ってる私の先輩になる

大分県出身の人が友達だと、後藤さんも大分でしょ。私はそ
の人の秘書しとつたことがあ

るんで、後藤文夫さんつていうのはよく知ってたんだけど、それで、原産
会議に役員とし

て出てこぬは、出てこられても一言も物を言われるわけじやな
いし。

森:なんにも言わない。あの方は
――。

島村:ど うしてかなと、かねて疑間に思ってたくら
いですよ。そして、先覚中の先覚だった

かと、いう気がするわけです。その後は、ずつと洗ってみると、中曽
根康弘氏はいつたい、

何で原子力にああなったのかと。中曽根氏に言わ
せりや、それより前にも何だったと言う

んだけど、やつぱしこれは、嵯峨根遼吉さんの影響が。

森:そ うでしよう。

島村:石川一郎さんも嵯峨根さんなんです。嵯峨根
さんから電話が掛かって来て、この際研

究所を見にこないかつて言われて見に行
った。そうだとすると、嵯峨根さんに源を発して

おる人たちは多いんだ。

森:多いんです。その通りです。

C:学術会議も嵯峨根さん。

森:学術会議は宗派がまた少し違いますから。

島村:茅さんに言わせると、俺はそのず
つと前からだつてこう言うんだけど。茅さんは。

田中 :嵯峨根さんの出身はどちらです。

島村:知 らんな。嵯峨根さんは。

C:長岡半太郎の子息だから、出身は東京でしよう (長
岡半太郎は長崎の大村出身)。

D:あの奥さんが確か、名古屋の岡谷鋼機
の社長のお姉さんかなんかで。岡谷

の社長、もう

少しで会長になられるんだけど、私の義理
の兄にあたります。

森:嵯峨根さんとこも、少し資料がある
かも知れない。この間嵯峨根さんのお嬢さん

に会っ

たんです。例の、アメリカの飛行機から手紙落と
したでしょ。「原爆ができたから、嵯峨根

さん早く日本は降伏する方がいい」という、あ
の手紙が欲しくなって探したら、RI協会の

横山すみさんが、仙石節子さんつていう嵯峨根先
生のお嬢さんに連絡したらぃいってんで、

電話したら貴重な手紙を喜んで持って来てくれま
して。

D:あるんですか。

森:長崎の直前に、B29か ら落っことしたんです。戦後
2月 くらい経ってょうやく嵯峨根さ

んが受取ったんです。

島村:嵯峨根さんが正確に何年に渡米された
か(1949年 12月 )知 らんけど、菊池正士さんだ

って、朝永振一郎さんだつて、あの頃は皆アメリカ行
っておられたんです。それであるけ

れども、嵯峨根さんだけが、あの方もちよ
つと異常な感覚持っておられたから、他の方は

ただ勉強ばっかりしておられたみたいだけどo嵯峨根さんは来る人来る人
つかまえては原

子力施設を見せておられた。

森:あの人はやつばり新しいこと好きだった。来る人
来る人つかまえちやあ洗脳してたんで

すよ、あれ。

島村:しかし、森さんみたいにその当時若い方は別と
して。あの頃リーダーシップを持って
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おられた方のほとんどは故人ですから。本やなんかに出てくるのは皆。

森:それじゃ島村さん手伝いますから、少し歴史をつくりましょうよ。

島村:知恵もないけれども、そういう人たちがどういう端緒で原子力に熱心になり始めたん

だということは、私には極めて興味があるんです。

森 :嵯峨根さんの先見性は大変なものでした。

島村:それからメーカーの方はやっばしこれは、競争だから鋭敏だな。

A:ど っかが始めたら、皆が一生懸命にやる体質があるわけですから。それにしてもやっぱ

り始めたのは、どこかですね。

島村:やはり会社の トップが、 トップで誰かがやれと、調べろということでないと。メーカ
ーの方では、研究者が始めたってわけじゃないでしょう。そう思うんです。

A:研究者もいるでしょうけど、 トップが皆熱心になつてます。
森 :瀬藤さん辺りにあれすると、わかるんですけど。

島村 :瀬藤さんには僕はずいぶんお世話になって。それこそ炉型戦略なんか考えるっていう

んで、聞きに行った時でも。東芝の、どこのビルだつたかなあ、小さな部屋だったよ。

田中:銀座の辺にあったマツダビルの。

島村 :何を聞きに行ったかっていうと、日本としては軽水炉の場合でも、PWRと BWRと 両
方ある、両方あるのもおかしなものじゃないですか。あなたは東芝だけど、いったいどう

思われますかと聞きに行つたことがあるんです。そしたら瀬藤さんは、「島村君、ウェスチ

ングだ GEだつて言うけど、皆それぞれ考え出したわけじゃないんだ。ありゃハEC(米国
原子力委員会)が研究した結果をウェスチングと GEに渡して、それをああいう風にもて
はやしただけで、まだどっちがいいかわからん。しかしこれ要するに似たようなもんだ。

日本で両方やってもそれは良いだろう。」という話を。

森:それは、正鵠な話だ。

後藤 :大 したものだ。

島村:瀬藤さんについては、いろんな思い出もあるけど、その話が一番。原子力の炉型戦略

的な面としては、時々思い起こすんです。

森 :それいつ頃ですか。

島村:コルダホール型東海発電炉を入れることは決まったけれど、その次は軽水炉だといっ

ていた頃。

B:JPDRを どっちにするかつて、いう頃ですか。

森 :これは書かなかったんだけど、さっき申し上げたハフスタッドさんって、私の部屋に最

近来られたんですよ。去年、一昨年になりますか 11月 頃。電中研の人が私のところに連れ

て来たと思うんですけど。要するに「原子力を最初 日本に平和利用しなさいって勧めた一

人」が自分だと。ホプキンスとローレンスと自分の 3人で東京で講演会を開いて訴えた。

島村 :その講演会はこれに詳しく書いてあります。

森 :そ うです。それで結果、なんか知らんけど今やアメリカより日本進んでるそうで、誰か

に「お祝い言いたい」と思ったら、私の友達がこいつ (森)に言っとけばある程度関係者
に伝わるだろうと言われて来ましたというわけです。私は、「ところでハフスタッドさん、

一番最初は確かにお名前見たけど、途中から米国の原子力界からお名前がなくなったよう

に思うんだけど、何故ですか」って言ったら、「いやその通りなんだ」って言うんです。面
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白い話なんですけど、ソ連が 5千キロの原子力発電をやり、アメリカは、大変だ、これ早

く追いつかなきゃいかんと大騒ぎになって、それじゃ潜水艦の炉を陸に上げて発電すりゃ

一番いいってんで、シッピングポー ト原発をつくり、軽水炉発電を急ぐことになった。

その時に、彼は反対したんですって。そこにあるものを、ぼんと乗せるっていうのは、ち

ょっと乱暴すぎる。もう少し、どの炉型が一番発電に向いているかを議論してから取り掛

かるべきだと、ずいぶんがんばつたんだけど、「皆、とにかくソ連に追いつくことで頭が一

杯だったんで、押し切られてしまった。それが気に入らないので、わしは辞めアカデミー

ヘ帰っちゃった」と。私も、軽水炉はよほど「運がいい」炉なんですなと言ったら、そう

かもしれんって笑ってましたけど。本当にお話しするのがやつとなんですよ、もう85位で

す。ちょっと私も劇的な対談だったと思う。たまたまぼんと来られたもんですから、30分

位しかお会いできなくて。あの当時アメリカでは、そういう議論があったんですな。

島村:読売で呼んだ、最初に来たのはホプキンス (ゼネラル・ダイナミクス社長)。 招聘した

使節団は、当時既に誰も知らぬものとていない原子物理学者、サイクロトロンの発明でノ

ーベル賞に輝いたアーネス ト・ ローレンス博士。それに続いて米国原子力委員会の原子力

開発部長として工業界の第一歩を受け入れ、特別功労賞を受けたローレンス
0ハフスタツ

ド博士。加えるに、私に原子力への目を開かせてくれたバーモン・ウェルシュ副社長と。

森:ああ、あの一行ですね。

島村:この話も、原産の本にはちょつと何行か書いてあるけれど、さっき私が言った前史で

しょ。だから日本の開発には、これは相当大きな影響与えてると思うんです。読売にもう

トップで書き立てて、日比谷公会堂が聴衆で一杯になったと書いてあるでしよ。その講演

会は 55年です。だからあの本の中では、それは柴田氏が皆自分の功績のごとく、書いてあ

る本だけども、そうはいっても無視することはできないと思う。

森:いや、彼は当時の真相をよく知ってます。正力さんの秘書官です。単なる秘書でなくて。

B:じゃあ生きておられるんですか。

森:いや、昨年亡くなられた。若かったけど、まだ若いのに。

島村:お葬式に行ったけど。この部屋にも来てくれたことあるんだ。あの本は僕の名前が二

ヶ所くらい出てくるから、一冊ぐらいくれていい筈なのに。とにかく、
「島村が怒鳴り込ん

できた」と書いてあるんだ。正月声明[原子力委員会の初会合(1956.1。 4.)の とき
「原子力発

電は実用段階」と言う趣旨の声明を、正力委員長が抜き打ち的に発表した]の ときに。

田中:あの声明の時に。正力さんを怒りに行ったんだ。我ながらよしやあいいのに。 (笑い)

島村:あの時、ばかなこと勝手にしてもらっちゃ困ると思って、僕が怒鳴り込みに行った。

田中:大臣に言う代わりに柴田さんに言つたんですよ。

島村:その前に正力さんから、12月 28日 に命令が来て、声明出すから原稿つくってくれっ

てから、僕書いたんですよ。我ながらよくできたと思って渡しておいた。ところが 1月 4

日、正力さんから配られた声明見てみると、僕が書いたのとは全然違うんです。 (笑い)

田中 :で、怒っちやった。

森:あの時は、私の家に湯川さんから電話掛かってきたんです。「すぐ来い」と、
「原子力委

員辞めようと思うから」。福田家に呼び出されたんです。湯川さん、その声明を読んで頭に

きた、もう基礎研究なんてしなくていいって言つとる、こんなのお前たちが原子力委員会

に入れっていうから入つたけど、もう辞めるつて。「先生いくら何でも今日入つて一日目に
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辞めるってことはないでしょう」まあ、なだめたんです。湯川さんの奥さんのスミさんと

一緒になだめた。そっち側では、そういうことがあったんですか。それを知らないから、

役所もいい加減だなあ。どうしてこんな声明出したんだろうなと思ってたんだけど。

島村 :それが、島村が怒鳴り込んで来たと書いてある。

田中:怒鳴らぎるを得なくなっちゃったから。

森 :それでわかりましたよ。

島村:それでこの本によると、その後島村とは仲直りしたと書いてありますけど。だから一

冊位はくれても当然。面白くおかしく、そう書いてあるわけです。

森 :あの頃は、もう本当に大変だった。

島村 :「5年以内に原子力発電をやる」という声明出せと、柴田氏が正力さんに進言して。

森:柴田さんと正力さんとは、向こう側でそれやつとつたわけね。

島村:柴田さんは、結局喧嘩して読売から飛び出たんだな。

田中:最後はそこ書いてあるから.始めのほうに、大喧嘩したって書いてある。次の社長は

柴田だつて言ったんだけど、後で暴言吐いたんで、怒って俺やめちゃつたつて。面白
いや

つ。1985年に中央公論社から出ている厚い本です。ほとんどTVと 原子力のこと。

島村 :だけどさ、正力さんもだけど、この人も相当曲者ですよ。

田中:その辺ちょつと松根さんが絡んでたんじゃないですか。松根さんも柴田さんが。

島村:松根さんて、誰でも彼でも呼んで話を開く、あれを説明しろ、これを説明
しろ。

後藤:あの頃の大人物は、皆横暴。 (笑 )

島村:そ う、大臣以上です。外務省であろうと通産省であろうと、誰でも呼
ぶんだもん。

後藤 :大同製鋼本社ビルに松根さんの部屋があって、
「鎮座」しておられるところに、片っ端

から呼びつけるわけです。私は全然関係ないけど、この中でちいと物の分かる
のはお前く

らいだって、年がら年中僕呼びつけられる、蕎麦一杯食わされて。そ
のあげくにこんなに

資料持って来て、これを俺が聞いてわかるように、30分で説明しろというんで。

田中:本当によく呼びつけてたな。

島村:松根さんは何でまた原子力に
――。

森:電事連の副会長だったんです。あの頃菅さんが初めて電気事業連合会というも
のを、独

立した組織としてつくろうとした。そこで初めて電力会社以外から、専任の副会長を連れ

てきたんです。今では全く違うでしょう、東電の常務から副会長が入れ替わりで来る。

島村:今は、東電かなんかから連れてきて適当にやつとけつていう感じですから。あ
のころ

はプロパーをつくらなきゃいかんというんで、総務部長も、プロ
パーで採用したんです。

森 :全然電力に関係ない方です。名前は忘れたけど。その時は菅さんらしく、ある程度
一つ

の独立した団体としてきちつとやろうと、ごくわずかな間そういう時期があったんです。

島村:松根さん、僕も昔は知らんけど、とにかく第一回の原産の原子力調査団で、僕も役人

やってたから、「顧問」かなんかで参加して
――。

森:あれは壮々たるメムバーでしたね。木川田さんとか、まだ常務でしたよ。皆その後で
い

わゆるオーナー社長みたいになられた人ばかり。富士電機の前田七之進さんも入つておら

れましたかな。皆さんそれぞれ。

B:住友電工の坂本さんが行ったやつですね。

森 :そ うです。技術課長くらいの時に。
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島村:外遊中に電報が入って、技術部長か研究部長
かに出世されたんです。

森:あの頃の外遊は、長いですから大変です。
一ヶ月くらいすぐ経っちゃう。

島村:そ ういうあれに入ってたんですけど、私な
んか肩書きは課長だったんだけど、役人だ

から「顧問」として入れてもらって、お供してぐる
つと回つたんです。2ヶ月半くらいだつ

たかな。途中で帰る人もあったし、入れ替わりも多少あ
ったかもしれませんけど、そうす

るとそりや顔見知りって言うより、大抵でも親しくなり
ますわな。土光さん (当時石川島

社長)なんか、その後の旅で顔を合わせるけど、土光さんその時以来、島村
は原子力屋だ

と思ってる。土光さんは私のことを、原子力ばっかりや
ってると思ってるんです。

森:団長は、大屋 敦さんですか。

島村:団長は大屋さん。1956年のことで、海外は初めて
の方も多い。特に電力会社は、とに

かくその時代なんか国内の産業ですから。メーカ
ーさんと違って輸出入についての知識が

ない。まあ輸入はあるけども、電力の人なんて
いうのは国外に出たことないでしよう。大

きな発電所でもつくるつて時、借款もらいに、経理担当
の方がやっと行かれるくらいで。

原子力なんてことで電力さんから海外
へ出たのは、木川田さんがそれこそ初めて位のも

の

じゃないですか。

森:いや、あの時は、時効だからいいけれども、鈴
々たる顔ぶれでしようが。とにかく外貨

をもっとなんとかしろといわれて、ちよつとや
つたら見付かりまして。原産の人じやなか

ったけど。あのころは為替管理が厳しかつたですな。

島村:そ りや厳しかつたですよ。私が、課長
のくせに役人としては最高の、局長クラスの費

用が出たんだけど、一日 19ドル 50セ ントかな。ず
いぶん偉い人と一緒に行くにはたまん

なかったですよ。そりや国内でこそ土光だとか木川田
だとかって、アメリカに上陸したら、

何の誰兵衛やらわからんのだから。先方の都合
で部屋割当てられるでしよう。翌日の朝出

発の前に、キャシャーの前で支払っている
のを見ていると、瀬藤さんなんかより僕の方が

高かったりするわけ。 (笑い)

後藤:私も経験ありますよ。課長の時に、お偉方
の会議に付ぃていったら、僕の部屋が、大

屋晋三さんの次に高いんだもの。俺、もう本当に泣
ぃたよ。金払えやせんもん。

島村:ウエーキ島に寄ってハワイに行くでしよ。
ロイヤルハワィとかあるでしよ。僕の部屋

は幸いにして、まだハワイで近ぃせいか、悪
い部屋だったんです。それでも、部屋代が 17

ドル.朝飯したらはみ出ちやう。

川島:それにしても2ヶ月半というのは長いですよ。

島村:飛行機は遅かった。クリッパーかなんかで。と
にかくウエーキ島で給油して行かなき

ゃ、ハワイにも寄れなかった。

森:そのかわり送る方も大変です。羽田で万歳
三唱してさ。

後藤:私もウエーキ島で給油です。59年に行った時、やつばりそう
でしたな。

島村:56年の 9月 に出発したかな。ロンドンに行
ったら、もうオーバー買わなきゃならんか

ったですょ。スウェーデンなんか行ったら雪が降ってん
の。長いこと掛かったんで、そう

いう状況でした。僕なんかのオーバーなんていう
のは、ロンドンの百貨店に行っても、子

供売り場のほうに回されるし。 (笑い)

森:あの頃からスリムでいらっしゃったから。

島村:だけどおかげで、そういうことあったから、産業界
の方々に面識を得て。木川田さん
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なんかずいボんかわいがって下さった方です。だから良かったんですけど。原子力の知識

より、そういう方に知られる方が得して、よかったぐらいでしたが。松根さんなんかは、

他の仕事されないで、調査団の団員としてずっと一緒だったわけです。

森:あの人もまじめに歩いてました?

島村:ええ。東海岸の魚釣りにいっぺん行かれたけど。それでまだ、ヨーロッパなんか商社

もないでしょ。駐在員がデュッセルにいるんです。パリになんかも、一人もいないんです。

一軒もまだ店出してない。パリになんて店出したら、案内ばっかりの仕事になっちゃうか

らっていうんで、皆敬遠してデュッセルくらいにある。それで皆どつからでも飛んでくる

んです。アメリカ行っても、ニューヨークからサンフランシスコまででも、商社の人がや

ってくる。けど、皆さん決してお金に不自由はなかったです。腹巻か何かにいっぱい持っ

ておられるし。商社の人は現地で調達されるし。困ったのは私くらい――。

森:いや、だからだいぶお世話したんです。ちょっとやりすぎたなと。

島村:私の方まで手が回りかねた。

森:そ うそう。 (笑い)円がなきや。やっばリドルはさしあげられませんから。
島村:最後にローマに着いた時は、切符だけだ。飛行機に乗りさえすれば飯は食わせてくれ

て日本まで運んでくれると、そう言われりゃ―、思い出がありますけど。

後藤:そ うですね、僕が帰りにグアム島に寄つたときには、ポケットの中に 18セ ントしかな

かった。そしたら、喉渇いてしょうがなかいもんだから、コカコーラを一本 15セントで飲

んだんです。ポケットには 3セントしかない。帰りに税関で、お前さん外貨どの位持って
るんだっていうんで 1セント玉を 3つ出したら、人をばかにするなって係官怒り出して。
本当に俺これだけしかないんだって言ったら、立派なもんだって。立派じゃない、金ない

んだよって。 (笑い)

島村:いや、ちょっとまとまりませんけど。時々勉強はじとるつもりなんですけど、皆さん

方でも、何か古いもんでもありましたら、お知らせいただくと有難いです。

森:ち ょっと集めますか、それじゃ、ぼちぼちと.

川島:いつ頃から書き始めるおつもりなんですか。もう書いておられるんですか。

島村:前史のほうは、すぐしようと思つてるんですが。いっぺん森さんに産業界のこと伺っ

て、ある程度のことは考えてましたけど、細かい点はわからないけど、ある程度まとまり

そうな気はする。学界のほうは大分念入りに聞きすぎたくらいで。政界のほうは私も半分

くらいは知つとるし、話も聞いたでしょ。残りは行政でしよ。さっきお話した計画二課の

課長を越智君が僕の前にやってました。今、どこかの石油の社長やつてるわな。

後藤:あの越智君ですか、越智度男 (おち のりお)君。合成アルコール。
島村:彼に、原子力利用準備調査会時代の話を聞かせてくれと。僕の持つてる資料も村田 浩

君からもらった資料も送って、少し思い出してくれと。村田君でもいいわけだけど、村田

君はずっとだから、向こうはかえってごちゃごちゃになつてると思うんだ。原子力やった

ことのない男だったら、鮮烈に覚えてると思ったら、「休み潰して詳細に読んで懐かしかっ

たけど、書いてあること以外に、どうしても思い出せない。」って言うんですよ。

森:こ ういうものは、話してるうちに思い出しますよ。

島村:それで、当時経済企画庁の次官しとつた、東電副社長の石原武夫さんとこも行ったん

だけど、これも覚えてないって言うんです。君の方が詳しいよって、君に皆任しとったか
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らって調子でしょ。 (笑い)それで、しょうがないから村田君に頼んで、その次は原子力利
用準備調査会。原子力委員会の前身みたいなもんでしょう。あれが皆忘れられてるから、

あれのことも書かなきゃいかんと思うんだけど、僕は半分より後だから。前半の話を少し

聞きたいと。

川島:村田さん、当時メモをずいぶん取って持っておられたけど、少し捨てたとか言ってお

られました。

島村:精密じゃなくていいし。記憶だけでもいいから、思い出ぐらいのことでもいいから話

してくれつて。田中君だって、工業技術院にいたから。調査会に出す資料なんかも工業技

術院でずいボん準備したんだし。

森:すいません、ちょっと私。

島村:今 日はどうもありがとうございました。4時過ぎちゃって。お忙しいところどうも。
今後ともよろしくご協力お願い致します。

森 :いま、公明党がおかしくなったということで。

島村 :公明党もわけわからなくなってきたねえ。伏見先生にしつかりしなさいと――。

(加筆訂正 :森 一久)

(出席者懇談)

田中 :草の根運動というのがあんまり出てくるようになったら、非常にあぶないんだそう

です。西独が今から 14～5年前草の根運動が、ちょうど日本と同じようになって、それか
らだんだん具合が悪くなつてきちやって、長く続くらしいんです。それで今度非常に心配

なのは、グリーンパーティが出てくると困つちゃう。それで公明党あたりも、ちょっと心

配している。

島村 :自 然保護ね ――環境保護。知床問題など日本になかったわけじゃないけど、全然横

断的でなく散発的でしよ。日本じやそうたいして心配するあれはなかったけれど、最近な

にするのは、女の人だということですよ。

田中 :だから女の方から選ばれて出てくるようになると、今まで関心のなかった女性が面

白半分に投票でもされると、沢山出てきて、沢山と言うことじゃなくても、3人でも出てき
たらちよっと具合悪くなっちゃう。

島村 :話聞かせたって、もう聴こうともしないし、理論的に話してもわからないし。純情

そのもので「子供を守ろう」と言うようなことだけですから、却って怖いですよ。

田中:しかし、この間の 23日 、24日 に配布された資料をできるだけ集めさせて見てみると、

まるっきり原子力はなんだなんて、中身は全然書いてないんです。要するに怖いもんだか

ら、あれは止めさせるようにしましょうってことで、こういうことをやりましょうと書い

てある。まるつきりなんだよ、原子力は怖いものと一言しかない。後はず―つとこんなこ

とすると面白い、こうやって皆でやっつけちやいましようということだけなんだ。あれで

通っちゃうのは、イヤになっちゃうな。

島村 :こ の頃、なんてったって国民の生活は落ち着いて、少し余裕が出るようになったで

しょ。僕の家もそうなんだけど、女は暇になつとるわけなんだ。そうすると、一番流行る

のが、新聞の折込なんかに、なんとかカルチャーセンターとかいうのが出ているでしょう。

なんでもあるでしょう。いっぱい女が行くわけさ。僕の女房は古墳に凝りだして、始末に
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困るわ。

後藤 :古墳はいいですよ、歴史に――。

島村 :カルチャーセンターに行かない人は何するかというと、ふとした動機で子供を守ろ

うなんてことになると、そっちにいっちゃうわけだ。そうすると自費を使ってでも参加す

るし、暇があるんだし。僕は文化が向上したせいじゃないかという気がするなあ。女性に

ゆとりが出てきた。

B:その通りだと思います。
川島 :四国の伊方原子力発電所で反対の帰りに橋を見て、観光コースみたいなもんです。

田中 :観光コースだったですか。そんなつまらんことやられて、よわつちゃう。

それで思い出すんですが、伊方の発電所に手をつけたときに一番反対した人、60前後から

上の人、その人達は反対するのが非常に生き甲斐だというんだなあ。こっちはむきになっ

て一所懸命大文夫と言うでしょう、ダメダメそんなことじゃ全然ダメつて言って、われわ

れ行つていろいろと陳情したりするでしょう、それを見て喜んでいるわけです。だから、

世の中騒がして、愉快犯ですよ。反対運動がだんだん鎮火したら、バタバタ死んでいつち

ゃうんでしょ。しょうがね―や。

後藤:それから、全然原子力に関係のない私の知り合いの奥さんで、ちゃんとしたインテリ

なんですけど、そこの坊やがすばらしくできのいい、運動もよくできるし、頭のいい一人

っ子なんです。かわいくてかわいくてしょうがないんですよ、親父がすこしずつこけるも

んだから――。それでその奥さんが僕をつかまえて聞いたのは、「原子力発電所というのは

本当に大丈夫なんですか」というんです。なんで原子力発電所なんだと問いたら、チェル

ノブイリ事故とかいって、この子たちが大きくなったとき大変なことになる――。父親は

商社の幹部で、原子力には全然関係のない人なんです。そう知能指数も低くない、頭のい

い奥さんが、子供が心配だというわけです。こういうのは困るんだなあ。

B:若干 10年月期位の学生運動の名残もあって、反体制運動は頭のいいやつがやっているの

がまだ残つているでしょう。それに、怖いって話には、皆さん飛びつくでしょう。二つ重

なりまして。怖いって話というのは、原子力じゃないけど、今朝の朝日新聞の投書で「貧

血に肉と魚を食べれば鉄分が取れて良いってのは、ものの本で勉強したんだけれど、肉は

やはり化学飼料だとか抗生物質が入っていて怖い、魚は海が汚れているところから採れる

から怖い、私共は肴も肉もなるべく食べないで野菜を食べて貧血は我慢するんだ。」という

投書がある。

島村 :それで放射能降ったらかなわんというわけか。

B:そ ういう怖い話というのは非常に信じる。宗教みたいなものになる。

田中 :宗教ですね。

後藤:私に訊いた奥さんも、子供に食べさせる物が心配だというわけですよ。

田中 :それでもう一度言うんですが。伊方で反対した人達は非常に喜んだんですな。30人

位集まってくる人達は、歳が 60以上でしょう。それで反原子力というのを旗印にしてわあ

わあやって、後は世間話をして楽しんで帰って行くわけです。そんなところに呼び込まれ

て、一所懸命説明するこつちのバカがいやになっちゃう、あほらしい。

後藤:う ちのばあさんあたりがそれ位の年齢ですよ。暇で暇でしょうがないんだな。子供は

大きくなっちやつてるし。
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(参考)仙石節子回顧談(「嵯峨根遼吉記念文集」より)

父に宛てたこの手紙は、1945年 8月 9日長崎に原爆が投下されてから数時間後の午後 3時

に、爆心地から約 50キロ離れた諫早市郊外有喜方面の田圃で回収されました。それは爆風

の大きさを測るために原爆と同時に、落下傘を付けて投下された観測用ゾンデの内側に貼

り付けられた形で、帝国海軍技術中尉北村軍治氏により発見されたのです。

ここにある 3人の友 (中略)Dro Luis W.Alvarez、 Dr.RObe■ Setter、 DR Phmp Morrison

は (中略)広島、長崎に原爆を投下するため技術者としてアリゾナ砂漠での第 1回実験に

引き続き、南太平洋のマリアナ諸島の小島 Tinianに きていました。

数日前の広島への原爆投下にもかかわらず、日本の降伏の色が見えないため、第 2の原爆

を搭載した B29を 12時間後の長崎投下を目指して Tinian島を発進させる準備が進められ

ていたその時、アルバレー博士の発想からこの父宛ての手紙が発進を数分後に控えて製作

されたのです。 (中略)

諌早の海軍技術者の宿舎でゾンデから取り出された手紙は、直ちに海軍省へ届けられまし

たが、父がこの手紙のことを知ったのは海軍省からではなく、諌早の宿舎でゾンデが解体

された折東大出身で父の名を知っていた技術士が居合わせ、その人から父はこの手紙のこ

とを知らされたのです。しかし、父がこの手紙を目にしたのは、長崎に原爆が投下されて

から約 2ヶ月後の 9月 末のことでした。父は佐世保の元海軍鎮守府を訪れ、西田少将から

この手紙を受け取っています。

この手紙にはサインがしてありませんでした。父は 1946年 3月 、来日していたウイルソン・

コンプ トン博士にこの手紙を託し、その兄のアーサー 。コンプ トン博士に手紙の差出人を

捜してもらうよう依頼しました。 (中略)

一方、ローレンス研究所に戻ったアルバレー博士は、日本の物理学者が戦時中及び終戦後

のアメリカの科学雑誌や学会の資料等を入手できないでいることを知りました。 (中略)博

士は真珠湾攻撃以後のPhysical Re宙ew誌全巻と、同時期の Science Abstractsを 日本の科

学者のためもらい受け、 (中略)GHQの 一員として来日していた Fox博士あて送り届け、
東大の父の研究室へ届くよう手配して呉れるよう依頼しました。その依頼の手紙の中でア

ルバレー博士は長崎に投下した手紙のことを述べ、一部でも自分のところへ記念に戻して

もらえたらと尋ねて来たのです。Fox博士のもとへ送られた Physic」 Re宙ewと Science

Abstractsは、ただちに父の所へ届けられました。 (中略)

1949年 12月 、 (中略)アイオフ大学に向かう途中父はバークレーに立ち寄り、カリフォル

ニア大学でアルバレー博士と再会、そこで長崎の手紙の写真コピーにアルバレー博士のサ

インをもらったのです。1949年 12月 22日 のことでした。(中略)

父の 13回忌に当たり、(中略)古い書類を整理して(中略)カ リフォルニア滞在中と記された書

類の東から、アルバレー博士とモリソン博士のオリジナルサイン(手紙の左上と右下)のある

写真コピーの手紙が発見されました。モリソン博士のサインは 1950年 6月 3日 になってい

ます。モリソン博士が、この手紙にどこでサインされたのかは分かりません。

私達の記憶にある父の机はいつも書類の山で、本人は整理してあるのだと言つてはおりま

したものの、一度これらの中に埋没してしまうと中々見つけられないままのものがあつた

のに違いありません。今回アルバレー博士とモリソン博士のオリジナルサインのあるコピ

ーが見付かり、安堵しているのは、もしかしたら父ではないかと苦笑している次第です。
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In a happier time.

With best wishes

June 3, 1950 Philin Morrison

Headquarters

Atomic bomb command

August 9, 1945

To: Prof. R. Sagane,

From: Three of your former scientific colleagues

during your stay in the Unitcd States,

We are sending this as a personal message to urge that
you use your influence as a reputable nuclear physicist,
to convince the Japanese General Staffof the terrible
consequences which will be suffered by your people
ifyou continue in this war.

You have known for several yeare that an atomic
bomb could be built if a nation wglg \illlliqg to pay
the enormous cost of preparing the necessar5r

material. Now that you have seen that we have con.
structed the production plants, there can be no doubt in your mind,
that all the output of these factories, yellting 24 hours a
day, will be e:rploded on your homeland.

within the space of three weeks, we have proof-fired one bomb
in theAmerican desert, e:rploded one in flileshims, snd
fired the third this morning.

We implore you to confirm these facts to your leaders,
and to do your utmost to stop the destruction and
waste of life which can only result in the total
annihilation of all your cities if continued. As scientists,
we deplore the use to which a beautiful discovery has been
put, but we can assure you that unless Japan
surrenders at once, this rain of atomic bombs will
increase manifold io fury.

Finally signed

Dec.22, 1949

to my friend Sagane

with best regards from
Luis W. Alvarez
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伏見先生と学術会議

開催日 :1985年 9月 26日

講師 :大塚益比古 (大阪大学、電源開発)

出席者 :島村武久、別府正夫、石川欽也、坂内富士男、今村 努

05

島村 :大塚さんの、難しく言えばご経歴だけど、原子力とのなれそめの、どういうことでい

つ頃から原子力に興味をお持ちになったか。

大塚:先 日島村先生からお電話がありまして、原子力のごく初めの頃の話を思い出せって言

われまして。考えてみると私も、今日ここへ来ると、先生の前だとかなり若い方ですけど、

やはり大分年をとりましたんで、音を思い出すのに大分苦労しましたが。とにかく昔を思

い出して、原子力予算がついて、話がいわゆる政治的というか公なものになる前、結局学

術会議の伏見さんを中心にした動き辺りの古い話を何とか思い出して、話せということで。

2～3日 古い資料引っ張り出して、少し持って参つたんですけれども。

私自身のことを先に申しますと、私は 1951年 (昭和 26年)に大阪大学の理学部の物理を
卒業致しまして、そのまま大学院に残ったわけです。形の上では伏見研究室なんですが、

後に病気でお亡くなりになった木庭二郎 (こば じろう)と いう助教授の研究室におりまし
て、初めは素粒子論をやっておったんです。ご存知のように素粒子論っていうのは非常に

ぼくち性のある分野でして、テーマを選んだり、それから頭が相当切れないことには、そ

ういうばくちの仕事はできないんですけど。たまたま木庭二郎助教授の結核が再発して、

入院されてしまいまして。私は大学は旧制ですから、三年生の時に既に研究室に入つて、

先生の指導よろしきを得て勉強しておったんですが、木庭二郎先生が入院してしまうとた

ちまち、何ていうんですかな、もう何をどうやつていいのかわかんない、こりゃまるで太

陽が沈んだようなもんだって気がしまして。先生が病気になったんじゃ僕の能力ではとて

も駄目だと思って、形の上の主任教授の伏見先生のところに恐る恐る出向きまして。当時

私の親父は、既に事故で死んだせいもありまして、いつまでも遊んでるわけにいかないし、
いろいろ事情があって、伏見先生に相談に行つたんです。そしたら、今でも覚えてますけ

ど、きみ、原子力というのを勉強してみんかねと言うわけで。 (笑い)

それで、私が伏見先生との共訳になつてますけれど、「原子憧の理論 (The Elements Of
Nuclear ReactOr TheOry:Glasstone&Edlund)」 、その本の勉強を始めたわけです。伏見
先生が、今でも覚えてますが木庭二郎助教授の入院してる病院までわざわざ出向いてくれ

まして、私を申し受けてくれまして。それから伏見教授室そのものの中に私の机を置いて

くれまして、いわば受付兼秘書のようなことをやりまして。原子炉の理論の方をこつこつ

読みながら、翻訳をやっとつたんです。あの本についてはほとんど先生から何も教えても
らわないで、ただ自分で勉強して、本が間違つてるなつてところだけ、先生この本どうも

間違ってるつて、そんな間違つてるなら自分で直しやいいじゃないかって調子でやっとっ

たんで。

その頃に伏見先生は既に学術会議の会員でして、しょっちゅう東京へ行ってはいろいろ、
いわゆる学術会議の仕事を相当やっておられたんですが。ですから、何しろ教授室そのも
のの中に座つてるもんですから、かなり先生の動向については知っておったはずなんです
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けども、その頃は今から考えるとまだうんと若かったですし、そう政治的な問題に私は興

味がなかったし、あんまりよく覚えてないっていうのが実感なんです。それで、今からお

話しますけれども、いよいよ原子力問題が ――。

島村 :伏見先生はいつまでおられたのですか。

大塚 :1961年に、名古屋大学にプラズマ研究所ができて、あれの所長で出るまで大阪大学

におられたわけです。それで、今からお話しますけども、学術会議の中で伏見先生がいわ

ゆる原子力問題をいろいろやり始めた時に、委員会があると先生のポケットマニーで、一

緒に汽車に乗って東京へ出てきて。あの頃、御茶ノ水の駅のそばに弘文堂って本屋さんの

屋敷がありまして。よくそこへ先生と一緒に泊って、それでまた先生と一緒に、大阪に帰

っておったんですけども。結局そうこうしているうちに学術会議にいよいよ 1954年 4月 に

原子力問題委員会ができた折に、藤岡由夫先生が委員長になって、藤岡先生のご尽力で、

僕をそこの専門委員っていうことにして、アルバイ ト料っていうか、非常勤の職員の給料

を僕につけてくれるようになりまして。それで結局、大阪大学の大学院に籍を置いたまま

私は東京へ来て、今度は東京で下宿して、専ら学術会議のお手伝いをしておったんです。

ですから、年の割にその当時の学術会議とか偉い先生の動きをよく知っておっただろう思

います。

島村 :伏見先生に大塚さんが知恵貸しておったわけですな。

大塚 :いやいや、どう考えても、そういうことは当時はなかったと思います。それにあの先

生は、いくつになっても人の言う事を聞く人じゃない。 (笑い)今だっておよそ僕の言うこ
となんか聞きはしませんよ、あの先生。

島村 :伏見先生も忘れてるかと思って、伏見先生にも聞いてみたんだけど、その後朝永振一

郎さんの書いたものを読んでたら、大分その辺のことがわかってきました。

大塚 :はあ。朝永先生も巻き込まれて随分苦労されたんですから。

島村 :朝永さんも茅さんも、伏見さんにあてられた方ですかな。

大塚:茅 誠司先生っていうのは、年からいっても伏見先生より上で、もちろん学校は東北帝

国大学卒業ですけども、いわゆる物理の世界では茅先生は伏見先生の若干先輩でして、伏

見先生もなんか大きなことの時は、茅さんのところには相談に行くんです。茅先生を尊敬

してるっていうか、茅先生の言うことはかなりよく聞かれるんです。じゃ、本論に入って

もよろしいですか。

島村:ど うぞ、お願いします。

大塚:今お配りしたのは、今日の話のために一応メモをつくろうと思って、古い資料を引っ

張り出して年表をつくってみたんですけども。さっきからお話してますように、伏見先生

は、東大の物理を出てすぐ大阪大学に行つて、すぐ助教授になって、って方なんですが、

本来はもちろん理論物理なんですが、ある時期菊池正士先生の所で実験をやつてるんです。

もちろん戦争前ですが、中性子を使った実験をやってまして。中性子を原子核に当てて出

てくるガンマ線の測定とか、そういう最先端の、当時フェルミがイタリアでやってた中性

子実験にちょっと遅れて、中性子をやっていたっていうことと、戦争中は従って菊池さん

と一緒に、ウランの核分裂だとか、連鎖反応の可能性とかいうようなことは研究して議論

をしておったわけです。もちろん当時ですから、まとまった論文になったものはありませ

んけども、ご自身としては非常に少壮の研究者の時代に、中性子だとか核分裂だとか中性
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子の減速問題だとかそういうことに関わってて、原子力問題には特に親近感を持ってた。

それからもう一つは、ご存知のように菊池研究室のサイクロトロンは、戦争が負けてアメ

リカ軍が来て、それを掘り起こして大阪湾に沈めた、正にその現場におったわけですから、

やはり日本の、広い意味で言 う原子力研究のあり方とか将来については、常々関心がある

っていうか、非常にバックグラウンドがあったわけです。

それで 1951年 (昭和 26年)ですけども、戦争に負けた 6年後に、学術会議は春と秋に総

会があるんですが、秋の総会に伏見提案として、講和条約の中に原子力研究の禁止条項が

含まれることのないよう、とりはからうべきだという提案をしたという記録があるわけで

す。当時の事情を申しますと、戦争が負けて、1946年にドイツと日本とは原子力研究を禁

止されまして、その後原子力にかかわりのありそうな、例えば原子核の実験だとか宇宙線

の研究だとかそ うい うものは、全部半年ごとに報告書をまとめて GHQ(General

Headquarters)に定期的に報告させられておった、そういう時代なんです。

そこで講和条約がいよいよ結ばれると、既に51年の9月 にサンフランシスコで調印があり

まして、翌年の春には発効するという時期だったんですが、その条約に絡んであるいは付

帯的に、日本の原子力は禁止だというようなことになると非常に困ったことになるという

ので、学術会議の総会でそういう提案をした。ただこれは幸いにして講和条約、あるいは

それに付随するいろいろの中に、日本の原子力研究を禁止するというあれはなかったもの

ですから、次第に事情がわかるにつれて、それは杞憂であったということで、それ以後の

ことは本件については、それ以上のことはありませんし、記録を見ても伏見提案がその後

どう扱われたかについては、あまり定かではない。ただそこに書きましたのは、そういう

公の所で、原子力研究問題を最初に取り上げたという意味で書いておいたんです。

学術会議というところは、月に一度ぐらい運営審議会っていうのがありまして、会長、副

会長及び 7つの部会の部会長あたりが出てきて運営の協議をやるわけですが、1952年の 7

月の審議会に、当時副会長は茅 誠司先生と我妻 榮先生とお二人でしたが、茅さんから提

案がありまして、その同じ年の秋の総会に、政府に対して原子力委員会ごときものの設置

の申し入れを行うことにしてはどうかと、つまり原子力問題をとりあげることにしてはど

うだという提案がありまして、第四部の理学が中心になってその準備をしようという相談

が、運営審議会で出たわけです。第四部の部長が岡田 要さんだったんですが、伏見さんに

非公式に関係者と相談をして、提案の原案をつくってくれんかという話がありまして。そ

こでそのお膳立てに乗りまして、伏見さんがかなり精力的に、と言ったってもちろん物理

の世界ですけれども、あちらこちらの物理屋の所へ出かけては、この問題の議論をしても

らうようにしたわけです。

ところが、当時はそういうものに興味を持つてる人、原子核の研究は皆さん熱心でしたけ

れども、原子力についてはおよそそういう関心がなかつたところへ、降ってわいたように

そういう伏見提案が出てきたもんですから、物理の世界はいささか騒然と致しまして、い

たるところで議論が行われて、こういうものはとかくそうですけれども、かなり批判的な

意見があちらこちらで出たわけです。

そこで、あちらこちらで議論をしている途中に、それまでの意見をまとめて伏見さんの名

前で手紙ができまして。それをあちらこちらに送ったという経緯があります。それを調ベ

ますと、10月 の 1日 、原子力調査委員会設置について諸兄のご意見を承る、というのがあ
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るので、それのコピーをつくってまいりました。この伏見先生の手紙をご覧になりますと、

当時伏見さんがどんなことを頭の中で描いておったのかというのを、ご理解いただくのに

非常に面白い、私も何十年ぶりかにこれを読んで、ああ確かこういう手紙を書いておった

なあということが、少しわかってきまして、興味深く見ておるんですけれども。

ちょつと丁寧に中を見ますと、まず経過というところを見ますと、今申しましたように、

まず 7月 25日学術会議の運営審議会で茅副会長が次のような提案をした。「日本でも原子

力をどうするかを考える時期になった。10月 の総会でこの問題を審議して、政府に対し何

らかの申し入れをすべきである。これには政治、経済、文化、産業などあらゆる面からの

検討が必要で、学術会議の内部に特別委員会を設けるなりして準備を進め、別に原子力委

員会ともいうべきものを設けるべきではなかろうか」という話でした。

その茅提案について審議の結果、運営審議会として決定したその 1が、その年の 10月 の総

会に、政府に対し原子力委員会設置について申し入れを行うことを提案すること。その準

備は第四部が中心となり、各部の部長の意見も聞いて進めること、というのを審議会で決

めた。その次に、第四部長の岡田 要から伏見に対して、原案を作成するよう依頼があった。

これはどうも手紙であったようです、気付と書いてある。本来なら第四部内に起草準備委

員会を設けるべきであるが、時期の関係、時間的な制約を考えるとそうはいかないんで、

非公式に関係者に相談されたいとのことであった。3番、既にこの手紙を書く前に非公式な
2～3の会合をやって、伏見の試案を提示して意見を聞いてみたということがそこに書いて
あります。

伏見さんのことですから、もっぱら理学部ばっかりですけれども、9月 の6日 には東大の理

学部に、これは宮本梧楼先生のところだと思いますが、東京在住の原子核の物理屋に集ま

ってもらって話をし、意見を聞いた。同じ9月 の 15日 には、神戸の理学部の、これは何研

究室かはわからないですが、その場は主として理論屋が集まったようですが、そこで意見

を聞いた。ここには阪大の菊池さんも出席した。それから 9月 の終わりには、阪大の理学
部の会議室で科学者懇談会があったらしいですが、そこでいろいろ意見を聞いた。

そういうところで伏見試案というのを出したんですが、まず準備期間として 2年ぐらいを
掛けて、実験用原子炉の建設を目標にいろいろ準備するという話をしてるんです。細かい

のを飛ばしますと、その次の二では、実験用の原子炉の建設に 3年ぐらい掛かるんではな
かろうかと言っておられる。次の三では、いよいよその後工業化のための準備期間、これ

はどの位かかるか、よくわからんつていうんです。しかしまあ準備をして、4番として、本
格的にいよいよ工業用原子炉の建設と、プラス発電施設の製造という実用に入つていくよ

うなことになるんじゃなかろうかと。

その次に、日印のようなマークがそこにあるんですが、この企画の目的は、将来日本工業

のエネルギー源の絶対量を、原子力によって増やさなければならないという観点、それは

相当遠い将来になるかもしれないが、今日から出発しなければ世界の大勢に遅れるであろ

うって書いてあるんです。それからもう一つの目的の第二ですが、原子核物理学の振興育

成に役立つであろうと。二番目に計画性のある研究組織といったものが、この仕事を通じ

て育まれるんじゃないかと。四番目に、専門分野及び場所のいろいろ違った人たちの科学

技術者を横をつないでやる体制がこれを通じて育つのではないかと。それから五番目に、
一番初めに考える実験用原子炉といえども、それはいろいろの役に立つのではないかと。
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つまり中性子源として役に立つだろうし、放射性物質の量産にも役に立つ、というょうな

ことを伏見先生は目的として考える。

その次に、それに対して既に 3回のミーティングでいろいろ問題が出た。そこで問題とさ
れた点として整理しておられるわけですが、政治経済上から、 (イ )外国から援助が得られ
ないどころか、外国から妨害されるのではないかとか、 (口 )も し資源を、濃縮ウランとか
重水とか黒鉛とか、資源を輸入する場合には、その輸入先の国から支配権力が及ボんじゃ

ないかとか、 (ハ)も う当然のことですが、平和利用とは言つているけれども、爆弾製造の
方向にいずれ方向がそらされる危険があるんじゃないかとか、 (二 )日本で研究してもそれ
が外国に利用されるのではないかとか、 (ホ)特にアジアの諸国に対して悪い印象を与える
おそれがあるとか、 (へ)数百億とか数千億なんていうことが、日本経済の負担に耐えうる
のかというような話。それから今度は科学全体においてはこういう応用科学に大きな金が

出ると、純粋科学が圧迫されるんじゃないかということを心配すると。それからこういう
ことをやると、物理学界に混乱が巻き起こるんじゃないかというような心配をしておりま

して、せっかく物理学の世界でいろいろ研究体制をこれから育てていこうという時に、非

常に妨げになるんじゃないかという心配があります。

隣のページに移 りますと、実現性から言っていろいろ問題があるんじゃないかっていう意

見が出たと。あるいは原子力発電っていうなら、外国でできてから買えばいいじゃないか

とか。そういうことに対して私はこう思うんだというのが、問題点に対する伏見私見とい

うのがあります。それは、今から先の世界のことはわからんけれども、大国が援助 してく
れるつてことは多分ない。よくて積極的妨害がない程度だろう。アジアの諸国とはむしろ

仲良くやれれば一番いいんだっていうような話をしたり、それからヨーロッパの小さな国、

例えばノルウェーとオランダは共同で、既に実験用の原子炉 JEEP(熱出力 300kw)を持
ってるが、あの程度のものならそう外国の印象を悪くすることはないんじゃないかと。ま
たやはり成果が外国に利用されるとか、そんなことも恐らくないだろうと。兵器への転換
というのは、実験用の原子炉の段階では、そう心配しなくていいんじゃないかと。

もちろん大事なことは、今から憲章のようなものを用意して、軍事研究は一切やらないと
か、結果は公表しようとか、研究者一般によってそういうことを監視できる組織をつくる
必要があるだろうとか。それからお金のことは、実験用原子炉なら50億円程度でできるし、
それを 5年ぐらい掛かってやるとすれば、国民経済的に大きな負担とは言えないんじゃな
いか。それから 5番 目は研究者にとって一番心配な、純粋研究を圧迫するかどうかという
ことだけれども、この辺がもう伏見流なんですが、研究費の多い方面に研究者が移るのは

自然の勢いだから、それだけで悪いとはいえないんじゃないか、なんてことを言うから研
究者を刺激するんですけれども、そんなことも手紙に書いてあるんです。

それから最後のページに移 りますと、この計画を実現するには、ウラン資源の問題が一番
大事だけれども、国内資源は全く悲観的だが、実験用ぐらいのものはあるいは数 トンぐら
いは見つかるかもしれない。それから実用化に入っていくと、今持っている知識からいう
と、インド辺りで手に入るんじゃないか、そんなことを言っておるんです。それからこう
いう原子力工業をやる日本の技術水準が低いことは事実だけれども、これを国家事業とし
てやれば、それが刺激になつて、日本の技術水準を引き上げることに役立つんじゃないか、
そんなことを考えてるっていうのが、伏見さんの意見でして。
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そういうことで、今まで議論をして参りましたが、10月 にいよいよ学術会議の秋の総会が

ありますので、それまでにご意見をぜひ学術会議の事務局宛よこしてください、そういう

手紙を関係の、知り合いの各方面に相当広くこれを配ったわけです。で、注意というとこ

ろが面白くて、研究室でよく議論してくれってのは当然なんですが、外部報道関係には洩

らされんように願いますと (笑い)い うのが書いてある。これは何十年ボリかに私も読ん

だんですが、この手紙が配られたもんですから、本件は少なくとも物理屋を中心にした世

界では、日本国中いたるところで議論が行われたんです。

最初の年表に戻りますと、いよいよ 10月 の 22日 から24日 に学術会議の秋の、いわゆる第

13回総会があったわけです。その総会の初日に、第四部だけで集まってやったところが、

どうもこの茅・伏見の構想は評判が悪くて、第四部の案として、公の案として提出するわ

けにいかんと。理由はまあ討議不十分ということで、第四部は冷たかったわけです。やむ

を得ず茅・伏見の連名の個人提案という格好で、いよいよ総会に出すことになったわけで

す。その総会に出したところが、第四部でさえ支持がなかったわけですから、結局総会で

も支持がなくて、どうやらこれを強行いたしますと否決される、潰れてしまうという目途

が立ったもんですから、とうとう茅・伏見提案は提案者の方で撤回することになった。

つまり強行にやって一回潰されますと、どうにもならんもんですから撤回をすることにし

て、その助け舟として我妻副会長が提案を致しまして、「学術会議が原子力研究に対しいか

なる態度を取るべきかを検討する委員会」を、学術会議内に設置するという提案にすりか

わったんです。この提案は、政府にどうこうするのが表から完全になくなりましたので、

我妻さんの調停案のようなものですが、これは通りまして、そこで臨時の委員会、この問

題を扱うための委員会として、第二十九委員会というのが発足をしたわけです。

第二十九委員会の名簿っていうのを一枚持って参りましたけれども、この辺の方は皆もう

ほとんどお亡くなりになりましたが、委員長は務台理作 (むたい りさく)、 当時慶応大学

の文学部で、学術会議の第一部副部長です。あとの委員は、一部からは井上 清、長田 新、

それから二部、法律関係からは立命館の前芝確二、この先生も亡くなってます。それから

早稲田の和田小次郎、これはもうすぐに亡くなった。それから東大の社会科学研究所の山

之内一郎さん。二部が経済ですが、広島の森戸辰男学長、世界経済研究所理事の小椋広勝

(おぐら ひろかつ)、 これは無職だったんですかね、山田勝次郎。四部、理学から東京教

育大教授の藤岡由夫、それから阪大の伏見康治。この中でご熱心だったのは結局前芝確三

さんと小椋広勝さんと。それから後、藤岡、伏見、そのあたりだったように記憶致します

が。

この第二十九委員会は、人数もこじんまりしてたせいもあるんですが、急ぐということで

短い期間に相当幹事会をやったり、いろんなことをやっておりまして、その時の記録があ

ります。原子力三原則の重要文献集がありまして。

島村:それはどっから出たんですか。

大塚:それはわからないんです。これ 3年か 4年前にどっかから。金取られたと思うんです

よ。原子力三原則 25周年記念出版と称してるんですが。これ物理系のどっかじゃないかと

思うんですが。僕はおよそコレクションの趣味はない男なんですが、こういう記録関係は

皆ないもんで、よくまあこんな古いものを印刷してくれたなあと思ったのを覚えておりま

して。中は見なかったんですよ。
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島村:大枚を投じてお買いになったわけですな。

大塚:そ うなんです。いや、確か向こうから送りつけてきたんじゃないかと思うんです。多

分振替用紙と一緒に。どうせ買うだろうと。それを、あったことだけ覚えてまして。

島村:25周年。5年前じゃない。

大塚:そ うです。だから確かあったはずだと思って、会社のロッカーを、おとついか何か大

分探しましたら、やっと出てきたんです。これのおかげで大分助かりまして。それの左半

分に、茅・伏見提案の議案なるものがちょつと出てます。その下半分は他の文書だと思い

ますが。結局今申しましたように、「政府に原子力問題について申し入れることの可否を検

討する」つていうことが、議案になつてるんですが、今申しましたように、これが潰れて

第二十九委員会ができた。ところが第二十九委員会も、さっき挙げたお名前でだいたいお

判りでしょうが、前芝さんも小椋さんも、ご熱心な方はだいたい左派系の先生方でして。

その時は五部なんて工学関係はもう冷たくて、というか無関心で、委員なんか出してくれ

んのですよ。

島村:計 23名 って書いてあるけど結局はこの位の少人数の委員会になった。

大塚:そ うなんです。五部・工学、六部・農学、七部
0医学からは委員が出て来なかったん

です。もう工学の先生なんていうのは、後で伏見さんの書いたものにもありますけれども、

原子力発電なんていうのは、現実とは誰も思ってないですから、もう大体委員も出てこな

い。それと法律とか経済の方からこういうところに出てくる先生は、いずれも左派系です

から、政府なんていうのはおよそ信用ならんっていう、戦争中のあれを持つてる先生です

から。そんな平和利用といったってそうはいかないよ、いつ何時軍事利用にならんとも限

らんとか、伏見さんあたりは公開だとか何とかって、それはそう簡単にはあれだとか。当

時はアメリカとの関係でまだ結局講和条約がやっとできた当時ですから、アメリカとの依

存関係が非常に強くて、MSAっ て話があったんですな。相互なんとか、再軍備政策って感

じのあれがありましてね。MSAが何の略かわかんないんですが。
A:Mutual Saお蓼 ard、 相互安全保障ってことか何かですかね。

大塚:ああそうかそうか,そ うですね、Mutual Sattguardsですか。それで Areementか

何かですかね (Mutual Secu五 tyAct)。 だから当時既にアメリカとはそういう緊密なあれを

結んで、再軍備の方向へ行くという雰囲気が非常に強かった時ですから、平和利用に限る

わけにはいかないという、であろうという雰囲気は皆さん非常に心配を持ってたわけです。

従ってこの第二十九委員会も、伏見、藤岡の二人ぐらいが前向きな話をしても、なかなか

そちらには乗って来なかった。

島村:ああそうですか。

大塚:はい。で、その結論が。

島村:熱心な人だけ集まったってわけでもなかったわけですな。

大塚:そ うなんです。これが学術会議の面白いところで、関心のある方は必ずしも支持する

人じゃなくて。そこでその年代表の真ん中ご覧いただきますと。あ、その前にちょつと申

しますと、その茅・伏見提案が没になって、やっと第二十九委員会の設置でごまかされた

という時に、伏見康治はその時の、何と言いますか心の内を、朝日新聞に書いたんです。

それ読むと、何故この時期に自分が原子力開発を一生懸命言うのかつていうことと、それ

から学術会議でとうとう葬られたけれども、代わりに出来た委員会は、予算もないし大し
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たことはできるまい。しかしまあそういう過程を通じて、皆さんが簡単には原子力に乗り

出さない様子がわかつたので、たとえ今後どっかから原子力問題が提起されても、そう簡

単に皆さん尻尾を振って原子力やるようにはならんのであろう。というようなことで、あ

る意味で安心だというような、ちょっと例の皮肉っぱい、出だしが例の科学は諸刃の剣で

あるというところから始まる、有名なあれがあるわけです。その当時の、茅・伏見提案を

潰された時の伏見先生の、ある程度お化粧した心境はそれをご覧いただくとかなり参考に。

島村:これはこれに載つてるんですか。

大塚:それは、別なんです。

島村:別ですか。

大塚:70歳の時に、伏見康治の今まであちこちに書いたものの中から。

島村:論文集。

大塚:論文じゃないんですけど、随筆っていうか学問的なことは何も載ってないですから。

島村:ああそうですか。それに出てる。

大塚:そ ういうのがありまして。

島村:それに載つかつてる。

大塚:ええ、それに載つかつてるとこから複写して参りました。

島村:そ うですか。

大塚:この間伏見先生現れた時は持ってこなかったですか。

島村:ええ、手ぶらで来られて。

大塚:多分そうだろうと。

島村:自 分の話すことは文献的に裏打ちしないと、間違ったことを言つとるかもしれんとい

うお断りが最初にあって。 (笑い)

大塚:ああそうですか。それは聞いておりませんでしたけど。それじゃ裏打ちしたことにな

りますかな。 (笑い)

島村:これは貴重なあれですよ。

大塚:それで、いよいよ 1953‐年に入りまして。その第二十九委員会が発足して非常に短期

間ではありましたけども、精力的な議論はしてくれたんですが、早や 3月 には結論が出ま
して、「原子力研究についての大規模な調査機関を設けることは、学術体制の整っていない

現在、これをつくることは適当でない」という極めて否定的な意見が出てしまつたんです。

島村:はっきりしてますな。

大塚:それには理由が出ておりまして、日本の現在の状態の下にあって、大規模な調査機関
をつくることは危険である、というのが第一の理由なんです。これはだから、要するに政
府がもう信用できんっていうことだと思うんです。つまり平和の仕事だって言っても、ど

うなるかわからんという、つくることは危険である。第二の理由が、基礎研究が大切であ
る。つまりこれは当時、学術会議の一番頭の痛かつた仕事は、いろいろな分野を通じて基

礎研究に金がないし設備がないし、皆非常に苦労していた時期ですから、こういう大型の、
どつちかというと応用的なものが出てくることに対して、非常に皆さん警戒的であったと
いうことが、今から想像できるわけです。二番目の理由が、学術体制の問題として、学術
研究の自由を確立する上でも適当でないと思うと。つまり、いろいろ政府やその他の干渉
があって、また研究が統制されたり発表が規制されたり、そういう方向へ行く危険要素が
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強いということを、この先生方が感じておると。かなり率直なっていうか、すごい理由が

ついてるもんだと思いましたけれども。そういうことで、この第二十九委員会っていうの

は、伏見さんの意に反しまして極めてネガティブな意見を出してきたんです。

このあたりを通じてわかることは、今申しましたように、平和利用の保証がどうなるんだ

ということと、基礎研究への圧迫ということと、ここには今申し上げませんでしたけれど

も、原料その他を手に入れることを通じて、外国の支配の影響を受けるんじゃないかと。

主としてそのくらいの大きな問題点が、当時いろいろなところで批判のあれになったと記

憶しております。

そういうことで、第二十九委員会は後いろいろとやっておったんですが、秋の総会に第二

十九委員会の報告をしまして、総会としてはそれを了承した、つまりそういう今大きなも

のをやるべきじやないってことを承認したんですが、但しこの臨時の委員会はそのまま存

続させて、なお原子力問題を調査させようっていうことになったわけです。ただその年末

がちょうど学術会議の改選期でして、それまでの会長は亀山直人さんだったと思いますが、

新会長が茅 誠司、副会長から会長に上がり (1954年 1月 ～57年 1月 、57年 1月 ～58年

4月 )ま して、まだその当時 55歳 じゃなかったですかね。今問題の第二十九委員会の委員

長は藤岡さんになったんです。今度は推進側の委員長が出て。推進側の委員長が出てきた

もんですから、ひとつしっかり原子力問題を取り上げようっていうことで、その次の年、

1954年ですが、いわゆる委員会を開く前に色々広く意見を聞こうっていうんで、原子力に

関する公聴会と銘打って、いろいろ人を呼んで話を聞いたって事実があるんです。それが

例の原子力予算が出る年の 2月 27日 です。

この時にどんな人を呼んだか、話を聞いたかっていいますと、後に原子力委員になられた

武田榮一さんが、エネルギー資源の観点から、原子力問題も現実的に検討することが必要

だっていうような話をして。抜山平一先生、これは東北大の電気の、その頃大御所ですが、

これは五部の先生だったと思うんですけど、これは、原子力は近い将来新しい動力源とし

て広く利用されることはほとんど疑いないことだから、今のところその見通しがはっきり

しないけれども、それにもかかわらず実現に向かって努力をすべきだ、というような前向

きの話をして。それで、過去において科学の進歩は常に武器に利用されてきたけれども、

それは何も原子爆弾に限ったことではない、従ってそれだけを理由に原子力研究を歓迎し

ないというのは、自ら文化を捨て野蛮人の生活に帰ることと同じだということを、抜山平

一さんがお話になった。それから東大のお船やっておられた山縣昌夫先生が、潜水貨物船

って話をされた。船は造波抵抗っていうのが一番大きくて、これをもし潜って走れば、極

めて抵抗が少なくなる。原子力だと酸素が要らんわけだから、原子力で潜水貨物船をつく

れば、海運は飛躍的に進むんじゃないかという独創的なお話をされて、原子カエンジンの

速やかな実現が望ましいと。それから朝日の田中慎次郎さんがお話になったのは、この要

約によりますと、日本においても原子力の産業的利用の研究が必要だと言う話。ただし二

番目に、日本の特殊な地位に省みて、そのやり方については戒心を要すると思われる、と

いうようなことだったようです。

ただこのシンポジウムの記録がどっかに全記録あるのかどうか、ちょつとよくわからない

んですが、後二人、一人は服部 学 (はつとり まなぶ)が原子力に関する国際情勢という

話をして、原子力の平和利用のためには、原子兵器の即時禁止が第一の条件になるべきだ
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という話と、日本の原子力問題に関しては、MSAの再軍備政策が進んでいる中で、あるい

は学術会議の弱体化というようなことが進んでいる中で、原子力問題に取り組む
ためには、

平和を守り抜くための相当強い決意が必要なんだと。従ってMSA再軍備反対が絶対に必要

なんだ、というような話をしております。

それからこれは北海道の理論物理のかなり急進的な方の、宮原将平先生、
この方ももう亡

くなりましたが、原子力研究については、まず原則的に科学
の研究というものは完全に自

由でなければならない。政治上の指導で研究が圧迫された過去
の経験があるので、原子力

においてそういうことのないようにと思うけれども、ただそう
いう危険があるからという

だけの理由で、原子力の研究が禁じられる
べきであると私は思わないと。その後、まあい

ろいろ慎重なご意見で、いろいろな分野に対する資金配分なども慎
重にやらにゃいかんと

か。それから研究組織としては、政治権力から独立が保証
されてなければいけないとか、

相当色々、宮原将平さんの所だけやけにこれ詳し
いなあ。 (笑い)最後は日本の現状を考え

ると、科学研究の自由を阻害しないで原子力研究が行われ
るとはとても思えないというこ

とです。だからやっばり官原さんもかなり極めて批判的な側
の、やるべきじやないという。

そんな公聴会と称するものが、当時あったわけです。

それで藤岡由夫委員長としては、そういう、広く意見を聞
ぃたっていうことで、第二十九

委員会としては相当勉強もし、技術法律の勉強も
し、藤岡さんは 2月 の末には、いよいよ

やる気でおったわけです。そしたらそのほんの数日後に、
よく皆さんご存知の 3月 2日 に

なって、改進党の中曽根康弘代議士提案の原子力予算
が予算委員会に出まして、記録によ

りますと早くも二日後には衆議院本会議に提出され
て、翌日には通過して参議院に送られ

るという、今の時代には考えられないような、(笑
い)すごい速さで原子力予算が成立を致

しまして。たまたま同じ月に、ご存知のように 1954年 2月
28日 に、ビキニで水爆実験が

ありまして、第五福竜丸事件 (3月 1日被災、3月
14日 焼津帰港、読売新聞 3月 16日付け

報道で問題化)が起こったのはご存知の通りです。

それで世の中の事態が急に変わったものですから、学術
会議としては、ここに書きません

でしたけれども、新しく会長になった茅さんと第二十
九委員会の藤岡由夫さんのお二人で、

審議会だとか会議だとか間に合わないもん
ですから、直接国会議員の方

へ出向かれて、原

子力予算を今出すのはいかにも時期的に、まし
て原子炉を築造する予算などという風なも

のは、とてもじやないけども今出せないという
ことで。その辺は中曽根さんも受け入れて

予算の目的を原子炉築造 (原子炉築造のため
の基礎研究費および調査費)から原子炉何と

か調査 (原子力平和的利用研究費補助金)に確かに変わりまし
たんですけども、予算その

ものは通過致しまして、原子力利用準備調査会
が、緒方竹虎、愛知揆一、小笠原二九郎、

大達茂雄、石川一郎、茅 誠司、藤岡由夫をメ
ンバーとして発足をしました。もつばらそこ

にいろいろ物を申すために、第二十九委員会が作業をや
ったというのが実際の経緯になる

わけです。

その頃はだから伏見さんもっぱら原子力やっとるわけで、早
くも3月 の 11日 には、原子力

憲章草案という伏見案というのを用意致しまして、第
二十九委員会に提出、これはもう第

二十九委員会だけじゃなくて、原子核の研究者だとかあち
らこちらに全部配られたわけで

す。例のこれが、七か条からなる伏見原子力憲章草案
です。島村先生は七か条はお読みに

なったことがありますか。
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島村:あ りますよ。比べてみなきゃわかんないけど、全文かどうか知らんけど、載ってるの

がありまして。伏見さんに聞いてみたんだけど、いまどこにありますかなあなんていうこ

とで。

大塚:(笑い)そ うだろうと思います。あの先生も、僕が真似たのかも知らんけど、およそ

資料整理の悪い先生ですから。

島村:も との原案持っておられますかって言ったら、さあ今どこにありますかなあ
って。

大塚:多分持っておられないでしような。ペースはこんな
ペースでお話してよろしいですか。

島村:全然結構です。

大塚:ちょっと原子力憲章伏見案っていうのをご覧いただきますと、1日 本国民は原子爆弾
に

よって多くの同胞を失った唯一無二の国民として、世界諸国民と共にこ
の、惨虐と書いて

あるんですが、惨虐な兵器が再び使われることなく、科学の成果が人類
の福祉の向上のた

めに開発利用されることを強く祈念する。日本国民は原子力が将来の国民生活
の重要な基

盤の一つとなることを期待し、自ら原子力研究開発利用に進む高邁な意図
を持っている。

この意図を実現するために、その事業の大綱を日本国憲法の精神に
のつとり、以下の条項

によつて規制する。

第一条、原子力の平和利用を目的とし、原子兵器に
ついての研究開発利用は一切行わない。

第二条、原子力の研究開発利用の情報は完全に公開され、国民
は常に十分な情報に接しな

ければならない。第二条、諸外国の原子力に関する秘密情報を入手利用
してはならない。

第四条、原子力研究開発利用の施設に参与する人員
の選択にあたつては、その研究技術能

力以外の基準によつてはならない。第二条、同施設に外国人
の投資を許さない。第六条、

原子力の研究開発利用に必要な物資・機械の輸入には、通常
の商行為の方途以外の道を使

ってはならない。第七条、分裂性物質の国内搬入・国外搬出に
ついては国会の承認を必要

とする。]附としまして、[政府はこの憲章の精神に則り、原子力法案
を作成し原子力委員会

を設けて原子力事業の総括奨励にあたらしめなければならな
い。原子力法案の作成

0原子

力委員会の設置については、原子力が未だ研究の端緒にある
に過ぎない事情を考慮し、日

本学術会議に諮問して科学者の意向を強く反映しなければならな
い。1ま あ最後に要するに

学術会議を尊重せいっていうのがついてますが、さつきお話
したように、伏見の書簡に対

するいろいろな批判、あるいは学術会議の第二十九委員会
でのいろいろ先生方の批判を聞

いて、それがまあベースになってこういう七つの条項を。これは確
か先生自らが一生懸命

考えて。

島村:徹夜で書いたつて。

大塚:はい。自ら書いたものであることはもう間違いのない。

別府:コーヒーでも召し上がって。もう、一時間近くなりますから。

大塚:では、ちよつと休憩を。

島村:休憩をしましよう。

大塚:何なりと、今までのあれでご質問なりご意見があれば。

別府:ち ょっとお話させていただいてよろしいですか。大塚さん、学術会議
のいろんなこと

に、それほどその当時お考えになっておられたかどぅかょくわからな
いんですけども、こ

ういう原子力の問題以外についても、その当時の学術会議は、こう
いう憲章というような

今で考えれば非常に事事しいようなものを出されるというような風潮
というか情勢があつ
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たのかどうかということが、私には全然わからんのですが。原子力問題ってやつぱり若千

特別な扱いだったと、そう考えてもよいでしようか。

大塚:非常に特別だったということでしょう。

別府:若干じやなくて非常に。

大塚:それで、だから伏見さんが言い出すまでは、もし伏見さんが言わなきゃ、やつばり政

府より先手を打って何かやろうなんてことはなかったんじゃないでしようか。学術会議が

当時やってたことは、一つは戦争中の反省に立っていろいろなことを言ってたのと、もう

一つはやはり基礎研究を充実させるために何とか、その後いろいろ出てきますけど、共同

利用の研究所だとか、要するに研究所を整備拡充新設してくれや、そういう研究者
の利害

にかかわる事柄、後は原爆実験がある度に、国外に向かって反対声明するつてことはして

ますけども。こういう、ましてその、政府に向かって相当中身のあるあれを突き
つけよう

なんていうのは、やつたことは多分ないんじやないですか。ただ、私も学術会議に出入り

してましたけど、このこと以外には興味ありませんでしたから。学術会議が他の分野でど

んなことやっとつたか、あんまり記憶が定かじゃありません。

島村:戦後みんな研究施設が荒廃して、それを回復するために、何の研究所
つくれとか、学

術会議が研究所つくれつていつた数だけでも何十もあるんじやないですか。

大塚:今やそうですね。

島村:その頃は。

大塚:いや。

島村:今でもやってる。

大塚:その頃は丁度あの原子核研究所を、今田無にありますが、あれをやる
ことで大変だっ

たんです。

島村:いやいや、原子力以外に、こんな研究所つくれって政府に言
っても、確率はほとんど

なかったけど。

大塚:ですけど、ある時期は大分できたんじゃないですか。

島村:放射線医学総合研究所なんかもそのひとつですよ。

大塚:そ うですね、放射線影響というのから始まって。

島村:放射線の。

大塚:あれはビキニ問題で、放射線影響特別委員会が生まれて。それ
がまあある意味で土台

になって。

島村:なんでしたかな、放射線基礎医学研究所をつくれって
いうのと、国立放射線衛生研究

所をつくれっていうのと、二つ出たですよ。

大塚:ああ、そういうようなのがありましたね。

島村:ま さに似たような。学術会議で両方とも可決されて、出てきた
んです。それで一つに

して。

大塚:その辺はしようがないです。部制度の縄張り、縦割り組織にな
ってるから、調整不能

なんですけど。 (笑い)それはよその悪口いえないところがあるんです。

別府:私、質問しましたのも、こういう形でこういうお話伺うのは大変貴重な
ことだと思う

んですけども、学術会議側で、今申し上げたように、1949年に学術会議ができてから 70

年ころまでの、学術会議全体の動きを歴史的にあれしたようなも
のがあるのかな、あると
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すればその中でこれがどういう風に位置づけられるのか、というようなことが今から振り

返ると大切なのかもしれないなという気がします。

島村:伏見さんに聞いてみたんだけど。伏見さんに聞くのはちょつと間違ってたんだけど、

そういう委員会やなんかの記録は、学術会議にあるんでしょうかつていつたら、おそらく

ないでしょうと。総会の記録だけでしようと。

大塚:それは多分そうだと思うんです。学術会議は、事務局ってのがあることはあるんです

けれども、これは本当の少数のいわゆる手紙を出したり開催通知出したりなんとかする程

度の事務局でして。内容をあれできる方がおられなかったです。事務総長は
お一人お役人

が事務総長でおいでになったけれども、それ以外に仕事をされる方は
いなかったし、それ

から、だいいち運営審議会ってまあ名前は立派ですけど、そ
の時だけ先生が集まるだけな

んです。だから手下もいなきゃ何にもないですから、議論しても後
フオローができないで

す。だから僕がたまたま専門委員やってた時だけは、そこ
の委員会は記録は僕が一生懸命

書きましたし一 。

給料をもらってた専門委員は僕だけなんです。だからそれ
は藤岡先生が、なんとかでつち

あげてくれたんですな。 (笑い)だから学術会議は本当に手足のないところで、それは僕
は

その後も言ってましたけど、もっと宣伝をしなきゃ、なん
ぼ学術会議があれだって。例の

伏見先生が会長(1978年 1月 ～81年 1月 、81年 1月 ～82年 10月 )で
いじめられてた頃も、

学術会議でもっと外に向かって宣伝しない限りどうにもな
らんつて話は僕よく言いました

けども。実態はそういうことをやれるスタッフを持てな
いようになってますから。予算は

限られてるし、そういう仕事やれるスタッフは抱えられな
いし。第一伏見先生会長の間は、

あれ無給ですもんね。 (笑い)つい学術会議会員なんていうのは、本当手弁当
のあれで。だ

からまあ何やるにしても、あの体制ではどうにもならな
いです。

石川:学術会議の一番初めの頃、平和利用っていう
のが盛んに言われていますが、発電って

いうのはやはりもう一番初めからあつたと考えて
いいんですか。

大塚:この頃発電は、まだジュネーブ会議の前ですから、結
局アメリカの EBR-1の 100キ

ロヮット (タービン発電機出力 20蝕w)かな、あの位しかなかったんだと思うんです。
だ

から誰だって原理的には電気が出るのはわか
つてるんですけれども、結局ジュネーブ会議

がぁってソビエ トの 5000キ ロワツトの原子力発電所が発表になる
までは、そんなまだいつ

実用になるというイメージはなかつただろうと思
います。ただ逆に、何しろ小さな目方に

すごいエネルギーがあるもんですから。今から考
えるとお粗末なもんですけど、まるで安

くエネルギーが出るもんだと本気で思っとつたです。小
さいということと安いということ

は。 (笑い)

島村:1954年の 2月 の公聴会で山縣さんが原子力潜水船
なんて言つとつたつてことがあるの

も、やつぱし発電だって当然できるつて前提に
立ってるわけでしよう。

大塚:だから頭で考えると、将来非常に無尽蔵な
エネルギー源があるんだというように、本

当に思ってたんです。もちろんそこに行くまでには
いろいろ材料開発やなんかはやらにや

いけないですけど、それができたらなにしろ不足なんか
しないんだ、無尽蔵にエネルギー

が手に入るんだと本当に思っとつたです。

石川 :それからこれは、大塚さんにお聞きするのが適当な
のかどぅかょくわからんのですけ

ど、本当に中曽根さんなんかのやつた改進党の理論的な
ブレーンというのは、誰だったん
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ですか。

大塚:いや、わかりません。ついにわかりません。

石川:これ、やつばり誰かいるんでしような。

島村:私がその点について、古いものいろいろ読んだりなんかして、私も書
いたことがある

んですが。自分が書いたこと忘れておったんだけど、誰かのあれに書
いたんです。書いた

やつをたまたま発見したんです。それは、嵯峨根遼吉さんですな。

大塚:やつばりそうですか。

島村:と僕は思うんです。嵯峨根さんがアメリカにおられる時に、中曽
根さんが嵯峨根さん

に吹き込まれたのもあるし、石川一郎さんだつて、追悼録をひ
っくり返して見ておったと

ころが、それに、嵯峨根さんの影響だってことを私が書いておるゎけ
です。それは中曽根

さんだつてそうだと。中曽根氏は、総理になるような立派な人だ
から、そりや先見の明が

あったに違いないけれども、ジュネーブ会議よりずつと前にな
ぜ原子力に開眼したかと。

石川さんが何故、経団連の会長というような仕事をしておられな
がら、原子力の将来とい

うことに熱心になり始められたか。それは私に言わせる
と、嵯峨根さんがアメリカの入り

日のカリフォルニア大学バークレイ校にいて、その頃はめ
ったに日本人は行ってない、商

社だってそんなに置かれてなかったでしよう。サ
ンフランシスコかその辺りに店構えられ

るまでには至つてない頃なんです。私が 1956年に行った時だ
ってまだあんまりなかった。

アメリヵでは、ニューョークぐらいにあつたけれども、シカ
ゴには一人もおられないし。

B:どっかにはあつたでしようけど、あまり。

C:まずアメリカのニューヨークに出し始めたのが、1954年
です。

島村:まだ 53年つていう頃には、それ程なかったし、嵯峨根
さんがアメリカの玄関口におら

れて、日本から立ち寄る人は、門外漢は何だろうけれ
ども、嵯峨根さんあたりを頼りにす

る。石川さんも中曽根さんもそっちから嵯峨根さ
ん訪ねていくことはなかったろうけど、

嵯峨根さんああいう人だし、日本の偉い人が来る
となったら、嵯峨根さんの方で出て行か

れて、研究施設に連れて行かれるんです。それで開眼
せられたんじやないかつていうのが、

私の想像なんですけれども。証拠はないですよ、証
拠はないけど。

大塚:も うそれは、証拠なしで言えばもう、嵯峨根
さんが一番ありうるケースですね、はい。

B:そ ういう先生おられましたな、確かにその頃
アメリカに。

島村:嵯峨根さんが帰ってこられるのは原研が
できる 1956年ですから。茅さんなんかとも

親しかったし。連絡は取ってたし。嵯峨根さ
ん流に言えば嵯峨根さんが世話されて。だ

か

ら学者以外では、学者もどの程度原子力知
っておられたか知らんけれども、学者以外で石

川さんとか中曽根さんだとかいうのが原子力に開限
したのは、僕は嵯峨根さんの影響だっ

たんじやないかと思ってるんですがね。嵯峨根さ
んに確かめようにも、もう亡くなられた

し。そういう人つかまえて誰のあれだと言う
わけにもいかんし。で、もとに戻ってこの今

の憲章ですね。憲章を第二十九委員会に提出、とある
んですけど、三十九委員会では提出

されたものをどうされたんですかな。

大塚:二十九委員会の記録を見ると、その提出した日
には、その説明を受けて今後もっとこ

れを検討しようと書いてあるだけなんです。

島村:ああそうですか。

大塚:ああそうそう、三十九委員会の記録を見ると、
「憲章草案を伏見委員より提示。次国に
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更に検討することに決定」とこうなってるんです。次回は 4月 だとか書いてあって。もち

ろんこの資料には二十九委員会の全部が書いてあるわけじやないもんですから、そ
の後ど

うなったかは。ただ、ひとつ大事なことは、今申しましたように学術会議とし
ては三十九

委員会こそが原子力を扱う委員会だったんですが、その他に学術会議には原子核特
別委員

会という有名な委員会がありまして。当時朝永振一郎さんが委員長ですけども、そ
の原子

核特別委員会は、歴史を調べますと、さつき一番初めに申しましたよう
に、戦後原子核実

験とか宇宙線の研究とかは、半年毎にレポートをGHQに提出しなきやいけないという義務

があったもんですから、そのために原子核研究だけは、学術会議の中に原子核研究
連絡委

員会という組織があったんです。そこに集まって GHQ向きの報告書を提出しとったらし
い

んです。で、講和条約ができて日本が独立したもんですから、そ
して原子力研究の制限が

なくなったもんですから、その委員会はいわばそこで終わった
んです。

ところが終わった時にその原子核研究連絡委員会を発展的に解消
して、原子核特別委員会

というのをつくりよつたんです。原子核特別委員会は原子核研究者
が集まって、これは理

論も実験も含めてですが、この人たちは結局非常に、そ
の当時の言葉では民主化が進んで

おりまして、学校の枠に囚われずに相互の情報交換から何
から非常に熱心にやつてた組織

なんですが。それが、もっと大型の加速器をつくろうじやな
ぃかとか、これがあの田無の

原子核研究所につながるんですが、そういうことで原子核
の物理学者のそれこそ超一流の

メンバーでできてる委員会だったんです。

ですから、朝永はもちろんですけど、湯川秀樹、坂田昌
一、伏見康治、武谷二男、何とか

かんとかつていうような大体もうその当時の理論、実験
の大御所が全部集まった恐ろしい

委員会がありまして、それが横目で伏見さん
の原子力の動きを、いろいろな意味で利害関

係があるもんですから、非常に見ておつたし、伏見
さんもその委員ですから、そこで自分

の三十九委員会での動きだとか何とかをもちろん積極
的に報告もし、議論もしてもらって

たんです。ですから原子核特別委員会とそれの全国的な下部
組織とは、当時伏見さんの動

きに対してはいろいろな意味で非常に密接に関ゎ
ってて、それはさつき申しましたように、

決して支持する側ではなかったんですけども。伏見
の憲章案も、早速原子核特別委員会の

方に出まして、この時は何か記録、伏見さんの書
いてるのを見ると、この 3月 に 2日 がか

りで原子核特別委員会がこの議論をしとるんです。

その当時どういう議論したかつていうと、もう原子力予算
は出たし、いずれ日本で原子力

研究が始まる、その時に、我々原子核研究者は
これに参加すべきか参加すべきでないかつ

てな議論がずいぶん真剣に行われたんです。そ
の時に条件を出そうつてことになりまして、

それがまとまつて、原子核研究者として原子力に、
こういう条件が満たされない限り協力

はしないという、彼らの言う三原則つていうのがそ
の時できたんです。それを踏まえて朝

永委員長がまとめまして、第二十九委員会の委員長
の藤岡由夫宛に文書でもって意見の申

し入れをやつたのが。

島村:これ 3月 18日 つてやつですね。

大塚:これは手紙は 3月 20日付けになってますが。

島村:3月 20日 付け。18日 に決めたんですな。

大塚:はい。そこに三原則のはしりみたいなものが、そ
こに出ておりまして。それはしかし

原子核研究者が、こういう条件が満たされな
い限り原子力には協力しないぞという三原則
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なんですが。そこで言つてるのは、第一には兵器の研究は全て行わないことの保証がなき

ゃいけない、こういうのが一つ。これはまあ当然ですけど。第二には、常に研究状況が公

表され、意見とデータの自由な交換により云々ということがありまして、結局、要するに

秘密であってはいけないということです。第二には、真に研究能力技術能力がある研究者

に対しては差別があってはいけない、思想上の差別であってはならない。その二つの原則

が、右の原則が満たされず自由な空気の中で研究を進めることができないなら、研究の発

展は著しく阻害されるので、研究者は自信と責任をもって協力することができないであろ

う、というようなことを言ったのが、原子核研究者の三原則と言われてるやつなんです。

そしてずっと終わりの方になりますと、我々はそういう議論を 18日 の原子核特別委員会で

やったと書いてありまして、「我々は右のような観点から原子力憲章伏見草案の一から四条

の言わんとすることを支持致します」と、「また現在のわが国を取り巻く情勢から言って第

五ないし七条も必要であるとの印象を持っております。しかしこの後の条項について論ず

ることは」。

島村:五・六・七だな。

大塚:そ うです、五・六・七は「我々の立場を超えることであり」つまり物理の専門家の立

場を超えることであり、「また我々の能力外にありますので、この点に関して十分のご検討

をされることを希望いたします。」つまり、一から四までは我々はもう全面支持だと。五か

ら七は我々の専門能力を超えるので。

島村:ノ ーコメントつてわけだな。

大塚:そ う、ノーコメントである。つまり、必要であるとの印象は持つておるけれども、こ

の辺が実に朝永さんらしいですよ。これは多分朝永さん自らが書いたんだと僕は思ってお

りますが、ここまでまとめるのに、この時の核特委は実にものすごい時間をかけてやつた

という歴史があるわけです。

島村:三原則っていうけど、その三原則必ずしも後でいう三原則とびたリー致するものでは

ないし。

大塚:違います。しかしその時。

島村:しかしこの三原則が、一条から四条まで支持するとあるように、伏見さんがもう言っ

ておったことでもあるわけだな。

大塚:はい。ですから、伏見さんの七か条というのがまずあって、そのうちの一から四まで

は原子核特別委員会がはっきり支持をしたというのを受けて、いよいよ私の年代表の最後

の項に入るわけですが。それでその年の4月 の 21から23日 の間に学術会議の第 17回総会

というのがありまして、ひとつはこのビキニの水爆実験に絡みまして対外声明が行われて、

核兵器は速やかに廃止されるべきだし、国際的に管理されるべきだしというような、ビキ

ニ関連での、つまり原子兵器反対に関する対外声明が一方であったんですが、それと同時

に国内声明が出まして、これが例の原子力三原則と言われているものになるわけです。こ

れがその 54年の4月 の。

島村:この声明は、誰がまとめられたんですか。

大塚:これは、学術会議の総会ですから。どうせこの三日間関係者があれしたんだから、結

局は茅・藤岡・伏見あたりだろうと思いますが。

島村:大塚さんではない。
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大塚:僕 ――。

島村:(笑い)

大塚:僕がやったら権威が落ちる。 (笑い)それが世に言う学術会議の三原則でして、第 17

回総会の国内声明、[第 19国会は、昭和 29年度予算の中に原子力に関する経費を計上した。

原子力の利用は将来の人類の福祉に関係ある重要問題であるが、その研究は原子兵器との

関連において急速な進歩を遂げたものであり、今なお原子兵器の暗雲は世界を覆つている。

我々はこの現状において原子力の研究の取り扱いについて特に慎重にならざるを得ない。

我々はここに本会議第四回総会における原子力に対する有効な国際管理を要請した声明並

びに第 19国会でなされた原子兵器の利用禁止と原子力の国際管理に関する決議を想起する。

そしてわが国において原子兵器に関する研究を行わないのはもちろん、外国の原子兵器,と

関連ある一切の研究を行なってはならないとの固い決意を持つている。我々はこの精神を

保証するための原則として、まず原子力の研究と利用に関する一切の情報が完全に公開さ

れ、国民に周知されることを要求する。この公開の原則は、そもそも科学技術の研究が自

由に健全な発達を遂げるため欠くことのできないものである。〕これが公開の原則です。

[我々はまた、徒に外国の原子力研究の体制を模することなく、真に民主的な運営によつて

わが国の原子力研究が行われることを要求する。特に原子力は多くの未知の問題をはらむ

ことを考慮し、能力ある全ての研究者の自由を尊重し、その十分な協力を求むべきである。]

これが民主の原則。[我々は更に日本における原子力の研究と利用は日本国民の自主性ある

運営の下に行われるべきことを要求する。原子力の研究は全く新しい技術課題を提供する

ものであり、その解決の一つ一つが国の技術の進歩と国民の福祉の増進をもたらすからで

ある。我々はこの原則が十分に守られる条件の下にのみわが国の原子力研究が始めなけれ

ばならぬと信じ、ここにこれを声明する。]これが自主の原則というのが学術会議の国内声

明であるわけです。

島村:非常によくわかりました。

大塚:それで後は、そこに書きましたように同じ総会の間に二十九委員会を発展的に解消し

まして、常設の原子力問題委員会っていうのができまして、藤岡由夫先生を引き続き委員

長に。その専門委員に私はなったわけですけども、かなり精力的に動いて。

島村:それまではタダ働きだったわけですね。

大塚:そ うです。タダ働きっていうか伏見先生のポケットマニーで汽車に乗っておったわけ

です。それで、後また次の総会で書いてはいますけど、実質はその問題委員会で法律的な、

技術的な議論をやりながら、結局藤岡先生がここの委員長でありかつ原子力利用、何でし

たっけ、政府の原子力利用準備調査会の委員でもありましたし、茅先生もそうだったです

から、そのチャンネルで実際のことは、ずいぶん伝わったんじゃないかと。

島村:まあ茅さんとお二人が、学術会議とか委員会の決定があったからってことじゃなくて、

そういう空気をふまえて。

大塚:そ うです。そういうことです。

島村:そ して、自由に発言しておられた。

大塚:ですから、学術会議での結論がこうだとかそういうんじゃなくて、こちらの雰囲気を

向こうに持ち込みながら仕事をしていた。そういうことです。

島村:ただあの、別府さん、忘れたけど、基本法、じゃない原子力委員会設置法かなんか、
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そういうのが出たときに、おつとり刀で我々の頭越しに、先生方が国会にかけ
つけて、そ

れで付帯決議になったような問題。あれは朝永さんだつたね。おもて、
一番おもて、茅さ

んと朝永さん。

大塚:いや、朝永先生は原子力潜水艦の時で。

島村:いや、いわゆる学部研究とか。

大塚 :あ、大学との問題ですか。

島村 :原子力委員会設置法に原子力のこと一切やるつて書いてあったでしょ。

大塚:はいはい。

島村:それで大変だというわけで、学術会議の正式のあれを踏まえたわけでなくて。飛んで

こられて。

別府 :あの時は朝永先生は割合に積極的だったような気が。

島村 :茅さんじゃなく、朝永さんだったような気がする。

別府 :ええ、朝永さんの方が。その前のあれでしょ、島村さんが事務局長的なことをやつて

おられた、先生方お集まりの席でも、茅さん藤岡さん、まあ湯川先生はもともとこう言う

ことには発言されないですから、朝永先生はやや学術会議サイ ド的な発言が多かったよう

な、私は印象受けております。

島村:準備調査会で。

別府 :はい、そうです。

大塚 :その時朝永先生はどんな資格で。

島村 :だからそれちょっと、それは記憶にないんです。朝永さんであったことは確かだと思

うんです。国会で、議員さん方に会って交渉して、そしてまず最初に衆議院の時には、大

学学部における研究費を除くと付帯決議してもらったんです。よく考えてみると、学部だ

けじゃ困るつてわけです。法案が参議院に行った時はまた交渉されて、今度は大学の研究

費は含まないになって。

大塚 :だから大学関係ということではよくわかるんですけど、朝永先生は準備調査会の委員

ではなかったでしょう。

別府 :準備調査会には出て来られましたでしょう。

大塚:どんな資格で出てこられたのかな。

島村 :湯川さんは入つておられなかったな。湯川さんは入っておられないけど、朝永さんは

準備調査会に入つておられたんです。

大塚:あの時は、茅・藤岡じゃなかったですか。

島村 :いや、それは委員で。だけど専門委員がいるんです。

大塚 :ああ、そういうのがあるんですか。そうですか、そこまではわからなかった。

別府 :朝永さんは、茅さん藤岡さんよりもやや、学術会議サイ ドの。

大塚:それは、その当時核特委の、原子核特別委員会の委員長ですから。

別府 :そ ういう感じがしました。それでその引き続きということで今島村さんが言われた大

学の、要するに学問研究の自由をあんまり拘束されないようにという立場でのご発言だっ

たと。

大塚 :そ うだと思います。

別府 :だから科学技術庁設置法までずっと繋がってそうだったんです。
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島村:そ うそう。でそれ以後出す法案には、除くということを皆カッコして書いたわけだ。

だけど委員会設置法には除くは書いてないんだな。付帯決議だけで。

別府:後から段々はつきりしてきた。

島村:いや非常に、文献を揃えてのお話で、非常に有意義でした。大体私も、言われてみり

や読んだことのある、今も探してみたんだけど、朝永さんの手記に詳しく出てるのがひと

つありますけど。最後のお話にあった朝永委員会、原子核特別委員会のアドバイスが非常

にあったってことは、藤岡さんのあれにも書いてあるんですよ。

大塚:ああそうですか。

島村:だけどこれは初めて拝見するので、非常に裏づけができたわけなんです。伏見さんに

開いてみたら、必ずしもそうでもないというようなこと言っておられましたけど。

大塚:ああ、伏見先生の印象は、原子核特別委員会行くといつも少数派で。結局、理研にお

られた杉本朝雄と後に原子力委員になった武田榮一と、伏見・杉本 0武田だけが原子力推

進の少数派で、後は武谷二男だとか何とか強面の人ばっかりで、いつもその席ではいわば

いじめられる側だったし、朝永先生はそんな、極めて温厚そうだけれども決してそんな推

進派の肩持つようなことはされなかったですから、まあ原子核特別委員会ではいじめられ

たという印象が ――。

島村:の方が強かったわけですな。

別府:朝永さんは相当固いこ・とをおしやいました。

大塚 :そのことは、ここに、伏見さんの書いたものの中に出てきます。やっぱり、ずいぶん

いじめられたっていう感じが。

島村 :三原則問題に限って、お聞きしたつもりだったんだけど。朝永さんの書いたものによ

ると、三原則ができるには、原子核委員会ですか、そっちの方のなにがあったそうじゃな

いですかつて言ったら、伏見さんがいやそんなことはありませんって。印象で (笑い)全
て話しておられるから。これで見ると、やはり強力な支援であったわけですな。

大塚:そ うですね、組織として議論すると、後から見るとやはり強い支援だと思います。や

っばりちゃんとその七か条本気で取り上げてくれて、ちゃんと文章にして総会までの間に

処理してくれたのは、朝永委員会だけであつて、肝心の二十九委員会なんかは。

B:委員長あまりやらなかつたみたいですね。

島村 :尻切れとんぼになっちゃって。

大塚:議論ばっかりやってますけど、そんな整理してやってないわけですから。やっばリー

番強硬な原子核特別委員会の連中が、四条までは支持したぞつてのは、逆に非常に大きな

総会での扱い易さがあるわけです。

島村:二十九委員会だけじゃなくて。

大塚:だから三か条を原子力三原則として持ち出した時に、総会が通ったわけです。

島村 :伏見さんも藤岡さんも両方とも、両方に入つておられたわけだけれども。藤岡さんは

そつちの方のことも頭に置いて、世話になったとこう言つてるんだけど、伏見さんはそれ

ほど世話になってねえと。 (笑い)

大塚 :そ うでしょうね。

島村:同 じことでも、人によって多少ニュアンスが。

大塚 :そ うだろうと思います。伏見先生の場合はいつもいじめられたなつていう。それでや
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っばり、一番出来の悪い弟子が言うのもあれですけど、伏見さんつて
いうのは物理屋の中

じゃ珍しく、非常に視野が広いのと、やつぱり三歩くらい前を見てる面があ
って、いろい

ろな意味でやっばり少数派だったです。なかなかその。

島村 :大塚さんと私は、いつお目にかかつたのが最初であったかどう
しても思い出せないん

ですけれども、大塚さんって名前は僕らもうつとに知ってて。青年将校
で。大塚さんつて

いやあ、ああもう敵わんなっていうようなあれが多かったんです。

大塚:そ うだろうと僕も思います。 (笑い)

島村 :最初にお目にかかつたのはいつだつたかもう忘れました。しかしお目
にかかるよりは

おそらく令名の方が、つとに青年将校として。しかもどちらかというと、そう
でなかった

のかもしれないけれども、伏見さんの教室におられたんだから、それは伏見さ
んのあれを

受けておられるんだろうけれども、いかにも何か反対派みた
いな印象は受けた。受けてい

たんですよ。

坂内:先程の、教室で翻訳やっておられたって話、あれは米国の文献のあれですか。

大塚:そ うです。

坂内:そ うですか。それはこの年代表でいくとどの辺に。

大塚 :僕は 1951年の春に卒業して、多分 52年の半ばぐらいから伏見教授室そのものの中に

机を置いたんじゃないかと思いますけど。

坂内:それからもう一つ、三原則の公開の原則なんですけども、今でも、成果の公開なのか

それとも研究の一個一個の進捗まで全部公開なのかって議論があるんですけど。このスタ

ー トからのお話ですと、研究状況の公表とかっていうことが、これは資料のどこでしたか。

大塚:研究と利用に関する一切の情報が完全に公開され、国民に周知されることを要求する、

となってます。

坂内:こ この三原則の前に、原子核研究者の原子力に対する三原則というこちらの方の中で、

核兵器に繋がるような研究じゃないことを保障しようとか、二番目にその研究状況の報告

があって、さっき読まれたと思うんですが。

大塚:朝永先生のやつですか。

坂内:そこの中に研究状況を逐次公表ってな言葉が。

大塚 :「常に研究状況が公表され、意見とデータの自由な交換によつて」と書いてあります。

坂内:その辺の思想が、ずっと公開に繋がっているとすると、そもそもの公開ってやつは研

究を全部公開してやらにゃいかんというところに行くのかなあ、当時のあれからしますと、

そういう発想だったようですね。

大塚 :いや、そんなにあれなんですよ。むしろ、当時はご存知のようにジュネーブ会議の開

かれる前ですから、アメリカの原子力研究は一切が秘密だったわけです。だから非常に一

切を公開しろという主張があるわけでして。主張した人たち自身が研究の途中でまで公表

しろとか、そんな細かい議論を当時はしてないです。

坂内:ああそうですか。

島村:表現からいうとそうなると、後で解釈すればということを根拠にして、公開を求める

何も多い。それだから三菱のあれが裁判になったりなんかしたこともありましたわな。し

かしあれは確か三菱は公開を求められた時に、導入技術で秘密だから、商業上の機密だと

いってとうとう突っぱねたことありましたわな。裁判もそれで勝ったと思うんだけど、と
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ころが公開のあれは何ですわな。基本法には
「成果」はとなってるわな。ここにあるもの

には「成果は]と は書いてなくて、一切と書いてあるし、淵源を
たずねればあなたが言うよ

うに、そこまで詰めた議論はしてないかもしれんけど、文章
上から見ると何もかも。別府

さんが前に伏見さんに質問して、自主という言葉に、あなた
がきかれたのは自主でしたね、

あれは、研究者としての立場で何したんだというお話でしたわ
ね。

別府 :ど うも今いきさつ伺ぅと、ちょっと違うのかもしれま
せんな。

島村:だけどむしろ、商業上の機密ってやつもそもそも、淵源
をたずねれば、伏見さんの七

原則の中には秘密を伴 うものは一切輸入しちゃ
いかん、導入しちゃいかんつてこともある

し。後で考えてその後の妥協を解釈すると、ず
いぶん違った方向へ行くもんですね。立案

者の気持ちを開いてみると、そんなあれじやなかった
つていうわけだ。

大塚:だから公開っていうのは当時は、今申し上げたように当時
は先進国の原子力は、一切

わからなかったわけですから、正に秘密だったわけです。そ
の条件の中で日本がやると、

しかもまた軍事利用の方向へ政府が仮に捻じ曲げるような
ことがあると、同じように秘密

になるつてことを恐れたから、心配して一切公開って言
ってるわけです。だから研究のど

んな段階とか、そこまでのそんな、何ていうんですか、細
かい話ではない。それから自主

っていうのはやつばり、これが出た時は既にあのアイ
ゼンハワーの A"ms br PeaCeが 出た

後ですから。突然、濃縮ウランは貸してやるぞつて
いうのがあつたんで、しかもまだ講和

条約が成立して間なしですから、独立して間なしでアメリ
カの影響をやっばり多分に感じ

てましたから。やはり日本で判断して日本でやるつていうこと
に対するあれが強かったん

だと思います。

別府 :今のお話伺っておりまして、いただいた資料見てみます
と、最終的にいわゆる三原則

と言っているのは、今お話にあつた順序から言えば、公開
・民主 0自 主と。4月 の 21日 か

ら23日 にいろいろ総会でやられて、国内声明を出されます。
この国内声明上三原則と言っ

ているのは、いわゆる平和利用は含まずにその後と考えておられるわけ
ですか。

大塚 :ああ、平和利用っていうのは、平和利用が目的であ
って、平和利用、つまり軍事利用

はやらない、平和利用だけをやることを保証する条項として
三原則があったんです。平和

利用は目的であつて。

別府 :そこが、朝永さんから藤岡さんに出されたのとのずれ
があるわけですね。

大塚:あれは核研究者の、自分達はこういう条件が満たされなけれ
ば、例えば原子力研究所

の募集があっても、俺達は応募しないとかです。

別府 :研究者のということは書いてありますけれども、そ
こでいわば朝永さんから藤岡さん

への作文で言えば、三原則といって二つ掲げられてある
のは、平和利用、そして兵器関係

の禁止と、それからいわゆる公開と。

大塚:はい。ですから同じ三原則という言葉を使ってますが。

別府 :公表と書いてありますね、公表と民主的ないわば思想的な制限
を加えない。それが国

内声明では平和利用というのは目的というか前提というか、そう
いう形に一段格上げされ

て。三原則の内容が公開・民主・ 自主と。そうすると自主と
いうのがどこから出てきたの

かという感じがしないことはないんですけども、伏見さん
の憲章でいうと二条と五条ぐら

いが自主に関連があるという。二条は核特委でも、一応一条から四条
までと。

大塚 :ああ、自主がどっから出てきたかつてわけですか。
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別府:ええ。三条と五条が自主に若干関係あると言えるかもしれませんね。

島村:だけど三条は秘密情報だから、普通の情報ならどんどん入れても
いいわけで。情報を

入れるってことは秘密とは関係ないけどさ。

別府:秘密情報を入手すると、秘密をはっきり保つためには、自主的な研究が阻害される
か

もしれない。あるいは公開の原則が阻害されるかもしれない、ということで。実はそ
の核

特委で一条から四条まで支持されたという、一条、二条と四条はよくわかるんですけども、

三条まで支持されたところがよくわからないんですが。五条以下はさつきのお話で
「印象

としてはまあよかろうが」、これは朝永さんらしいご意見だと思うんですけれども、核特委

の問題ではない、これは朝永さんはそういう風にお考えになるだろうと思うんですけど。

従って、丁度これだけ二つ揃えてお話伺ったのは私としては初めてなもんですから。伏見

憲章草案と、朝永さんの藤岡さんへの書簡と、それから最後の国内声明と、二つを見ると

微妙にずれがあるわけです。実は島村さんの下で法律をやった時には、あれは学者が言っ

ておられることを変えないほうがいいと言って。 (笑い)ど うせ目的に書くんだから、大変

失礼な言い方ですけども、おつしゃる言葉をそのまま書こうということで書いただけで。

坂内さんのお話にあつたけれども、公開っていうのは、要するに成果の公開という形であ

って、朝永書簡には書いてあったとしても、個々の研究の途中の段階を、もともと朝永さ

んの意見は、公表して自由な研究ができるような場をつくれという条件なんです。だから

後で周りからわあわあ責められて、何から何まで公開しなくちゃいかんとかいうことでは

絶対にないと、私は思っていたわけですけども。その辺が、今大塚さんから伺って、経緯

はよくわかったんですけど、その経緯同士のそれぞれの関係っていうのは。これもうしば

らく、いろいろ読んでみないと。もっともつくられた方がそれぞれ違う可能性があるから。

島村:通 じてよく言われている三原則に、結局はなったわけだけども。ボイコットっていう

か潰れちゃつてるのが、研究者のあれだね。

別府:いや、研究者は三原則では民主というところで受けてるという原理じやないですか。

少なくともその思想的差別、能力以外の差別をしないという朝永さんのご意見、あそこは

非常に研究者にポイント当てて言っておられた。それを大体受けた形で、いわゆる民主と

言っているところが、割合にそれに近いんじゃないかと。

島村:民主の項目の中で研究者のことを述べられてるんじゃないかと。

別府:述べられておりますでしょ。そこで最初に申し上げたように、自主っていうのがそれ

までにはあんまりはっきり出ていなかったのが、ここでこういう形でまとめられたところ

が、もともと私には自主っていうのはあそこに要るのかなという気がしてたもんですから。

大塚:なるほど。確かに言われてみると、この短い期間の間のあれの中に、今までこれ以外

に自主っていうのはありませんね。

別府:実は若干法律の話になりますんですが、平和目的というのをいわば前提として置いて、

さっき言われたように、大塚さんのお話にもあったように、公開の原則だとか民主の原則

とかいうのはこの方法論としてわからなくはないですけど、国内法にまで自主などと書く

理由は、本当はあんまりないんじゃないですか。そうでしょう、国内法ですから(笑い)。

島村:僕は詳しくないけど、自主というのが英訳が難しいんだそうだ。

別府:そ うでしょう。

島村:自 主っていうのは何て言うかと、民主はあるわな。

-92-



別府 :自 主は後の方であれだもん。後から、最初は入ってなかったんだけども。突然自
主っ

て、あまり自主的でない扱いで。今の形では、たくさん入つて来ますから。

島村 :ま あ別府さんが指摘されるように、いろいろ経過を伺ってみると、非常に短
い間にい

ろいろ曲折があって何したものだけに、微妙なずれがあるということは。

大塚:国内声明の起草は、誰がどういうあれでやったのかつていうのは興味あるけど。

別府 :それは大塚さんご遠慮なさったんで。ある程度関与しておられたかと思って。

大塚:関係してないと思うんです。

島村:やはり人が違うと、どうしても文章書くときニュアンス違うわな。

別府 :そ うですね。若千筆が走るつてことがあります。

島村:そ こで話は変わるんですけど、さつきの学術会議の雰囲気ですね。原子力をやられる

推進派もおられたかわりに、全体的な何は否定的なあれが一時は少なくとも強かったわけ

ですね。予算も付いてやると決まったから、条件付けたと言う形になっちゃつてるわけで。

予算でも出なかったら、まだまだ議論が。

大塚:そ うだと思います。

島村 :そこの、何ですか、これは割に新しい 8月 の末の、27日 の新聞に、鈴木治雄さんが書

いてるんですよ。最後のところだけ読むと、「ともかく量子力学が原爆を製造し、かくして

現在世界を核の恐怖のもとにおののかせていることになっている。」と、
「そこで、物理学

者には原罪感に似た感情があるのではなかろうか。つまりそれに由来した良心が、多くの

物理学者を平和主義者に導いているのであろうと想像される。」と、昭和電工の鈴木さんに

しちゃね、ちゃんとしたことを書いておられると、こういう気がするんですが。

確かにそれが非常に強い何だと思うんです。戦争直後だし、日本の物理学者が原爆つくつ

て広島に災害生んだわけでは全然ないけれども、かなり考えてみると学者も戦争に駆り立

てられてて、もう三度と政府のあれに乗って戦争に協力するようにはしないぞという空気

が強かったことは、確かだろうと思うんだけれど。私みたいな、そういう崇高なあれでな

くて、疑い深い人間にとつては、原子力なんか始めたら、研究者がそっちに取られちやう

というような気分の人もいたんじゃないだろうかという気もするんですが。その、研究体

制が不十分な何なんでという辺のニュアンスは、どういうことなんだろうか。研究体制が

不十分な日本でというのは、何もさっき鈴木さんが言 う良心とはあまり関係ない理由の、

おそらくどういうことなんだろうかという気がするんですけど。

大塚 :だからさっき申しましたように、平和利用の問題っていうのは、自分の職業離れてっ

ていうか、日々のこと離れて、皆持つてるわけですけど。実際はここに大きな、何十億も、

当時何十億はすごい金ですけど、そういうので原子力づくりが始まると、ただでさえ困っ

てる基礎研究、原子核研究その他が相当マイナスの影響受けるだろうとは、皆思ってたん

だと思います。それはやつぱり皆切実に、今に至るまで加速器は、加速器はまあでかくな

り過ぎてるんですけども、常に欠乏感はあるような感はいまだにあるわけですから。当時

なんかは、全部海に沈められて加速器一台もないわけですから、その時の飢餓感っていう

のは皆さん大きかったんです。そこへ原子炉がいきなり現れたんでは。

島村 :だから、学者の良心から学術会議が否定的な空気にあつたのか、その他の事情もあつ

たのかと、いうようなこと考えておったんですけど。なぜ学術会議が。それはもう明らか

に鈴木治雄さんが言ってたような理由も基本的にはあつただろうと、こう思うんですけど。
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しかし、たつた 30年ぐらいの間だけど、ずいぶん変わるもんですね。もし学術会議が否定

しておったら、またさらに 10年ぐらい遅れてたんでしょうな。あなたがおられる時は、阪

大は菊池先生はもうおられなかったのかな。

大塚:いえ、菊池先生は原子核研究所長に出る 1955年まで阪大におられました。

島村:原子核研究所つくるときに移られたわけ。

大塚:ええそう、そうです。

島村:だから、菊池先生はどっちかというと実験物理だな。

大塚:そ うです。どっちかっていうとよりは、実験物理の親玉だったんです。

島村:素粒子とか何とか言うほうは、理論物理ですな。その頃、戦前の理論物理つていうの

は、どうだったんですか。

大塚:戦前はだめです。僕は知識と批判能力がない。(笑い)

島村:それじゃ大塚さんおられた頃までのあれで見ると。やはり日本は相当遅れとったんで

すか。日本も仁科先生もおられるし菊池先生もおられるし、まあまあだったんですかな。

いろんな先生が沢山おられて、それこそ原子核の連絡会か何かあったんでしょ。

大塚:そ うそう。

島村:核物理っていうものの研究がやっておられたわけなんだ。

大塚:ですけどその、まあ決して進んではいなかったですよ。

今村:最近ちょっと読んだ本で本当か嘘か知りませんけれど。アメリカもマンハッタン計画

をやっとったわけですが、理論物理はそう進んでなかった。そういうときに研究者がオー

ガナイズされて、むしろ原爆つくろうと。日本もまあ同じような状況だったんで、蓋を開

けてみたら、理論面ではそう差がなかったという風に書いてありました。本当かどうか知

りませんけれども。

大塚:アメリカの原爆の時に理論面を指導したのは結局、よく知られているようにフェルミ、

オッベンハイマー、ベーテ。だけどウィグナーとかフェルミは亡命者ですし。だからその

当時は、アメリカは物理学の先進国でなかったことは確かです。その当時はヨーロッパで

あつて、アメリカには別段物理学の権威はそんなにいなかったんじゃないですか。

今村:いずれにせよやはり戦争があって、勝った国も負けた国も戦争協力の方からやってた

んで、理論的なことは‐―。

大塚:それと、原子核理論とか素粒子論の興味から言えば、原子爆弾の理論なんていうのは、

物理としてはどうでも、あれはそんな面白い、学問的に興味のある話ではないですもん。

島村:理論物理なんて難しいこと言わなくたって。

大塚:そ うです。ただ、臨界になるかどうかの、中性子の吸収、核分裂断面積を測らにゃい

けませんけど、そういうのはしかし、むしろ実験でしょ。

B:実験するということには、そういう設備はやはり向こうの方が良かったんでしょうな。
大塚:いやだから、結局マンハッタン計画に20億 ドルの金を戦時中に出して、あれだけのこ

とやったわけですから。

島村:何故そんな音のことに興味を私が持つかというのは、ひとつは歴史的にどうであった

かということを知っておきたいということだけではなくて、数年前にドイツに行ったんで

す。 ドイツの連中と話をした時に、あなたの話にもあったように、日本もドイツも原子力
を禁止されてた。日本のほうがちょっと、どっちかっつうと少し早めに解除になったんで
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す。ドイツの方が少し遅れてて、まあほぼ同じ時期に解除になったと考えていいでしよう。

それから出発して、日本の原子力は、相変わらず技術導入ばっかりやつてて、 ドイツの方
は約 30年近い間に、逆に原子炉を輸出するようなあれに変化した。ドイツ側としては何故

だと思うかと。私は、私にもし責任があるとすればあまやらなければならんけれども、技

術導入によつて何でも輸入してやろうとしたんです。例外は国産一号炉ぐらいのもんです。

ドイツは最初から国産でやろうとした。その違いがやはり今日に出てきたんではなかろう

かと私は思ってたんだけど、それに対してドイツ人の意見は、ドイツは戦前から物理学な

んかで原子力を研究しとった、だから早かったんだと。そういう話を向こうはしたんです。

日本だって、やってないわけじゃない。大阪大学、京都大学のあれまではよく知らなかっ

たけど、少なくとも仁科さんのサイクロトロンが東京湾にぶち込まれたぐらいのことは、

知つておるわけでしよう。 ドイツがその頃やっとったくらいの何は、日本もやっとったん
じゃなかろうかという気もして。日本は本当はどうだったのかしらんと。

大塚:これは忘れぬうちに言っておきますが、1954年の秋に伏見先生が中央公論に書いてま

すけれども、三原則が出た後のあれですけど、日本は理論物理は外国の理論物理の文献を

見て勉強した。実験物理屋さんは外国の実験物理のレポー トを見ながら実験した。物理の

世界でも理論屋と実験屋は別々にやっとった。日本の実験を見ながら理論を組むわけでも

ないし、日本の理論屋の刺激を受けて実験を計画するわけでもない。まして今度は理学と

工学は、理学のベースに立って工学をやるわけでもないし、皆それぞれ独立に外国のイミ

テーションでやっとるつて話が、そこにも出てますけど。

僕が今先生に言われたことで勝手に思つてるのは、 ドイツつて言う国は、さっきも申しま
したように戦争負ける前は、ヨーロッパにおいて機械工業その他で、とにかく世界の先頭

を一度切つてるわけです。第一次世界大戦以後でしょうが、戦争に負けるその前に。要す

るにドイツは、ある時期世界の先頭切って自分たちの科学、自分達の工学でもって物をつ

くり出し、何とかした経験を持つてるわけです。そういう国は、戦争に負けて研究が禁止

されたり何かしたことがありましても、そういう先頭を切った経験と体質を持ってますか

ら、解除になったら時間のロスを防ぎ時間を稼ぐために、情報を買ったりいろいろなこと

はするにしても、物を自分達で考えて自分達でつくるという伝統を持つ
｀
てる人たちは、や

はり自分達でつくるんだと思います。ところが日本は、戦前がそういう風に全て買ってき

て、その上に乗つかってつくる。理論屋も外国の理論の論文を見ながら、それにヒントを

得ながら仕事をする。実験屋も外国の実験の論文を見ながら仕事を。まして産業界や工業

界は、戦争前は日本の学者なんか全然相手にしないで、皆向こうから買ってきてやった経

験しかないわけです。そういう国は、その継続をするんだろうと思います。

島村:私も実は、そういったような考え方を持っておったんです。てのは、1956年に、私は

大屋 敦ミッションについてぐるつと世界を回ったんです。井上五郎さんも一緒だったし、

木川田一隆さんも一緒だった時です。 ドイツに行って、RWE(西独最大の電気事業者)に行
ったんです。休みの日で、偉い人は出てきてくれなくて、技師長が、なんて名前だったか

調べてみたけど、原産の視察団の報告にもその名前が出てないんです。そこに行ったんで

すが、一行は二十数名だったんだけど、そこへ行ったのは電力会社の人だけだったんです。

私も付いていったんです。

その技師長さんがいろいろドイツの会社でやってることを説明してくれてすぐわかったの
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は、日本側は、「あなた方が計算したところによると、発電
コストは、コールダーホールが

いくらになりますか、日本でも我々も計算やっとんだけど、」
つていうようなことを訊いた

わけだ。電力屋さんらしいわな。ところが技師長さんが言
ったのは、いや我々は、コスト

まで調べてない、我々が発電炉をつくりたいと思っておる
のは、早く英米に追い付くため

にはどうすりゃいいか。どこの技術をもらい何するか。日本も同
じだろうけど、そのうち

に必ず追い付いてみせると。そういう気持ちでやっておる
ので、初めてつくる炉のコスト

がいくらになるかなんてことは問題じやないと、こう言ったゎけ。
こっちから行った人た

ちは、ああやっばし技師は駄目だなって顔しとるわけです。経営者
じゃなきゃだめだなっ

て顔してたけど、僕はそれ見て、この技師長さんは偉いと思った
んです。それが今あなた

の仰ることに通ずるし、日本はもうとにかく、買つてくると
いうことだけ考えとるわけで

しょう。開発していこうという気がない。それは、メーカーが言うなら話わ
かるんですよ。

ところが電力会社の人がそういってるんですから。その
へんの国民性の違いっていうのは。

大塚:それは、僕は国民性だとは思わないです、国が経てきた経験だと思う
んです。だから

こういうの、島村さんに言うのはちょつと恥かしいですが、結局彼ら
は一度世界の先頭切

って、つまリカンニングしたくたつて何もないところを、自分達で歩
いて来た訳です。そ

の人たちは、戦争負けたためにそこで大きなギャップができた、それを埋めさ
えすれば、

自分達はまた戦前の栄光ある状態にもう戻るのは、当たり前だと思
ってるわけです。自分

たちで考えて。彼らは ASME(米国機械学会基準)じゃなくて、もともと自分の技術基準

(DIN:Deutsche lndust五 e Norm)を持ってるわけですから、やっばリドイ
ツの基準にあわ

せてやってかなきゃいかんし。ものの発想が、たまたま戦争負けた時だけが異常な
ことで

あって、全て自分で考えて自分でつくるのがむしろ正常な、かつて皆もや
ってきたし、そ

の時代の人たちは生き残つてるわけですし。だからその異常な戦後だけをどう乗り切る
か

だけを、彼らは考えておつてやるのに対して、日本は前から技術を買ってやってきました。

だから戦争負けていよいよ今度再スター トする時は、また同じように買
つてやる気になる

から、それこそライセンス契約だって期限を切るようなことやらんわけです。
いつまでも

仲良くする。向こうは、ドイツだってフランスだつて、期限を切ってそこ
へ来たらもうそ

こでおしまいで、いよいよ後は独立するのは彼らは当然と思ってるわけです。だからそれ

は国民性じゃなくて、一度先進的な経験をした民族だからで。

だから日本だっていずれ電子工業かどっかの分野で、右見ても左見てもカン
ニングするも

の、お金を払っても買えるものがない、本当の意味の世界の先頭切れば、必ず僕はそう
い

う状態が出てくるんじゃないかと思うんです。

島村:それは、まだまだ勝負がつくのは早いんで。明治維新の時のように何もかんも入れ
て、

そして追いついて、それを今度は追い越してという、日本は経験持っておるから、全てそ

ういうやり方で。原子力についてもどんどん入れて、入れてやっとる方が結局勝
つのか、

どうかっていうけど、少なくとも30年経った今日では、かなりいいところまで来ている。

(校閲 :大塚益比古)
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原子力と政治 06

開催日:1987年 5月 21日

講師:前田正男(三井物産、衆議院議員、科学技術庁長官)

出席者 :島村武久、堀 純郎、村田 浩、別府正夫、後藤正記、石田寛人

島村:前田先生は 1947年 (昭和 22年)に代議士になられた ――当選されて衆議院議員にな

られております。そのとき石田寛人さんは幾つだったか知らないけど。 (笑い)

石田:生まれたてでございます (1941年 9月 生まれ)。 (笑い)

島村 :生まれてた ?

石田:幸い生まれておりました。

島村:それ以来合計 11回ですか当選され、代議士としてご活躍になり、勲一等旭日大綬章叙

勲の栄誉に浴しておられますが、最近は後進に道を譲られて、国会の方をお辞めになって

おられます。先生は科学技術庁長官も原子力委員長もおやりになったわけありますけれど、

そういう方は今になつてみると沢山おられますが、中でも前田先生は、一番古くから科学

技術に関係し、原子力を始める時に最初からその仕事をおやりになったという意味では、

科学技術の大先達であります。先生が最初に所属されたのは自由党だったと思いますが。

1955年に超党派の国会議員団 4人がジュネーブの原子力平和利用国際会議に出席された時

に、自由党を代表して参加されまして、その時は今の総理の中曽根康弘さんが、あれは当

時は改進党でしたっけ、参加された。

前田:改進党だったか、民主党だったか、どっちか。民主党かもわかりません。

島村 :民主党と改進党と両方あったんじゃないですか。改進党が民主党と一緒になったんじ

ゃないですか。

前田:改進党から民主党になったんですかね。もう民主党になってたと思いますが。

島村 :それから、右派社会党から松前重義さん、左派社会党から志村茂治さんが参加された。

帰ってこられて羽田で原子力開発に関する声明を出されて、それ以来 4人の方が中心にな

られて、他の議員の方も糾合されて、原子力基本法以下関係の法令等の骨子を全部まとめ

られたわけです。私はそういう方のお話はぜひ伺っておかなきゃいかんと思っておりまし

て、その当時活躍されました茅 誠司先生だとか伏見康治先生だとか、いろんな方にここに

来ていただいて、お話を伺ったんですけども、とても代議士をやっておられた方は恐れ多

くて。 (笑い)中曽根さんは総理をやっておられますし。松前さんには一遍お願いしたこと

があるんです。いいよと言っておられたんですが、なかなかあの方もお忙しくて。

今日は前田先生においでいただいて、音のお話を雑談的で結構ですから、是非伺いたいと。

いつも、講師をお招きしますと、講師の方のお話を一時間くらい聞きまして、そのあと質

疑応答みたいにやつております。今日は、なんでも結構ですから気楽にお話いただきたい。

事のいきさつとして、私が進行係をつとめさせていただきます。先生は勿論技術者でいら

つしゃるけれども、先生と原子力との関わりあい、どういうきっかけで先生があれだけ一

生懸命原子力のことをおやりになったか、その辺のお話を最初にうかがえたらと思います。

前田:今 日はちょうどいい機会をつくって頂きまして、有り難 うございます。そしてまた皆

さんお忙しいところお集まり願いまして、非常に有り難うございます。実は私も一遍こう
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いう皆さん方と懇談させていただく機会があればいいなと思っていたんですが、今お話
の

通り、アウトラインの話をしますけれど、当時の色々の判断
――あの時はどうだったこう

だったというようにご質問ぃただいたほうが、かえって話が進みやすいかと思いますが。

事の順序としまして、今司会の方からお話ありましたように、どうして原子力に係ってき

たかということからお話したいと思います。

実は私は、学校が山梨高等工業の機械科なんです、今は山梨大学の工学部になりましたけ

れども。そこに入りまして、実はその当時は将来工場監督でもやろうかと、工場経営みた

いな方を主に勉強しておったわけです。卒業します時に、三井物産の方から話がありまし

て、実は誰も行った奴はいなかったんですけど、私が変わり者だったもんで、行つてみよ

うって初めて山梨高等工業学校から三井物産に入りまして、セールスエンジニアをやって

いました。初めは本店の機械部で、あと北京の三井物産の支店におりました。途中 2年ほ

ど兵隊に行って、眼が悪かったもんですから補充兵で内地勤務をしておりました。段々戦

争が厳しくなりまして、技術者は三井系の会社に行ってくれということで、三井精機工業

っていう精密機械をつくつている会社に行きました。埼玉県の桶川に新しく大きな工場を

つくっておりまして、そこはジグボール、研磨盤など工作機械を中心としていました。そ

こへ 1943年から行きまして、現場の企画管理の主任ということで働きまして、商工業の実

際の経験を持って、約 10年間実業界におりました。

終戦に当たりまして、これからどうするか。私の郷里はちょつと変わった所なんですけど、

奈良県の山の中で、和歌山県、二重県と境のところにある十津川村って大きな村です。現

在でも本州では一番大きな村です。奈良県の約二割の面積がありまして、警察署も別にあ

るし、高等学校も別にある、昔は村立中学校でしたけど。非常に大きな村ですけども、人

口はそんなにない。ところがそこが変わった村で、半分林業、半分侍をやっておりまして、

それで昔から勤皇の村、きっと落武者が集まったんでしょう。京都の御所まで警備に交代

で行っておって、明治維新にあたり全村士族になった変わった村なんです。

そういう関係から、皆軍人と警察に行きまして、村では 3ヶ月ぐらいしか食える物はでき

ませんので、あと二男、三男は外へ出ておりまして、私の祖父も軍人、親父も軍人、長兄

も軍人と三代続いていたんです。私の親父が軍人の後貴族院にいまして、終戦までおった

んですが、終戦で軍人ですから辞めることになりました。まあそういう山の中でして。吉

野郡という1つの郡が、1つで奈良県の六割を占める、広いのは山ばっかりですが。そこか

ら昔は政友会と民政党が交代で代議士を送っていました。終戦にあたり、翼賛会から出て

おりました代議士が民政党で、これが追放になりまして、その後民政党の県会議長が出る

ということになりました。戦後最初の選挙が 1946年 4月 で、旧憲法の最終の選挙ですけれ

ど、私の村は政友系の地盤でした。対抗上誰か政友会の地盤から出さないかんってことで、

私は別に選挙に出ることは考えないでいたんですが、我々の郷里もそういう変わった郷里

ですから、問題があります度に郷里に墓参に帰るのが常でありました。特に、進駐軍が東

京に来たとかなんとかで、東京に住み難くなっておりまして、郷里に帰りました。

そうしたところ、今は変わりましたが、広い村ですから大字が二十三ヶ所ですか、それで

山の峰がクロスした一番てっぺんに、昔村役場がありまして、村会とか何とかは泊りがけ

で。今はもう当選してからダムを七箇所ほど川筋につくりまして、車の通る道ができまし

て、今は国道筋におりてきています。それで私も帰りまして、村会っていうのが開いてお
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りまして。私が来たっていうんで村会を開いて懇談しま
して。そして泊りがけだから一杯

飲んでたら、まあ敗戦になってこれからどうする
んだつていうから、日本はとにかく、も

う少し合理的な世の中をつくらなきゃいけないと思う。
それでお前はどうするつていうか

ら、私は技術出身だし実業界におつたので、今度
の戦争で科学技術が非常に遅れてると痛

感したから、科学技術を中心にした日本の再建策、まあ
そればっかりじやないけど、それ

を考えなきやいけないという話をしたところ、それ
は誰がやるんだという話になりまして、

それは政治がやらなくちやしようがなぃ。そしたら政友会
の候補者がいないから、お前や

ったらどうかということになりまして、私の親父は軍人です
し、私の兄貴は、一番上の兄

貴は南方で施政官から帰ってきており、二番目
の兄貴は現役の巡査でして、私は二番目だ

からお前やれというようなことになりまして。それで急速、
1月 はじめの頃だったと思いま

すが、会社を辞めて、政治に出る決心をしました。

それが変わった選挙で、連記制なんです、二名連記。そ
して文書とか推薦とか選挙運動は

全部自由だった。しかし、私は中学三年から転校しま
して、墓参りにはしよつちゆう帰っ

てましたけど、住んではおりませんでしたから、初めて出る
ことでもあり、とても問題に

ならない。親戚にも知らんような連中多ぃゎけです。それ
がおかげさんで二名連記でした

ので、同じ郡から二人出まして。それから推薦状
一切自由ですから、親父の関係で県内

有力な人に推薦状を書いてもらって。そしたら、あれ
はどんな男か知らんけど、あの人 |

推薦しとるならあれにしょうってことになり、おかげ
で票数はあんまり行かなかったんで

すけど、五人定員の七番目になり、そして私と同
じ郡から出ている民政党の男が、副議長

の人が当選した。ところが、わからんもんですね、そ
の次に新憲法ができまして、新憲法

のもとで第一回の国会を開催する前になりまして、そ
の代議士が翼賛壮年会に関係してお

ったということで追放になってしまった。

そして今度は選挙法が改正になり、今の選挙法になったゎけ
で、しかも単記になりました。

そうなりますと私の郡は、人口は少ないが相当広
い郡ですから、そこから他の人が出よう

と思っても難しい。今までの代議士は追放になりましたし、
まだ一年ぐらいしか経ってい

ないから、私以外出ても単記ですから、相手にならないわけ
です。その時 (47年 4月 )に

はもう初めから当選確実ということでした。ただ第
一回も第二回もともに、金がないサラ

リーマンの出身で、親父も軍人ですから、第一回も第二回も自転車
で遊説したんです。奈

良県は、全県一区ですから広いんです。広いんですけども貧
乏候補ですから、いまだに貧

乏政治家で通つてますけど。ずつと貧乏政治家でや
ってきました。その時は、初めから当

選確実ということで、おかげさまで最下位の五番目で
したけど、当選させていただきまし

た。その時は中曽根康弘さん、田中角栄さんと一緒に当選致
しまして、私も若くて 32歳、

若いなと思って国会に行ったら、田中さんも中曽根さんも確
か 28かで、4つくらい違って

いた。俺より若い人がおるんだなってことでした。

国会に出てから、先程ちょっと出馬の決心をしたと
ころでお話し申したとおり、私は技術

出身でもあるし、皆さんいろいろおやりになる方法はあるけ
れども、とにかく、科学技術

の振興というものを私がやる立場じゃないか、ということはもう
当選しましてすぐ考えた。

それでいろいろやってきたんですが、丁度石炭
「国管」の時でして、我々自由党は国管反

対です。民主党と、社会党、共産党は国家管理で、水谷長
二郎商工大臣がおられて、がた

がたしておりました。私は、何とか科学技術振興の目鼻は
つけないといけない、ただ、産
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業界出身者としては石炭国家管理反対と演説をして、ちよつと出鼻をくじかれたような形

でしたけれど、科学技術のことを勉強させていただいた。幸い鈴江康平君とその前の千秋

邦夫君と、科学技術行政協議会(STAC)の局長と次長たちからいろいろ説明を聞きました。

私もその時意外に思ったのが、実は戦争中は技術院が技術行政をまとめて
いた。ところが

その技術院を、占領軍が解体しちゃったんです。そしてスタックと日本学術会議を
つくつ

たということで、いわゆる行政機関はなくなってしまった。占領政策でこういうことをや

るのは、これはもう日本を弱体化のままにしておこうつてことかと、痛切に感じまして。

こうなれば、科学技術の振興において、どうしても第一にスタックを強化して、協議会
で

なく行政機関をつくらなきゃならない。一番先に、科学技術庁のような科学技術行政機関

をつくらなきゃいけないということに、主眼を決めたんです。

そのためのいろいろ準備をしておりましたら、幸い松前重義君が、私の 3回後だと思いま

すけど当選して来られまして、技術出身の衆議院議員ってあまりおらなかったんですけど。

それから、後に自民党の副総裁になられた西村英一さんです。西村さんも運輸省から来ら

れて、この方も技術出身。これも私の 3回後だったと思います。まあだんだんそういう技

術出身のメンバーがちよいちよいと出てこられまして。しかし主として私と松前君とで、

行政機構についてのいろんな話をしておりまして、科学技術行政の議員の集まりをつくり、

問題の中心を行政機構の問題に置きました。

幸い、経団連に科学技術委員会ができて、岸 道三(後に道路公団総裁)さ んが確か中心にな

られまして、そのあと丹羽周夫さん、それから後に経団連会長になつた石川一郎さん、そ

ういう方たちに非常にご協力願いました。とにかぐ議員連盟に金がありませんから、会合

はおれ達が支援するということで、食事代と会合する場所代を経団連にご協力願いまして、

それでそういう会合を持ったわけです。お互いに大体の案をつくって来て議論する。松前

さんは、初めから大科学技術省をつくろうと言う案で、各省の科学技術研究関係その他を、

皆そこに統合しようという。私は、そりゃ理想だけどなかなかそんないっ
ぺんには、既存

の役所の方たちは皆仕事しておられるわけだから、無理じゃないかということで、私はで

きる範囲で、実現性のあるものからと言っとったんですが。

この問題について海外の情勢を知らなきゃいけないって、私たちが議論をしていましたと

ころ、当時朝鮮戦争の問題がありましたから、幸い占領軍もだんだん日本弱体化政策では

いけないと気付き、日本をある程度充実した国にしなければいけないとなってまいりまし

た。実は私はその間、保安政務次官と防衛政務次官をやって、保安庁を防衛庁に切 り替え

る法案など防衛関係を一年半ほどやっておりました。また経済安定委員長をやって、日本

経済総合開発問題、電源開発問題をやりました。電源開発は、議員立法でできた電源開発

促進法で進めた。私の故郷の熊野川、あるいは関東の只見川とかそういうところを整備 し、

だんだんと目鼻がついておつた。

その頃、占領軍がいろいろとアメリカヘの視察団を、ガリオア・ファンド (G』MOA:

GOvernment AppЮp五atiOnおr ReLfin Occupied Areas Fund:占 領地域救済基金)で出

すんですけれど、我々にもぜひ勉強させてくれ、そうしないと科学技術行政確立できない

と申し入れた。彼らも、日本にもそういうものが必要だという気持ちにはなってきたんで

すが、なかなか許可しませんでした。やつとガリオア・ファンドでの一番最後の視察が許

可された。それで私と参議院から高瀬荘太郎っていう前の一橋大学学長、それから官吏が
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一人ついてくる、それが実は太平正芳さん。大平さんは池田大蔵大臣
の秘書官をやってい

ました。我々は 3ヶ 月くらいの日程 (1951年 8月 ～11月 )で行ったんですけど、
ワシント

ンに 1月 半いて行政関係を調べ、後は視察旅行です。大平さんは始めから
1月 しか行かな

い、ついては行くけどお前たちとは別行動で、わしは金融関係を勉強す
ると言う。要する

に当時アメリカに行くのは非常にハクがつくもんですから、私はこれを機会
に官僚を辞め

て衆議院に出るということを、はじめから我々に話され、事実ど
こに行くにも私らと行動

を別にされ、帰られた後衆議院に出られました。

私たちは、おかげさまでアメリカの様子を調
べることができました。大学その他各研究所

に行ってきましたし、特に 1月 半アメリカのワシントンにおりまして、行政府を見
て、最

後にはアメリカの大統領の科学技術補佐官に会いました。だ
いたいのやり方のスケールは

分かってまいりまして、それを日本にどう適用するか
つていうことで、私が帰ってから、

科学技術行政のやりかたについての、科学技術庁設置案をまと
めました。その段階でも、

松前君はどうしてもやつぱり科学技術省だってことで、頑張
ってたんですけれども、そん

なことを言ったつて、皆が賛成するようなところ
へ持って行かなくてはいけないと言うこ

とで、大体の案ができておりました。そこにこの原子力の問題が出
て参りました。

1954年の予算審議の時に、当時の改進党が主になって予算の修正をやることになり、特
に

中曽根さん、それから斉藤憲三さんが中心になって、原子力関係
の予算をつくられた。そ

れに伴って、経済企画庁でしたか審議庁でしたかに推進室を
つくってやることになった。

ところが、それまでの間に私と松前君とで世界を回ったことがあるんです
が、そのときに

はボンベイにあるインドの原子力研究所を周って、有名な
バーバー博士に会ったりしまし

た。そのとき、原子力は核分裂による発電だけでなく、将来は核融合も
やるんだというこ

とを話していました。

そのバーバー博士が議長になって原子力平和利用国際会議を開く (1955年 8月 )こ とにな

りまして、我々もこの機会にアメリカその他の国の様子を見なきゃ
いかんということで、

各党から一人ずつ行こうと。それで実は急のことですから予算があ
んまりなくて、とにか

く一万円程度国会の予算をつけてくれた。国会の名目だけの予算は
ついたんですが、あと

は自分たちで金を集めて、先程からお話しのあつたように各党から
一人ずつ出まして、ジ

ュネーブの原子力平和利用国際会議に出席しました。

その後、ョーロッパからアメリカを周つて帰って来る間に、日本でどう
いうふうにして平

和利用を進めたらいいかってことで、中曽根さんが何かの機会に話し
てたと思いますけど、

とにかくこれほど勉強した視察団はなかったと、中曽根さんが言っておられ
た通りです。

視察はするわ、帰って来て議論はするで、ほとんど寝食、寝る時間も少なく
して、遊びに

行くなんて全然しないで、原子力関係をどうするかと議論して
いました。

だんだんその議論が煮詰まってきて、帰って来る時分には、超党派でこれを推進する委員

会つくろうじやないか、それには基本的な法律をつくって、それに基
づいて国会でやり方

を決めるということになりました。帰りましてこの 4人を中心にして各党が入つた合同委

員会をつくり、団長の中曽根さんが委員長になりまして、それから国会
の専門委員で菅田

清治郎君がこの仕切り役をやってくれまして、内閣の法制局にいた人にも協力
してもらい

ました。超党派でやるということで、国会の場所じゃなしに総理大臣官邸
の一室を借りて、

そこで合同委員会の会合をたびたび開いて、それで原案をまとめて原子力基本法と
いうも
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のをつくり上げて行ったわけです。

そのうちの問題点は、皆さんご承知の通り民主、自主、
公開の三原則を、超党派で決めた

ことです。前提となる平和利用問題については、我
々も原子力が破壊に使われることは、

絶対に避けなければいけないと考えていましたから、
それでいいじやないかということで

した。その次の問題点は、超党派で政治的に中立的な推
進をしていくために、原子力委員

会という、世界各国にある制度を取り上げようと。そ
こで非常に困りましたのは、原子力

委員会は、いつたい諮問機関 (国家行政組織法
の 8条機関)なのか、あるいは行政委員会

(国家行政組織法の 3条機関)にするのか、議論が分かれました。置く場所は総
理府とい

うことでまとまった。これを行政機関的な行政委員会にす
る、内閣の各省庁に対して独立

官庁機構とすることは、新しくて難しい。しかし、原子力委員
会を諮問機関にしたんでは、

単に意見を聞くだけになる。そこで、中間的な
いわゆる決定機関として、原子力委員会の

決定を得なければ、原子力政策は進まないことにした。
こういうことは、諮問機関では初

めてのことで例がない。原子力委員会で決定して、予算の見積もり配分
とか研究所の設置

とかいろいろな政策を進める。これはどこの国でもやって
いることです。

次に、行政機構については、科学技術庁の原案に
っいてずいぶん議論があったんですけど、

最終段階で松前君のほうで決めました。科学技術行政
の見積もりをして、それに伴 ういろ

いろの権限を、これは二つ以上の省庁に分かれるものについては、ま
た新しい新規の大規

模のものについては、科学技術庁が主としてやる。今ま
で各省庁がやっていたものは、科

学技術庁では見積もり調整をするという程度で、あとは各省庁
がやると考えていた。それ

で案をたてようと思っていたところに原子力行政問題が出
てきた。とりあえず総理府に原

子力局をつくって、経済企画庁と工業技術院の関連課などをそ
こへ移す。原子力委員会は

総理府に置き、原子力局が事務局となる。後にできる科学技術
庁との間の調整をどうする

かについては、総理府原子力局は科学技術庁に移し、原子力委員長は科学技
術庁長官が兼

ねるということで、調整をはかることになったわけです。

科学技術庁は、予算の見積もり調整をする程度じや不十分である。
予算の見積もりをなん

とか科学技術庁に一元化するという、松前君の始めからの大科学技術省構
想は実らなかっ

た。そこで、せめて新しい原子力くらいは、それでやろうと
いうことになり、ちよつと問

題があったんですが、ご承知の通り原子力にっいては、
一旦科学技術庁に予算を計上して、

科学技術庁から配分をする。これが科学技術庁をつくる時
の、各省との配分の調整の一番

大きな問題点でして、これはとうとう押し切りまして、原子力に
ついては科学技術庁が一

括計上して、あと配分するとういうことになったわけです。

もうひとつの問題は、原子力基本法のときに問題になった、燃料問題
があります。燃料問

題については、我々が海外を周りましたときの感じでは、これは将来大問題
になる。核燃

料は、兵器に転用される可能性が非常に強い。また、核融合
の問題にも将来発展するかも

わからない。核燃料を変なところで持っていて、盗まれたりしないかと
いう問題が残って

いる。これを民間の発電用にして、果たしてこれの
コス トが成り立つかどうかというよう

な問題も出てくる。ただ原子力をやる以上は、現在海外依存である日本
のエネルギーを、

将来何とか準国産の物にしていかねばならない。そういう意味にお
いて原子力が重要であ

る。将来高速炉とか核融合とかをやつて、国内でエネルギーの心配がな
いようにする。こ

れはバーバー議長が、核融合は 20年後には実用化されても不思議ではないと、ジ
ユネーブ
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会議では強く言っておられたんです。我々も非専門家なりにそう思って
いたんですが。今

となってみるとなかなか実用化していません。しかしそういう空気でしたから、
エネルギ

ー問題を何とか考えなきゃいけない。核燃料が軍用に転用されたら困るから、国がは
っき

り関与していかなければ、将来問題が起こるんじゃないか、発展段階
がよくわからないも

んですから。そういうことで、原子燃料については議論百出しました。

結局最後は、国の責任である程度管理しようと、原子燃料公社っても
のをつくって、そこ

にやらせようと。これは特に大蔵省で大反対があって、そんな新しい公社つくる
のはけし

からんと言われまして。当時国鉄とかその他公社がありましたけども、そんな既存
の公社

と違って、実績も何もないのが公社つくるのはおかしいといわれたんです。我
々は議員立

法ですから、とうとう最後押し切りまして、燃料公社をつくったわけです。そう
いうよう

なことが、スター トの時の大きな問題点であったと思います。それに伴
いまして、基本法

に基づいて原子力委員会、それから原子力研究所あるいは原子燃料公社といろんなも
のが

できあがって、原子力行政もだんだんスター トするようになった。

その後問題点が出てきたのは、原子力を今言ったように
エネルギーに利用するだけじやな

しに、アイソトープ (放射性同位元素)利用ということです。既に我々が海外を回つた時

に、各地でいろいろなアイソトープ利用があり、特にアメリカでは医学用専門
のアイソト

ープ技術、あるいは放射線医学利用技術があった。こういうことも、世界に先駆けて我
々

はぜひやらなければいけない、エネルギーだけでなくて医学の方面もぜひやろうとな
った。

海外を一緒に回った時に、そういうこと考えておりましたから、割合に早く、
1956年に科

学技術庁が発足して 1年後くらいには、放射線医学研究所をとりあげた。基本法と一緒に、

原子力委員会とか研究所とか公社とかができましたが、放射線医学の問題もやろう。
ただ

厚生省が頑としてがんばりました。厚生省が医師会に牛耳られていて、医師会
の連中がな

かなか同調しない。特にガンは手術しないと直らないという考えを持っていました。我
々

は、放射線や抗がん剤も利用して行く
べきだということで議論して。

これは特に衆議院に科学技術特別委員会ができて、私が初代の委員長をやりまして、そこ

で大分議論しました。二回日の委員長のとき、或いは有田喜一君の委員長が先だ
ったかも

知れませんが、委員長をやって議論しまして、最終的に厚生省の方で、国会
の方で押し切

るならやむをえないということで折れて、厚生省でつくらないから科学技術庁で、放射線

医学総合研究所をつくると言うことになりました。文部省の大学とか、厚生省とか、ある

いは公社公団とかは別ですけど、
・いわゆる官庁組織でベッド数を持っている所はあまりな

い、研究所ではあまりないということで、議論がありました。結局、厚生省は科学技術
庁

がつくる意思が硬いと折れました。そのかわり科学技術庁を設立するときに、各省から優

秀な方に来ていただいて、厚生省からお医者さんも来ていただいて、実質的な運営はや
つ

てもらうけれども、とにかく科学技術庁につくると言うことで発足しました。原子力関係

の問題はいろいろありましたが、おかげさまで大きな問題もなくスター トしたわけです。

その後、ご承知の通り燃料公社の動燃事業団への改組の問題、原子力船
「むつ」放射線漏

れの問題など、いろんなことはありましたが、スター トの時は順調でした。科学技術庁が

スター トして、初代の政務次官に斉藤憲三君が、経済企画庁の政務次官から来てくれまし

た。我々が科学技術、特に原子力その他を推進して、将来世の中はどうなって
いくのかと

いう問題を、役所を離れ国会を離れて、スター トの時に検討致しました。
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そして特に原子力というものは、人間の社会生活
に大きな影響を与え、地球全体の問題と

して、あるいは宇宙に関係してくる大きな問題だと認識
しました。その当時から、科学技

術、特に原子力を一番大きくとらえたんです。人間社
会、地球社会との関連というような

問題を、どうこれから検討していく
べきかoその中心議論は、先程申しましたように原子

力は平和利用に限るということで、基本法を
スター トしましたけれども、世界においては

核兵器持つ国も次々と現れるという情勢であり、
それを法律だけでもって規制していける

のか、あるいは世界的にどうやつて規制できる
のか。原子力が人類のエネルギーとして将

来発展していきますと、バーバー博士がジ
ュネーブ会議で言ってました核融合が実用化さ

れると、ベーリング海が温かい水になり魚がたくさ
ん捕れるとか、あるいは電気のエネル

ギーによつて海水を真水にできて、砂漠その他で食料生産
が十分にできるとか、そういう

話がありました。その時には夢のような話でした
が。その時は 20年で核融合ができるつて

ことを皆信じており、割に早くそういう時代がくるん
じやないかと思っていたんです。

原子力を中心とした科学技術は、人類に無限
の資源を与えてくれる、あるいは生活を豊か

にしてくれる非常にいいものであると言われましたけど、
一方で今申しました通り、破壊

に使われる可能性がある、世界が破滅するかわからな
い。これに携わる政治家その他の者

は、科学技術と原子力の問題について、どう考ぇて
いくべきであるか。そういう問題をそ

の時から議論してきました。議論をしてきてもう30年経って
いますが、いまだに問題は解

決しておりません。ただ最近ご承知の通り科学と人間
という問題が、改めて世界の大きな

問題になってまいりました。今そういう議論が盛
んに言われるようになりまして、斉藤君

が元気だったら、俺が言っていた通りだろうとなる
んじやないかと思います。そういう問

題を、行政とか政治に現れた問題以外に、当時われわれ
が集まって議論していたことを覚

えています。だいたい今までが一通りの経緯です。ちょ
っと私の経歴のことで長くなりま

したけど、このくらいで話を終わります。

島村 :あ りがとうございました。昔のことにつ
いて、いろんなことが言われているんですが、

本当のところどうだつたのかと思うものですから、音
のことを伺 うんです。科学技術庁十

年史に先生も書いておられますが、今初めてうか
がつたのは、先生は代議士に出られる時

から、戦後の日本は科学技術の振興をやれねばいかんと考え
ていて、代議士に推されたと。

前田:それだけで出たわけじゃない。(笑い)それはさつきも申しま
したけど、私の政治の基

盤は政友会の地盤で、もっと合理的な世の中を
つくらなきゃ、それには産業を興さなきや

いけませんから、お前は商工業の経験者だから、日本
の経済復興のためにお前がやれと言

われたんです。その時にひとつは、科学技術を振興して
いかなきゃいけないということは、

政治に出る決心をする時に考えとつたわけです。

島村 :今のお話のように、そのためにはまず、科学技術庁み
たいなものをつくらにゃいかん

というふうに考えたというお話がありましたが、確かに記録で見
ますと、原子力の始まる

大分前の、1950年にもう前田先生が主になられてやっておられる
んですね。

前田:その時にもうすでに、科学技術庁の草案をつくつて出したと思
います。

島村:51年には、前田先生を中心としてまとめられた案が、衆議院
の商工委員会で検討され

決議されているんです。それはとにかく前田先生が中心にな
っておやりになった。

前田:それは確かにそうです。

島村:記録によれば 1950年が一番早いんで、原子力より大分早ぃゎけです。そ
れを私は知
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っていた。ですから前田先生は、科学技術の振興というイメージで言われているんですけ

ど、その先生がどこで原子力に遭遇せられたかというのを、今まで疑間に思
っていたんで

す。今伺って、経済総合開発の問題で高瀬先生やらとご一緒に、3ヶ 月もアメリカ
に行って

おられた。そそれに大平さんが一緒に行かれたということも、先生のお書きにな
ったもの

の中で知っていたんですけど、そこでもまだ原子力が出てこないんですな。そう伺
ったの

でお聞きしたい。インドに松前さんど行かれて、バーバーに会われたのは何年
ですかぎ

前田:はっきり覚えてないんですけど。国会から科学技術の調査団が毎年出るんです。確
か

それで行ったと思います。別に原子力だけで行ったわけじゃないです。

島村:第一回のジュネーブ会議が開かれるということを聞いて、そこでそれに出よう
じゃな

いかということになったっていうことですよね。

前田:それじゃなしに。その時には、科学技術の一般の方の勉強に行ったわけです。
ジュネ

ーブで原子力平和利用会議があった時には、すでに原子力の予算が取れて
いた。

島村:そ うですか。その後ですか。

堀:原子力予算は1954年にできて、ジユネーブ会議は55年ですから1年半経ってるん
です。

前田:その間にそれ担当する役所が、経済審議庁が経済企画庁と変わった。

堀:54年に先生方が予算をお出しになったのが、確か 3月 の2日 でした。衆議院
の予算委員

会で修正するということになって。その予算を、通産省の工業技術院につけると
いうこと

になって、通産省ではすぐその対策をしなくちゃいかんということになりました。私は、

たまたまその時工業技術院の調査課長をやつておりまして、お前がそれを担当しろという

命を受けました。それが 54年の3月 はじめです。ですから原子力はその時から始まりまし

て。先生のおつしやつたジユネーブ会議は、それから1年半経つた 55年の夏でしたか。

前田:その時に原子力の担当の課みたいのができておつて。

堀:工業技術院調査課が衣替えした原子力課が発足したのは、55年の4月 。私は調査課長か

ら原子力課長として、引き続き担当いたしました。

後藤:いや原子力課ができたのは、私が初代の課長ですけど、1958年です。工業技術院の中

に後に原燃公社の副理事長になった豊島 陸さん中心のグループができて、そこで原子力の

勉強をしていましたが、58年には公益事業局に原子力課ができた。

島村:55年に工業技術院に原子力課ができた時は、堀君が課長なんだ。

堀:田中好雄君が課長補佐で。

後藤:予算は工業技術院の調査課だつたんですか。

堀:ええ、担当したのが 54年の3月 。55年 4月 には調査課が原子力課となりました (56年

1月 に工業技術院原子力課は総理府原子力局に吸収された。その後、58年になって通産省

公益事業局に別途原子力課ができた)。

前田:だからその時予算を担当している役人がいて、ジュネープの平和利用会議があること

は、その人たちから聞いたと思います。

堀:すぐその後で、アメリカからいろいろ情報が参りまして、先生もジュネーブにおいでに

なった。島村さんがおっしゃるのは、先生が原子力に手をおつけになったのは、原子力予

算が 54年に発足するさらに前に、何時ごろ原子力をおはじめになったかと言うことです。

前田:いやそれは、科学技術全体の問題は前からやってたわけですが、原子力の問題は、原

子力予算がついたその時からはじめたわけです。
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島村:それではその順序を追って、最初の原子力予算の時には、先生は自由党ですね。記録

によると、予算修正動議は当時の改進党なんです。政府与党である自由党がなにしたわけ

ではなくて、国会における予算修正動議は改進党が言い出しつべで、自由党、民主党、改

進党の保守 3党共同提案となった。原子力十年史に中曽根さんが書いておられるところに

よると、いかにも自分がそれをやらないかんということで、それを相談したのが川崎秀二

代議士と稲葉 修代議士であったと、こういうことになつとるんです。他の本を見ても、中

曽根氏は、この当時は総理じゃなかったんだけど、自分がやつたみたいなことばかり言う

ている。実は、中曽根さんは改進党だったけれども、改進党の県連の大会が秋田であつて、

そこに改進党代表が行ったときに、帰りに車中で予算修正の相談ができたっていうんです。

その時中曽根さんは一行中にいなかった。言い出したのは、斉藤憲三さんなんだ。

前田:斉藤憲三さんです。

島村:ですから私はどうも、斉藤憲三さんっていう人が偉い人で。やっばり斉藤憲三さんが

中心だったんじゃないかと。

前田:その通りです。

島村:斉藤憲三さんは早く亡くなられ(1970年 )ちゃって、中曽根さんがうまいことしたんじ

ゃないかという気がしとるんですが。

前田:斉藤憲三さんは、私らと科学技術の運動してましたでしょ。ところがそういう行政機

構のことについては、私や松前君がやってるから、あまりやかましくは言わない。もちろ

ん協力、賛成はしてくれておったんですけど。斉藤さんは、議員レベルで科学技術の研究

会を開いて、先々のことを研究しておられるんです。その中にウランの問題も提起してお

られまして。それから、石油蛋自の問題を持って来られたり、いろんな新しい問題を持っ

てこられた。「フェライト」だつてあの人自身が関係して会社 (東京電気化学、TDK)をつ

くられたわけです。そういう新しいものを次々に持ってきた。その時に彼は、ことに原子

力の問題をやろうじゃないかって話をした。私の方も、それは勿論やらなきゃいけないけ

れども、行政機構を整備して科学技術をやる役所がなくては、原子力だけやったって無理

じゃないかと思ってた。それに自由党は与党でしたから、我々から予算修正するのは難し

い。そこで斉藤君が、この機会になんとか頭を出そうということで、斉藤君が予算修正の

話を出してきた。

島村:私はどうも、斉藤憲三さんがやられたと思う。それは稲葉さんもおやりになったけれ

ども。稲葉さんが提案理由説明をやったというと、人が稲葉さんとこ聞きに行った。稲葉

さんは、そんなことわしはもう覚えとらん、島村君のところに行って開けと言われたと言

うんです。自分は忘れちゃつた、島村君がよく勉強しとるからあそこに行って間けと。だ

から稲葉さんも相談に乗ったって言うだけで。提案理由の説明したけど、稲葉さんの考え

ついたことじゃないわけですね。

前田:考えてたのは斉藤君です。斉藤君はその他にもいろんな新しいこと考えておられて。

島村:今年の9月 の初めに前田先生のお供をして、科友会って科学技術庁 OBのゴルフ会に

出たんですが、そこで僕ははしなくも、グランドシニア杯をもらったんだ。ただ嬉しくて

もらって帰ったけど、うちに帰ってきて見たら、斉藤憲二杯って書いてある。それで斉藤

さんのこと思い出して。ああ、あの人は早く亡くなられたけど、科学技術庁の初代政務次

官で、僕はいじめられたわな。いろんなこと言われて本当往生したんだけど、偉い人だつ
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たに違いないという気が最近しておるんです。

前田:今原子力をやらなきゃいけないのは、
エネルギーの問題だけじゃなくて、さっき私話

しておった放射線の問題、これも斉藤君がやかましく言って
いました。それから抗がん剤

など薬の問題もやかましく言いまして、とにかくそう
いう新しいものを研究しておられた。

これから原子力の時代、放射線の時代が来るからやらにゃいかん
って言う。私も、どうせ

我々は科学技術をやるんだから、勿論原子力もやろうと言ってたんだけ
ど、私の考えでは、

予算は修正しにくいし、原子力はまだちょっと早いと思っていた。と
ころが、自由党と民

主党が話し合って予算を通すときに、改進党の協力が必要だとな
った。そこでその妥協案

にひつつけろということを斉藤君が言い出して、中曽根さんたちが賛成した。

島村:細かいいきさつは、ご存知なかったんですね。

前田:あまりいきさつは細かく知らないけど、斉藤君がやってたのは確かです。

島:堀君も予算が通る前は調査課長だから。

堀:通った翌日からしか、原子力に関係してない。

島村:予算修正原案は、結局 2億 35百万円にほかのものがいろいろついて。

堀:2億 6千万です。

島村:原子力は 2億 6千万で。そのほかに国会図書館分などを入れて、科学技術振興費とし

ては 3億円かな。(通商産業省 :原子炉築造研究費 2億 35百万円、ウラン探査費 15百万円、

グルマニウム研究費 15百万円、チタン研究費 15百万円、合計 2億 80百万円、国会図書館 :

原子力資料費 10百万円、PBリ ポート費 10百万円、合計 20百万円)

それでまとまったけれども、当初の改進党の要求は 9億円だったんです。それはいったい

誰が原案を出したかと思って。

前田:それは詳しくは知らないけれども、とにかく原子力をやらなきゃいけないから、それ

にできたら予算をつけようと、一番最初に言っていたのは斉藤君です。自分の力だけじゃ

改進党の中でうまくいかないので、科学技術に協力してくれる中曽根君とかその他にも頼

んだということで、言い出したのは確かに斉藤君です。予算修正をした時の経過は後で斉

藤君から聞きましたけど。彼が言い出して、中曽根君その他が協力して、これをやったの

は間違いない。あれは自由党じゃなしに改進党がやったわけです。予算も取れて担当役所

ができたもんだから、私たちが科学技術庁をつくろうとして動いている時に、ジュネープ

で原子力平和利用会議があるつていうことを、役所のほうから聞いたわけです。それで国

会側としては、この機会に国際会議に出て行こうとなったわけです。

島村:残念なことに、予算は改進党が言い出したんだけど、自由党との折衝の結果、決まっ

たわけですね。

前田:そ うそう、それはもちろん与党ですから。

島村:自 由党が折れて、民主党、改進党が一緒になって、三党の共同修正の形にして通つた。

私の疑間は、いったい 9億円の内訳は、まあ 2億 6千万にしたっていいかげんなもんでは

あったけど、誰がいくらと言って斉藤憲三さんなんかに9億円をたきつけたのかしらんと。

後藤:どっかのパーティーで中曽根さんが、ウラン235にかこつけて 2億 3千 5百万円を説

明したといつていた。

堀:それは後でやる予算の時の語呂合わせであつて。2・ 3・ 5が先走りして、一人歩きして

るんです。原子力は2億 6千万円です。
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後藤 :堀さんのほかにその頃、田官茂文君もいたんですか。

堀:田宮君は後です。2年 くらい経ってからです。あの時、通産省が受け取ったのが原子炉

築造費の 2億 35百万円とウラン探査費の 15百万円。それに国会図書館の原子力資料費
が

10百万円で、合計しますと2億 60百万円です。2億 35百万円の積算も何もないんだから

語呂合わせです。

島村 :予算の話はそれくらいにしまして。私の想像では、さつきのお話で前田先生も
ジュネ

ーブ会議に行く前から、原子力のことをご存知だったに違いないんだけれども、何人かが

ジュネーブ会議から帰る途中に、各国を見られただろうと思うんです。中曽根さんだつて

そうでしょうな。

前田:それは、帰ってからより行く前が一番問題だったんです。せつかくできた原子力予算

だから、超党派でやらなきゃだめだというのが、まず第一の問題点です。各党が賛成しな

ければ、できないわけですから。その辺の調整に時間がかかりまして。それから各党で原

子力をやろうとなって、ジュネーブ会議には超党派で、国会の正式な派遣にしなきゃいけ

ないとなりましたざ

島村:さ っきの話のように国会っていうところは、やたらほうぼうに調査団とかいろいろ派

遣されるわけだけれども、概して、割に楽されるわけだけど、この 4人 (中 曽根、前田、

松前、志村)が もう非常に勉強されて、毎日毎日議論もされるし、あんな真面目な調査団

なんてものは見たことない、というのは向坊 隆さんが書いとるんです。アメリカを周って

こられた時のお供したんだって。

前田:それはその当時、それまでは国会から視察団が出たりしてましたけども。初めの段階

は、日本が講和独立するまでの間は、主にガリオア・ファンドで回つてた。だからあんま

り沢山そんなに行けなかった。講和条約ができて独立してからは、自分たちの費用で回り

ましたけど、今のように毎年定期的に沢山行くっていうような事はなかった。それで、国

会の予算で行くってこともその当時は少なかった。議運の人とか特別な人は行ってたと思

いましたけど。それだから、予算つけてもらうのは大変な思いでした。

しかし、実は向こう行ってから帰るまでの間で、ほとんど議論が、構想がまとまった。そ

れでその構想がまとまるについては、今お話がありましたように、視察して来ては帰って

来てこうだとああだと議論ばつかりして、ほとんど見物とかなんかはしないで。大事な問

題で、見れば見るほど詰まつてくるわけです、信じつつあるから。で、これはもうぐずぐ

ずしてはおれない。帰るまでには意見をまとめなきゃいけないということで、特に四つの

党が、超党派ですから、意見まとめなければ。また帰っちまうと皆、おとどという人がつ

いたり、選挙区の仕事持つたりして、なかなかまとめられませんから。おる間に、この 4

人で固まってる間にまとめようってことで、それでずいぶん議論して。この調査団ほど勉

強した調査団はなかったと思います。私もその後いろんな調査団に行つたり、科学技術調

査団の団長かなんかで行きましたけど、こんなに勉強した調査団はもうないです。

島村:非常に真面目なあれだったっていうことですが、私はその当時村田さんや別府さんな

んかと一緒に、原子力室にいたんです。丁度先生が回っておられる頃は。それで。

後藤 :審議庁ですね。

島村 :経済審議庁、いやもう企画庁か。それで、高碕達之助長官宛に中曽根さんが旅先から

書かれた手紙なんか、高碕さんが開けてみて、私のとこに降りてきて。どつかに渡すって
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わけにもゆかず、私がどん尻だから。私が持ってたやつが、この間偶然一通でてきたんで

すが。アメリカに行っておられる間に、向坊さんがアタッシェ (科学担当書記官)で、フ
シントンからサンフランシスコまでお供したっていうんですね。

それで、向坊さんに言わせると、その時に、原子力法をつくると言う相談が、先生方の間

でなされておったので、向坊さんが、学術会議の民主、自主、公開の三原則をぜひ入れな

さいと言って、それで入ったんだと。だから自分がサンフランシスコまでお供しなかった

ら、あの三原則は、基本法に入ってたかどうかわからんと。こう言っておられるわけなん

ですわな。ご記憶はおありですか。

前田:いや、そういう確かご意見もあったんで。それから確か「サガワ」さんだったかな。

堀 ::嵯峨根さん。

前田:嵯峨根さんか。西海岸かどこかアメリカにおられた (カ リフォルニア大学バークレイ

校)こ とがあって、その人たちからもそんなご意見聞いたんです。しかしそういうことは
もちろん、ご意見があってその通りだと思いますが、実は我々の議論している中に、要す

るに社会党の左派が入ってるわけでしょ。その志村茂治さんが、まあ右の松前君はそれは

もちろん社会党ですからあれですけど、とにかく強くそういう問題を言うわけです。それ
で我々もまた原子力やるのはいいけれど、これが破壊に使われるのは、その時にやった我々

が、将来日本の国民から大変な怨嵯の的になるつていうことは、やはり我々国会としての

責任がありますから、これは絶対そういうものに使われては困るということは、我々もそ
う思ってました。だからまあそういう連中もおりますから。それはそういう議論を、回っ
てる初めからしていました。ジュネーブ国際会議でも平和利用に限ろうとか、軍縮やって
る連中が、原子力を軍備に兵器として使うことはやめさすとか、我々は平和利用のために
この会議を開くとか、はじめからその意見で議論をして来た。ただどういぅふぅに書き上
げていくかつてことは別問題だったですけど。

とにかく基本法をつくらなきゃいけない、その基本法にはそういう精神を盛らなきゃいけ
ないということで。そういう議論をしておりましたから、我々はこういう議論をしてるん
だつていうようなことに対して、各地に行く度に皆さんからいろんな意見を聞いたわけで
す。向坊さんももちろんアタッシェでぉられてましたし、皆さんのご意見でも、それは是
非やった方がいいということでした。

島村:いやわかりました。ちなみに最近出たあれの中に、自分が言ったから入つたんだとい
うふうにはっきりと書いてあるもんですから。おっしゃったょぅに、私もずっと見ておる
と、とにかく超党派でということで、左派を取り込む、それを一緒にもってくということ
に、非常にご苦心があったょうですな。昨今の売上税反対じゃないけど、とにかく皆を寄
せて超党派でやろうとすると、言い分もある程度聞かなきゃいかんというところもあり。
前田:平和利用に限るつていうことは、大体我々賛成でした。
島村:それはまあそうですよ。

前田:賛成でした。その他にやかましく言われておったのは民主、公開です。民主は当然の
ことです、国会でやつてるんですから。それから公開です、ちょっとその学術会議めいた
表現をそこに入れろというわけで。まあ平和利用に限るだけでもいいじゃないかっていう
意見もあつたんですが、どぅせ政府のもんは公開せにゃならんから、こんなの秘密でやる
わけにいかないんだから。民主は、国会でやつてるんだからいらないだろうって意見もあ
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ったんですけども、まあ平和利用っていうものを入れる以上は民主、公開も入れて差し支

えないから入れようっていうことで。そういうことは、初めから超党派でやっていかなけ

れば、これからのそういう仕事は進まないっていうことで、おかげで実はずっと科学技術

は、全部その後も超党派で進んだんです。

それで実は科学技術関係のいろんな付属の機関を、特にちょっと変わったものでは新技術

開発事業団だとか、科学技術情報センターとか、その当時はなじまないものばつかりです

よ。それで、行政機構としては全然なじまないと、役所は皆反対だつたんですけど、それ

も皆超党派ですから押し切って来たんです。最後にひつかかっちやつたのが、科学技術基

本法なんです。科学技術会議までは超党派でできたんですけど、科学技術会議を動かすた

めに基本法つくろうつて時に、特別委員会の中に共産党が入ってきまして。共産党の勢力

が増えて、それで共産党が入つてきたらこの基本法、小委員会では社会党の諸君も賛成し

てくれておつたのに、共産党が反対しだしたら、こんどは学術会議が反対しだして、学術

会議が反対すると社会党もう動けなくなってしまって、基本法制定の小委員会までは、原

案ができとったんですけども、そこで潰れてしまった。それから後は今もうご承知の通り、

全部超党派じゃないです。

島村:じやあ、確かに当時先生が帰ってこられたときは、超党派といいながら実質は四党だ

ったわけですね。それで、保守大合同が行われたのは、帰ってこられたその年なんですな。

それで社会党も、右派左派一緒になっちゃったんです。だから基本法審議のころは右派も

左派もなくなったわけです。ただ記録を見てみると、やはりその時共産党と労農党が、基

本法や原子力委員会設置法にも反対してるんです。労農党っていったら、後に社会党にな

つたけど、石野久男さんなんか労農党でなかったんですか。労農党と共産党は、数はほと

んど一人か二人だつたけれども、反対ではあったんですな。

前田:反対だったんですけど、科学技術、当時は特別委員会ですけれども、委員は出せなか

ったんです。それだからそのずっと後まで、ほとんど全部委員会で意見がまとまってしま

う。後で多少総務会議で反対があっても、できた。ところが委員会に共産党が出てきてか

ら、もう超党派がだめになっちゃったんです。

島村:原子力が始まってから、そういうわけで 30年ちょっとにしかならないんですけど、い

ろいろ本当はどうだったんだろうと思ってみると、わからないことが続出するんですが。

これは、朝日新聞に連載されとったことなんです。私のとこに記者が来て、松前さんと今

対談やつとる最中なんだけど、裏づけをとって歩いているつて言うんです。松前さんの言

われたことそつくり出していいものかどうか、裏づけをとつておると。今日伺ったのは、

松前さんが、原子力基本法はわしがつくったとこう言っておられるが、それ本当ですかと

こう訊かれたたんです。本当でいいでしょうと答えておきました。その時の合同委員会の

委員長は中曽根さんだったけれども、中曽根さんのところに集まった人たちのうち、松前

さんは、確かに原子力基本法担当だつた。だからまあいいでしょうと言ったんだけど。

しかし、私はその合同委員会に、呼び出されてよく陪席はしておったけれども、一番よく

ご存知なのは前田先生だから、前田先生のとこに確かめにいきなさいといって、前田先生

の事務所も教えたんです。それで先生のとこ行つて、これが証言として、前田先生のあれ

も出とるわけです。その時に思い出したのは、松前先生が基本法担当で、そして前田先生

は、いわば行政組織です。つまり科学技術庁だとか原子力委員会だとか原子力局だとか、
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そういう行政組織をどうするかということを担当されておったんです。一応、何でも相談

はされるけれども、相談されるにしても、担当としては先生は機構の方なんです。志村さ

んが予算なんです。中曽根さんは委員長になったけど、もうひとつ担当があったなあ。あ

あ斉藤憲三さんが、関係法担当なんです。そういうことに合同委員会の記録ではあるんで

す。菅田さんが全部集めてますから、それを見てみるとそう書いてあるわけです。しかし

その時の議論で、行政組織が一番揉めたんです。

前田:今お話のように、基本法は、その文句とか何とかは別問題ですけど、その考え方は 4

人が回つてる間に決めたんです。そういう原則を立てると。それからそこの中に、行政機

構はどこでやるかは、ちゃんと決めてませんでしたけど、科学技術庁みたいなところでや

ろうかとか、原子力委員会をつくろうとかは、これはもうはっきりしている。どこに行っ

ても原子力委員会はあるわけですから、原子力委員会をつくろうとか、研究所をつくらな

くちゃならんとか、燃料の関係の何かをつくらなきゃならんとか、そういう構想はどんど

ん外国を回つてる間に決めた。あとどういう風な文章に、形態にしていくかってことは、

確かに松前君が担当してた。私は行政組織担当でしたが、特に揉めたのが原子力委員会を

行政機関とするか諮問機関とするかの問題をどう処理するかで、大分苦労しました。その

辺のところは私が担当したんです。しかしこういう風な構想でやろうってことは、だいた
い決めてあつたんです。それが決まってたから、四党が共同でやって行けたんです。ただ
文書化していくのには、いろいろと担当してやってもらった。

島村 :帰ってこられて、もう2～3日 中にある程度の要綱が発表になるし、国会でも――.
前田:帰つてすぐでしたよ、要綱とかを発表したのは。案はもう決めておったんで。
島村 :それで国会に法案が出て、法案が固まったのが 1955年の 12月 10日 ぐらいじゃなか
つたですかね。しかしそのわずかの間にまあ、くるくるくるくる二転三転するわけです。
何回その案ができたか。菅田さんも大変だつたろうと思うんだけど。何か先生方が言われ
るでしょ、そしてそれを法案の形に直す。そうすると他所からクレームがつく、中でまた
がたがする、もう何遍か、勘定もしてみないけど何次案もずいぶん出るんです。当初は原
子力委員会について言えば、行政委員会にするという形でした。それがまあ、すったもん
だして、審議会になり、その審議会にするためには内閣総理大臣が意見を尊重しなければ
ならないとかなんとか、従来の審議会とちょっと変わった点を、ニュアンスをいっぱいつ
けてなにするわけですけど、そこへ行くまでに何回変わつたか。それから前田先生が一番
苦心されたと思うのは、やっぱり事務局の問題。原子力局ができたのは、簡単に人は言う
けれども、それまた大変なんですね。

一方でもう科学技術庁の設立の構想は前田先生が進められて、それより前に大分できてま
すから。ただ帰つてこられてから前田試案をいくつか拝見すると、それまで前田先生が言
っておられたのは、科学技術庁設置ということで推進されておったけれども。菅田さんの
記録によると、科学技術本部になつてるんです、科学技術行政本部と。それで原子力局は
その中に、外局として原子力総局を置くつてことだったかな。しばらくの間はずっとそう
なつてたんです。前田先生の案だろうと思うけれど、それがだいたい合同委員会でも、大
勢になっていた。ただ途中で、11月 30曰 くらいになって急に、それまでは原子力委員会も
科学技術庁も、次の通常国会 (56年春)で決めるということになっとったのを、日米協定
の関係なんかもあるからと切り離して、原子力委員会は先に発足せしめようと。前の年 (55
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年)の暮れの臨時国会で間に合わそうと。ついてはその事務局をどうするか。結局は、結
論から言えば総理府に原子力局が置かれて、科学技術庁ができたらそちらに移すという了

解のもとに、原子力局も一足先に出発した。それにしても、原子力委員会に事務局を置く

のが、合同委員会の一貫した方針だつたわけだ。原子力委員会の面倒を見るところとして

の原子力局だと。それと別に原子力委員会の決めたことを執行する行政機関として、別に

原子力総局を置くという風にだんだんに変わっていったわけですな。まあめまぐるしいこ

と、わずかの二ヶ月くらいの間にくるくるくるくる変わるんですから。午前と午後でまた

変わった修正案が出されたりして、 トレースするのは大変なんです。
前田:そ りゃまあ大変ですけれども、要するにだいたいの業務を、構想は決めてあるわけで

す。原子力委員会、それからそれを担当する行政機構をつくらなきゃいかんと構想は決ま

ってますけれども、原子力委員会を行政委員会にするか諮問委員会にするかが問題で。最

後はなんとかまとめたけれども、今度は野党の連中がいい加減のものをつくったらいかん

と反対して。あの時一番工夫して他の諮問委員会にないのは、原子力委員会の決定を経な

ければできないという風にした。現在の原子力基本法にも書いてありますけど、要するに

原子力委員会の決定がなければできないと。だから行政委員会と諮問委員会の中間です。

諮問委員会の決定がなければできないっていうような諮問委員会は従来ないんです。行政

機関みたいな諮問機関にして、それでようやく与党も妥協してもらつたんです。そういう
面倒なことは私がやらされてた。 (笑い)行政機構の面倒なことは痛感した。それから今の
お話の原子力局の中の機構はまあいいんですけど、その権限ですね。要するに科学技術機
関は予算の見積もり調整をする。しかし原子力は新しいから見積もり調整だけでなく、予

算を一括計上して配分するというこの権限が、ずいぶん役所からは反対はあるしいろいろ
とあつて、わずかな間にしょっちゅうそのことで議論し、意見をもらつたりもしたんです
けど、結局これは押し切っちゃった。

島村 :だから皆さんのご意向は原子力委員会というのを一番強いものにしようということで
あつたんだけど、一方科学技術庁問題の科学技術分野で出てくる原子力局との関係はどう
かとなると、原子力委員会が決めたことを執行する機関だと。そこまではわかるんだけど、
行政府として、原子力委員会が言ったことを実行に移せない場合もあるんじゃないか、そ
うなったらどうかとか。それはしょうがないんだ。それは大臣が調整するんだから、そう
いうことは起こり得ないはずだ。しかし理屈からいえばそういうこともあるだろう。 しか
しまた、行政府としての科学技術庁は、原子力委員会が決めないことを勝手にやるわけに
はいかんとか、難しい議論がいっぱいあるわけです。 (笑い)

前田:それで原子力委員会は、行政機構的にいえば諮問委員会です。その諮問委員会の長に
行政責任者の長の大臣がなるんですから、まあこれも変則です。とにかく意見をまとめて
折衷案ができればいいじゃないかと思つてた。法制局からはそんなことは認めないとか、
あつちこっちからそんなことは前例がないとか、だけど新しいことなんだから法律で書け
ばいいじゃないかっていう我々の意見とが、行つたり帰つたりしてました。しかし考えて
みると、やっばり超党派でやつてたもんですから、意見がまとまればそれが実行される。
島村:野党からも熱心な人が合同委員会に参加して、それぞれの野党に対して説得の苦労を
されたと思うんですけど。自民党の中でも、政調会で揉めたんですな。合同委員会が何や
つても、そんな野党の言うこと聞く必要はないとか。 (笑い)菅田さんの資料によると官僚
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OB議員が皆反対したとかいうんで。
前田:そ りやもう科学技術、原子力含めまして。科学技術庁つくる問題でもずいぶんもめた。

趣旨は皆賛成するんです。だけどいざ、どういう組織にしてどういう権限をあたえるかと

いうことになると皆反対して、最後には労働組合までが反対しまして。労働組合まで、自

民党に陳情にやつてきたりして、ずいぶん苦労しました。

後藤:どこの労働組合 ?

前田:通産省の労働組合です。逆にあんまり表向きの陳情は来なかったけど、懇談的には官

庁技術者懇談会とか、そういうグループの方たちは、ぜひなんかひとつ科学技術行政的な

ことをやらなきゃいけないとか。とにかくもういろんな議論があるし、それが皆議員の中

でおのおの対応する諸君がおつたり。 (笑い)しかし幸いに超党派であったことと、自民党
の中でも科学技術のことについては私が先頭きってやってきまして、あと斉藤憲三君とか

原子力では中曽根さんとか協力してくれる人がおって。それから田中角栄先生が、割に理

解があつて。田中さんは若い頃理化学研究所に関係しておられたんで、それで理解があっ

た。皆いろんなこと言って議論しとつたつてはじまらん、やらなきゃしょうがないってい

う、あの人がそういう決断をしてくれまして。それでとにかくある程度やれるところでや

ろうじゃないかと。多少初めの構想よりは後退してますけれども、しかし筋はある程度通

つてたでしよう。特に原子力については通ってたと思います。

島村:ま あ堀さんとこの原子力課をつくった時に、内閣に原子力利用準備調査会があって。
いろいろなことを小さいことから大きいことまで決めてきたんです。留学生に誰出すかっ

てことから始まって。どんな原子炉を何するかとか、探鉱のあれをどうするかとかいろい

ろ決めとつたんですけど。ジュネーブから先生方が帰られて以降はもう開店休業みたいな

ことになつて。みんな国会の合同委員会でいろんなことを決められるようになって。やや

形式的にもなっちやつたんだけど、基本法の審議その他も、合同委員会と利用準備調査会

との懇談会をやるということで、連絡はとりつつも、ほとんど合同委員会で進められるよ

うになつた。私なんかも、原子力室では村田さんや別府さんなんかと一緒にいろいろやっ

たんだけど、後のほうでは呼び出されて、合同委員会に陪席してそこの空気を持って帰っ

て、それに対応する仕事にもう忙しくなっちやつたんです。はじめに原案がないわけじゃ
ない。それを先生方に説明しても、どんどんそっちの方で毎日やられるでしょ。議論に付
いていくのに忙しいわけです。先生方を追つかけまわすのに。

後藤:その頃島村先生のアシスタントは誰がやってたんですか。スタッフは。

島村:それは村田さんもいたし別府さんもいたし、多士済々。ですから毎回ってわけじゃな
いけれどもずっと陪席して承知することはできたわけなんだ。その際、さっきお話したよ

うに先生方が一応分担を決めてやられたわけだけれども、皆その方にまかせっきりってわ

けじゃなくて。皆一緒に議論されますわ。ですから松前さんが原子力基本法を自分がつく
つたみたいに言われるのはちょっと、(笑い)その点はあるわけです。皆でやったんだから。
前田:帰って党の了解とらなきゃなりませんから。松前さん一人じゃ。皆帰ってその問題に
ついてやらないと。

島村:だけど私の印象では、正式に引き受けておられた行政機構の問題は、これは前田先生
が中心なんだけど。他の方が出されるような問題でも、前田先生が熱心に主張されたこと
で一つ私に残ってるのは、燃料国有なんです。燃料国有と燃料公社問題。これが弱っちゃ
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った。形は公社でも私はそれほど、どうとも思わなかったんだけど、公社と
いうことでは、

大蔵省とか法制局とか行管が皆反対しとつたけど、中身的に私が参ったのは燃料国有
です。

国有というのはどういうことにするのか、専売だと言われる。国有で専売って
のが、私は

あまり知識なかったから、弱りました。結局は、核燃料を管理するということが基本法に

謳われたんであつて、管理のやり方は原子炉等規制法に譲られたわけです。中身もず
いぶ

ん一生懸命になってやられたんだけど、私に言わせれば、最初の原子力基本法と、原子力

委員会設置法、それに総理府に原子力局を置く、これが一番最初の原子力三法だ。これが

通過したら、後はもう大事業は済んだというような気分がありまして。

1955年の間に、規制のあり方から執行機関とか、原研だとか今の動燃の前身の原子燃料公

社あたりの議論は、合同委員会の中でものすごくなされておるわけです。だけどその次の

国会で原研法を出したんだな。それから燃料公社法と探鉱促進法か、その二つ出て。原研

法それから燃料公社法が出たのはまた遅れたわな。その間に、そりや政治家だもの同じこ

とばっかりやっとりゃせんわな。 (笑い)原子力の方は原子力委員会にある程度任せるとい

う空気もあって、大分風当たりも和らいだ。規制法については、実質燃料国管思想という

ものが入つていないわけです。それで法律は通ったけれども、通った後で国会から、これ

は怪しからんじゃないかって話が出まして、前田先生か誰か知りませんけど。一本松珠磯

原電副社長さんが、東海発電炉を買う交渉に英国に行く。燃料の交渉もする。それが新聞

に出たんです。そしたら国会で問題になりまして。燃料は国管のはずじやないかと。国管

といっても規制するということで、国有ってわけじやありませんと言ったら、国会で怒ら

れて。とうとう三木さんが大臣の時に、法律と別に、燃料は当分のあいだ国有とするとい

う閣議決定をせざるを得なかったんです。考えてみるとその頃ア
・
メリカも国有でしたから。

村田:アメリカでは、濃縮ウラン (特殊核物質)は国が所有していました(特殊核物質は、国

が生産者であり、核兵器用材料としての使用者であったから、国有は当然)。

島村 :原研の研究炉だって、燃料はアメリカから日本政府が最初は借り入れて、原研に貸与

していました。その後、原子力発電が軌道に乗ると、民有になったわけだけど。時々私は

前田先生の言っておられたことを思い出したけど。

前田:その国有というのは、確か今のお話のように外国が国有にしてたから。我々が強く主

張したのは、原子炉の問題は民間がどんどんおやりになるけれども、燃料問題は核融合を

含めて、国の予算をどんどんつけていかなければ、後の再処理問題その他の問題もあるし、

外国に遅れてしまう。当時アメリカをはじめ各国で、再処理問題についてずいぶん金を使

ってました。一般の民間電力会社に任せといたんじゃ、燃料対策は遅れてしまうというこ

とを痛感しました。国有論は今お話のように、世界が国有にしていたから、国有でやった

ほうが安全だということだったと思いますけど。燃料公社の議論の時には、公社で燃料対

策事業というものを国の予算でやらないと、民間の資本では、世界に遅れるんじゃないか

というのが一番大きな思想だったと思います。

公社論の中で今だに覚えてるのは、燃料を輸送してる間の責任の問題。それからその燃料

を保管してる間の警備、盗難や破壊活動の防止。そういう問題が出てくるので、燃料対策

に予算をつけなくちゃいけない。同時に核燃料が軍用利用されたり破壊分子に利用された

りしたらいけないから、国が責任持って管理しなきゃいけない。ということで、国有とは

国が管理責任を持つということだったと思います。それに対して公社論は、公社でなくた
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っていいじゃないかというのが大蔵省の強い意見でした。他の国会議員諸君が公社案に賛

成した主な理由は、予算の問題と責任論でしようね。公社案については、大蔵省を中心に

他官庁の諸君も反対しましたけども。結局今言った二つの意見でとうとう公社で押しきっ

ちゃった。しかし、公社設立の時には、もう国有と書いてなかったんじゃないですか。国

有でなしに、管理や責任ははつきりしなければならないということだったと思います。

別府 :基本法の最初の段階から、国有というような言葉はなくて、核燃料物質は政府の規制

に従わなければならないとなっています。

島村 :別府さんにけしかけられたのかも知れんけど、僕なんか合同委員会に陪席で行って

て、発言するわけにもいかんのにあえて発言を求めて、長れながら申し上げるけれども、

たとえば探鉱をみんな燃料公社にやらせろということだけど、ウラン鉱床は日本全国に散

らばっとるのを皆燃料公社でやるのは、事実上かえって不得策ですから、このほうは自由

にしてください、規制はしますからとお願いしたことがあるんです。記録にも載つてるけ

ど、菅田さんが書いてある。それは別府さんにけしかけられてと皆言ったのかもしれない

な。 (笑い)法律づくりっていうのは本当に難しかったんです。
前田:それは、さっきお話したように、だいたいのアウトラインができてからは、我々は他

のことが忙しいから。私自身は科学技術関係の体制を整備しないといけないっていうこと

で、科学技術庁の役所だけつくったって、実際問題としては科学技術行政は動きませんか

ら。それで、科学技術庁ができてからは、研究所問題だとか科学技術庁に属した新しい組

織の整備に時間を取られちゃって、だんだん原子力の方は原子力委員会に任せればいいと

いうことになっちゃったんです。

島村 :だから前田先生の仕事をずっとトレースしてみると、非常に大変だったと思うんです。

戦後議員に出られるときから、科学技術っていうことを中心に。

前田:技術出身ですから。

島村 :まあそりや国会議員だから、全てのことをおやりになるだろうけど。スローガンの一

つに、科学技術がちゃんと入っていた。それで今日までずっと科学技術のあれやっておら

れるっていうことは、大したものです。私なんか科学技術庁にいたけれども、仕事は原子

力ばっかりだから。官房長もやったかな、だけどほとんど、原子力っていう頭でやってき

ましたから。そういう角度から先生にお話したんですけど、言い方が悪いかもわかんない

けど、核燃料関係の仕事は国でやらんといかんということを言われた。あの当時から、民

間で発電を行 うのであれば、原子炉は電力会社に任せたほうがいいけど。一方、今でいう

燃料サイクル関係は国が握つてやれということを言っておられた。うまくいきゃいいけれ

ども、どうもやはり民間もいい時と悪い時とありますから、中断したりすると困る。

前田:遅れてしまうんです。どうしてもやつぱり国で予算をつけて推進しないといけないん

で、公社がいいんじゃないかと。それから燃料サイクルのダウンス トリームの問題は、相

当考えなきやいけないとは、基本法のときから言われておりまして、将来使用済み燃料を

どうするんだということを。それは民間でなかなか推進しにくいから国の方でやるという

ことだったと思います。その時分から言っておったことは、今では動燃事業団になりまし

たけども、言ってたとおりで、ダウンストリームの問題は、現実に遅れております。私も、

下北半島にニュークリア・パークをつくれってことを提唱して、あそこにそういう燃料関

係のものを置くことを推進したことがありましたけど、どうしても現実のもの ――発電の
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ほうが大事ですから。ダウン・ストリ
ームの方が遅れて、ようやく下北半島でやるように

なった。30年経ってみますと、そういういろんな経過
も出てきます。

考えてみると、政治家は、自分がやってる
わけじやないから、実際の様子はわからな

いん

だけど、自分たちのやつたことに対して、責任を持
たなきヽならない。特に戦後の日本の

復興期については、我々が復興しなければな
らないという責任感がぁって、これは戦後国

会に出てこられた方は、皆そう思っておられたと思う
んです。そういう点で熱意があった

と同時に、ある程度将来どういう風にするか
の見通しをたてて、責任を持っておられた。

原子力発電にしても原子燃料にしても、後
の始末をどうするかの問題については、その当

時から考ぇてぉって、それが公社案でぁったと思
います。

こういう原子力政策を立案されるのにつ
いても、いろいろと問題があつて、今の若い方た

ち、次の時代の人たちに、責任を渡してや
ってもらわなければいけない。あまり遅れな

い

ように、歩調をそろえてやつてもらわないと。原子力
は安全だ、安全だって言っても、な

かなかそうは国民は思いませんから。今になってみる
と、解体の費用とかダウンストリー

ムの費用とか、いろんなことを議論されてますけ
ど、そういうことは、原子力によって日

本のエネルギーを賄う、安全保障の国策という立場な
んですから。電力行政も、電力会社

も協力をしなきやいけない。そのための公社案
が、今の動燃事業団となったと思うんです

けども、予算が取りにくいからだんだんと遅れて、よう
やく下北半島の話が進みだした。

島村:今日は、古い話をお伺いしようと思ってお
いでいただいたんですけど、最後に先生が

昔から提唱しておられた科学技術庁ができて、後
にその長官、原子力委員長ということに

なっていただいたんですけど、他の方が就任される
よりも先生の場合はそういう歴史があ

るだけに、感慨ひとしおのものがあつたかと思うん
です。先生が大臣やっておられた頃の

一番大きな問題はなんだつたんですか。

前田:僕のときは、地震対策をどうするかでした。それ
で内閣に地震対策の本部をつくつて、

科学技術庁長官が本部長になって、長野県の群発地震
の予算を特別に本部の方につけたり。

しかし私が長官だつたのはあまり長ぃことじゃないですけど。結
局私は技術出身ですから、

ずっと科学技術をやってきて、国会を辞めてからも科学技
術庁とはご縁があるわけです。

原子力を含めて国家、国民のためになる政策を、思
い切ってゃっていかないと。我々の時

は、自紙の状態からやったせいもあるんですけども、科学技
術・原子力でどんどん思い切

ったことができました。多少の反対があつてもやってきまし
たけど、今は皆難しい問題が

一緒になってしまった感じで、解決しないところが沢山あ
りますね。

特に私が原子力で今非常に必要だと思うのは、懸案
の下北半島の核燃料サイクルの施設を

早くつくられる事です。私は今、中華民国との科学技術協力
の協会の会長やつて、政府の

代わりの仕事しておりますが、中華民国に行
っても韓国に行っても、原子炉で燃やした後

の燃料をどうするかつていう問題を皆抱えている。アメリ
カから炉と一緒に燃料を買って

きて、使用済み燃料は一応 30年は貯蔵することになって
いる。そのぁとどうするかつて間

題は見通しがない。imEAの方で、地域的な燃料基地をっくったらと
いう意見も出てきてま

すけど。そういう話になると、日本はこのアジア地域では特殊
ですから、日本がそういう

能力を持って、必要ならば協力してあげるということじやな
いでしようか。再処理だけで

なしに、濃縮の問題も含めてある程度燃料問題についての協力
できることになれば。個人

的立場でそういう話を韓国でも台湾でもするんですけど。
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日本の改良型の原子炉が非常にいい、ぜひ将来協力してもら
ぃたいっていわれてるんです。

電力会社と協力して見に来たり、原子力産業会議が世話
したりしてますから。そういう連

中は、そういう気持ちを持っております。ただ、燃料問題
が片付かないもんだからから、

日本の改良型の炉が欲しいって気持ちがあっても、解決
できない。ソ連やカナダも原子炉

を売りたがっていると思いますが、日本は炉を売る
ことだけじやなしに、アジア地区全体

の燃料問題について、寄与しなければいけない。日本が直接再
処理するか、もしくは濃縮

ウランを直接こちらから売るかは別としまして、少なくとも技術指導
とか、いろんな技術

協力を日本が先進国として、当然そういうものを確立して
いかないといけない。必要によ

っては燃料も供給してやれば、再処理も引き受けるということもやら
なきやならないのじ

ゃないかと、私は原子力についてはそういう風に考えます。

島村:ありがとうございました。皆さんせつかく、時間がだ
んだんなくなってきましたけど

も、ご質問なり伺ぃたいことがあればどうぞ。

村田:今、韓国でも東南アジアの国でも、日本に顔を向けて原子力技術
を期待している。と

ころが原子炉をつくる技術は提供できるわけですけども、少なくとも技術的
に燃料を供給

保証するつていうのは、まだシステムになってない。日本は、アッ
プストリームもダウン

ストリームも、日本の中の原子力発電っていう計画との関連でしか考えられ
てないわけで

す。したがって、後藤さんのとこのウラン濃縮機器なんかも、日本
の濃縮ウラン需要の中

の何分の一かということになってるだけで。確かに開発途上国に供給す
るつていうと、今

度は後始末も考えないといけない。そういう意味では非常に責任
が重いので、純粋に民間

産業としてやろうとすると非常にリスキーなんです。だからやはり国
が相当指導するなり

協力してバックアツプしていかないと、純民間
ベースだけで、たとえば後藤さんの会社に、

そこまで供給してもらうことはできないですね。国際協定とか引っ掛かります
し。

前田:安全のテクニックみたいなものを、事実上技術協力しようとして
いるようですけど。

しかし安全教育だけて言ったって、実際その燃料は伴ってきますから。や
つばり燃料関係

の技術を確立して連れていかなければ、これは安全管理っていうのは、まあそれ
は炉をど

う動かすかつて安全管理はありますけども、それだけではいかないと思
います。安全管理

については情報を流しておられるだろうけど、それだけではちょっと。

村田:例のカーター大統領の時に、インフセ(Intematbnal Nuclear Fuel Cyde Evaluation)

の問題が出て、その頃に地域核燃料サイクルセンターつて構想が出て。何時
の間にかそう

いうのがどつかなくなっちやったわけで。カータ
~さんがもうリサイクルするなっていう、

ワンス・スルー (使い捨て)方式を言いだした。ところが最近またアメリカの議会筋なん

かで、かつてのカーター政策のようなワンス・スルー方式、リサイクルはやめさ
せようと

いう動きがあります。ですから私は、早く日本でリサイクルの体系を
つくって、実績を示

さないといけないと思うんですけど。こういう風にやれば安全に、核不拡散
の問題も含め

てちゃんとやれるんだっていうことを示しておかないと、インターナショナルな
コンセン

サスはなかなか得られない。途中でアメリカが今のような政策を押し出して来ると、下北

の事業も大変難しいことになるじやないか。タイムテーブルは今や、発電所
の使用済燃料

のプールが一杯になるからという、国内的なタイムテーブルだけじやなくて、国際的な環

境の点でもゆっくりしておられないんじゃないかなという気がします。

島村:燃料サイクルは、再処理の必要性は当然だが、昔から言われているのは、何処
でウラ
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ン濃縮するかが大事だと。アメリカがなんだかんだ言うのも、アメリカに濃縮頼むから
で

あって。アメリカに濃縮頼まないで日本で濃縮やれば、アメリカにいち
いちどうこう言わ

れることはない。再処理だつて自分とこで濃縮したもんなら、アメリカの了解は必要な
い

はずですから。ところが、急にやると差しさわりがあるからなんだけど、前の長計でも濃

縮の目標が、国内需要の三分の一程度の小さい容量で。今度もまたそれで、あれでは韓国

にどうの台湾にどうのという余裕は全然ないわけです。小さな計画しか立ててなくて。後

藤君の方だってもっと大きな計画立ててくれれば元気が出るんだろうけどな。 (笑い)

後藤 :しかし日本は、小さい時からグワーッと大きくなりますから。一つそういうサイクル

っていうのが完成すれば、えらいスピー ドで上がって来ますよ。エレクトロニクスだって、

はじめ本当に追いつけるかと思ったのがこうでしよう。石油化学だってそうです。僕は石

油化学に関係しているときに、化学のプロの人達に、アメリカのああいうE=onなんかの

水準におよそ目玉の黒いうちに追いつけるかつて言ったら、とても追いつけんでしょうつ

て言ってた。今グワーッと上がっとるでしょう。そりゃ日本人の能力って大変なものです

から。とにかく、やっぱり日本で一つそれをやらにゃいかんですね。

前田:原子力も次のステップの時代に入つてきてるんじゃないですか。日本のことばかりに

囚われないで、もうちょっと広い意味でやろうと。次の時代を考えなきゃいかんし。

後藤 :も う一生懸命濃縮用機械をつくりますから。 (笑い)

前田:も う次の政策は、ずっと先のことを見て、先のことをやろうかと。

島村 :当面の計画は非常に具体的で細かくてもいいんだけど、もう少し先のほうは、望みの

持てるような政策にしてもらいたいと思うんだけど。 (笑い)

石田:お言葉を返すようですが、(笑い)皆そう思っておられるだろうと思うんです。もし日

本で濃縮ウラン供給計画を大きくしますと、これはアメリカが問題にします。今せいぜい

需要の三割しかやりませんって言つてるから収まつてるんで、それを超えると、それこそ

ウラン濃縮摩擦です。米国からの一定量の購入を義務付けるとかそういう話になりますで

しょう。相当その辺を気をつけんといかんので、徐々に力を付けて行きながら、少しずつ

シェアーを拡大して行くと言 うことが、一番現実的なんじゃないかと感じるんですが。た

とえば今五割って書きますと、もうアメリカを刺激する形になるんじゃないでしょうか。

前田:今のお話、現実のステップはそれでもいいし、計画はそれでもいいんですけど、日標

って言うか考え方としては、広い考え方を持っていただいて。

後藤 :石田さんのように、わかつてものを言ってもらえばいいんですが。

前田:大きな考え方で目標立てて行きますと、直接関係ないところで、たとえば技術交流と

か情報の流し方とか、あるいは研修の問題とか、あるいは物でいいますと土地とか場所の

問題とか、別に直接今の現実の計画に関係するわけではないところで役に立つ。だから将

来の計画を見て、あるいは研究施設とか、人でいえば交流だとか研究生受け入れだとか、

そういうものは大きな目標立てて、そのへんずっと次のステップを考えながら、まああま

り問題を起こさないように。 (笑い)若い人に計画つくりをやってもらうってことじゃない

でしょっか。

島村:私も隠居の身になりましたから、後は若い者に任せて。 (笑い)

では、ちょうど時間なので。どうも今日は面白い話をありがとうございました。
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